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「――というわけで、表の２を見ればわかる通り、日本にはサービス業が多いんだ！　ところでサトル君とエリカちゃんは将来、どんな職業につきたいのかな？　やっぱりサービス業？」

「ぼくたちの、将来？」

「わたしたちの将来……うーん、考えてないなぁ」

「でも、大人になればいずれ働かなくちゃいけないからね！　今から将来の目標をしっかり決めておけば、きっと君たちのお父さんやお母さんのような、立派な大人になれるさ！」

「えー、ぼくずっと遊んでいたい！」

「だめよサトルくん！　働かないと日本の法律で罰ばつせられちゃうんだから！」

「ええっ、そうなの？」

「うーん、ちょっと違うかな。労働は国民の義務だけど、罰せられるということはないよ。でもね、労働は嫌なことだらけじゃないんだよ？　サトル君が大好きなＦエフ１ワンレーサーだって、野球選手だって、みんな職業の一つだからね！　りっぱなお仕事さ！」

「そうか！　ぼくがやりたい仕事を目指せばいいんだ！」

「そう！　夢を持ってがんばれば、いつか君たちの目指す職業につけるよ！　だから今のうちから、自分の将来設計をしっかりと考えようね！」

「わたし、学校の先生になります！」

「じゃあぼくはＦ１レーサー！」







　教室中がシーンとなった。

　御ご色しき第一小学校五年一組の生徒は、全員下を向いて歯を食いしばっている。目は固く閉じられ、耳をふさぐ子供までいる。仮にコワモテの教師が怒りに任まかせて声せい帯たいが枯かれるほど怒鳴ったとしても、ここまで静まらないだろう。

　まるでお通つ夜やのような教室で、ひとり平静を保たもっている男がいた。

「おや――――みなさん――――どう――しました――？」

　教科書を持って教室内を闊かつ歩ぽしていた、担任の夜よ倶ぐ外そと法ほう人と先生が首をひねる。持ち上がりで学年と教室以外は去年とまったく同じであるこのクラスの際きわ物もの。ざんばら髪で覆おおい尽つくされた顔面の奥を見た人間は、いまだ学校内に存在しない。謎なぞが謎を呼ぶ、小学校の名物教師だ。

「どうしたじゃねぇよ！」

　その五年一組のガキ大将（女子部門）、吉よし永なが双ふた葉ばが代表して立ち上がる。

「なんで普段と違う声で朗ろう読どくするんだよ！　いつもの口く調ちようと違うじゃねえか！」

　尖とがったポニーテールを振ふり乱みだしながら抗議する双葉に対し、夜倶先生は意味がわからないのか、ますます首をかしげ、

「――しかし――――感情をこめて――読んだ――方が――――伝わり――やすい――です――し――」

「だから怖こわいんだよ！　感情のある夜倶ちゃんなんか、夜倶ちゃんじゃねぇよ！」

「それは――なんだか――――悲しい――――です――」

　肩を落とす夜倶先生。ちょっと可か哀わい想そうだと思った人は、実際に聞いてみるといい。妖怪のような風ふう貌ぼうで「わたし、エリカ！」と女の子の声で元気よく朗読する夜倶先生の声を。

　双葉のツッコミのおかげで教室が普段の雰ふん囲い気きに戻ったのか、次第にほかの生徒もじわじわと平常心を取り戻す。

「――まぁ――先生の――――声は――さておいて――――」

　夜倶先生が読んでいた教科書をパタンと閉じ、教卓まで戻る。

　黒板には「将来について」と書かれてあった。今は社会科の授業である。世の中の仕組みを勉強すると同時に、やがて双葉たち生徒が大人になって、なんらかの職業に就つくということを教えているのだ。

「みなさんも――――ご存じの――――通り――世の中には――――じつにたくさんの――――職業が――――あります――――」

　夜倶先生がチョークを持って、黒板に「職業」と書く。

「どんな――職業を――――思いつきますか――？」

　と、唐とう突とつに夜倶先生は一番前に座っている生徒を指さした。その子は突然指されて戸惑ったが、すぐに考えて答える。

「え、えーと、サラリーマン？」

「――ふむ」

　夜倶先生が黒板に「サラリーマン」と書く。そして最初に指した生徒から順に、その列の生徒に思いつく職業を列れつ挙きよしてもらう。

　その結果、黒板には「サラリーマン」のほかに「公務員」「漫画家」「スポーツ選手」「ウェイトレス」「先生」などの様々な職業が書かれた。

　夜倶先生はチョークの粉を手で払い、生徒達に向かってこう言う。

「まぁ――――先生も――公務員のうち――――ですから――――同じ――――なのですが――――細かく――分けると――――公務員だって――――先生や――――役所で働く人や――警けい察さつ官かんや――――たくさん―――――あるのです――――」

　この世にはいったいどれだけの職業があるのだろうか。たとえば公園の掃そう除じをしているおばさんや、自動販売機の中身を入れ替える人達。見えないようでいて、この世の全てのものは誰だれかが関かかわっているのだ。

　そして、それらの職業につくには、それなりのステップを踏ふまなくてはならない。昔の武士や農民のように、生まれた時からその職業になることが決まっていた人などいないのだ。

「職業ねぇ……」

　そんなことを語る夜倶先生を見ながら、双葉は考える。

　――門番って、どうやったらなれるんだろうなぁ……。

　双葉が知っている中で、一番特とく殊しゆな職業なのではないだろうか。

　もちろん、双葉が知っている「門番」はフツーではないのだが、だからこそ知りたくなってくる。実際、どこかの宮殿を警備している門番をテレビで見たのだ。なれないはずはない。もっとも、双葉が門番になりたいかと聞かれれば否ひ定ていするだろう。

「――みなさんも――――具体的な――――ビジョンを持って、とは――――言いませんが――――将来――なりたい――――職業に――――向かって――――努力――して――くれれば――――先生も――――嬉うれしい――です――」

　夜倶先生は不ぶ気き味みだが、言っていることはいつも正しい。

「――勉強を――するだけでは――――夢は――――かないません――――スポーツや――――遊びに――――だって――――将来の――――種は――あります――」

　双葉にだって将来なりたい職業がないわけでもない。だが、最近はいい大学に入ることが最低条件のような風ふう潮ちようがある。新しいことを勉強するのは嫌いではないが、これから積み重ねていく人生が勉強漬けになるのは誰だって嫌だと思う。

　そんな気持ちを知ってか、夜倶先生は、いろいろな可能性を教えてくれる。

　これで人気のある先生なのだ、本当に意外だが。

　そんな夜倶先生をぼーっと眺めていると、隣の椅い子すがガタンと揺れた。

「はーい！　先生、しつもーん！」

　立ち上がったのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、校内どころか町内でも有名な美少女。

「――はい――――梨り々りちゃん――――なんですか――？」

　その人目を惹ひく容姿のおかげで連日交際の申しこみが絶えないと噂うわさされるその子は、長い金髪をさぁっとかきあげ、いつもの挑戦的な瞳ひとみをまっすぐに夜倶先生に向けた。

　白いワンピースを自然に着こなす彼女は、いつもオーバーオールの双葉と比べると、まるで男女ほどの外見の差ができる。どちらも好きで着ているのだから、言げん及きゆうしても無む駄だだろうが。

　その少女は先生にこう質問した。

「なりかたがわからない職業があるんですけど」

「ふむ――――なんですか、それは――？」

　梨々ハミルトン、十一歳。

　彼女は双葉の友達にして、世界でも希け有うな生き方を選んだ人間の被扶養者むすめでもあった。




「怪かい盗とうですっ！」







































　梨々の発言によって引きおこされた授業中の騒そう動どうを五年一組内のみにおさめたのは、ひとえに双葉のフォローのおかげだ。「怪盗って世界に何人いるんですか？」「怪盗に必要な資格は？」「怪盗になるための試験って倍率どれくらいなんですか？」と、逐ちく一いち訊きいてくる梨々に対し、あの夜倶先生でもたじろぎながら「そういう――ものは――ありません――」と答えるので精一杯だった。

　そこで双葉が「そういうのは怪盗の秘密なんじゃねーの？」と言わなければ、きっと放課後まで梨々の質問攻めは続いただろう。

　そんなあわただしい授業が終わり、双葉たちは揃そろって帰き路ろにつく。

　御色町の午後は季節の移り変わりと共に、徐々に明るくなってゆく。春ももうすぐ終わり、木々は夏に向けて緑の葉を準備し始める。そんな六月の町並み。

「あ～……焦った」

　授業中の梨々の発言を思い出すと、いまだに冷や汗が出てくる。双葉はカバンを持った手で額ひたいを拭ぬぐうと、目の前を大おお股またで歩いている友人に声をかけた。

「なぁ梨々ぃ、いい加減わかれよ。怪盗なんてなるもんじゃねぇって」

「なによ！　双葉ちゃんまで私のこと馬鹿にするの!?」

　くるりと振り返り、双葉の鼻先に指を突きつける梨々。

　梨々がここまで怪盗に固こ執しつする理由は、双葉にもわからないでもない。

　なにしろ、梨々の保護者が怪盗なのだ。

　怪盗百ひやく色しき。

　黒いタキシードを身にまとったその姿は、変へん幻げん自じ在ざいの影のようである。どんなところにも忍び込み、どんなものでも盗む。例外は双葉の家くらいだが、固く閉ざしていた梨々の心すら盗んでのけた怪盗だ。その卓たく越えつした技術は世界一を自称しても一向に差し支えないだろう。

　その怪盗が、たまに双葉の家に呼ばれて夕食などをご馳ち走そうになっていくのも、ごく一般的な光景として馴染んでいる関係なのだが。

　能力や関係はともかく、職業で言えば双葉の家の「門番」と相あい反はんする存在なのだ。

　梨々はそのことをヒミツにしているが、一部の人間にはバレバレである。

　双葉が梨々を止めたがるのは、それが理由ではないのだが――

「怪盗ってのは職業じゃねぇだろ！　そう呼ばれてるだけだろ！　ハローワーク行っても教えてくれねぇぞ！」

　鼻先に突きつけられた指を押しのけて、双葉が叫び返す。

　梨々は言い返せなくなったのか、ぷいっとそっぽを向いて、先に歩いていってしまう。

　誰に馬鹿にされたわけでもないのに、梨々はいやに不機嫌そうに見えた。

「おい梨々――！」

　呼びかけようと思った双葉の袖そでを誰かが引いた。

「双葉ちゃん、もうちょっと穏おん便びんに行こうよ」

　いつも一緒に帰っている小お野の寺でら美み森もりだった。がさつな双葉、可か憐れんな梨々と並べると、穏おん和わな美森は二人の中間――つまりごく普通の女の子に見える。彼女も百色のことはよく知っているが、梨々の気持ちはわからないといった表情だ。

　美森にさとされ、少し声のトーンを落として双葉が呼びかける。

「なぁ梨々ってば。なんでそこまで怪盗にこだわるんだよ。梨々だったら頭もいいし手先も器用だし、大抵の職業になれるんじゃねーの？」

「そうだよ、梨々ちゃん。どうして怪盗さんになりたいの？　梨々ちゃん可愛くて、アイドルにだってなれそうなのに」

　今度は美森の援えん護ご射しや撃げきつきだ。

　梨々は足を止め、またこちらに振り返る。

　綺麗なはずのその顔は、まだむくれていた。

「みんなには怪盗のロマンがわからないのよ！　平凡な職業じゃ決して味わえない、怪盗のロマンが！」

「なんだよ怪盗のロマンって」

「怪盗はすごいのよ！　どんな人にも負けないし、ピストルだって避よけるんだから！　それに美術全般にも造ぞう詣けいが深くって、精神的にも豊かなの！　それに、ウチのおじさんは手品だってプロ顔負けなんだから！」

　と、怪盗の自じ慢まんなんだか百色の自慢なんだかわからない事を熱く叫び出す梨々。塀へいの上を走っていた猫がビックリして走り去るのを双葉は見た。

「あのなぁ、梨々……」

　双葉はどう説明したものか迷う。

　梨々がここまで怪盗に傾けい倒とうする理由は、本当はわからないでもない。

　去年、梨々は怪盗百色に救われたのだ。悪い錬金術師から梨々を盗み出してくれた百色には、一生かかっても返せない恩がある。そんな百色に憧あこがれるのは、気持ちとしては充分すぎるくらいに理解できる。理解できるのだが……。

「梨々さ、おまえ、一番大事なこと忘れてないか？」

「なによ、それ！」

　本当に分かっていないなら、言うべきだろう。

　双葉は溜息を一つついて、決定的なことを口にした。

「人のものを盗むのは、犯罪だろうがっ！」

　近くの木からたくさんの鳥たちが飛び立って行く。

　住宅街のど真ん中で、双葉と梨々が凍こおり付ついたように静止している。その周りをオロオロ回っている美森。

　叫びの余よ韻いんのような気持ちで、双葉は続けた。

「誰だって、犯罪者になりたいなんて言う奴がいたら止める――」

　パン！

　双葉が言い終わる前に、梨々の平手が頰ほおを打った。

「怪盗を、ただの犯罪者と一緒にしないでよっ！」

　涙目の梨々。

　本人は悲劇のヒロインのつもりなのだろうが、こっちは平手をくらった被害者だ。双葉の心に怒りの炎がメラメラと燃え上がってくる。

「てめぇ……！」

「怪盗は義ぎ賊ぞくなのよ！　誰も傷つけない、正義の泥どろ棒ぼうなんだから！」

「んなうまくいくかよっ！」

　双葉が飛び上がり、ドロップキックを梨々にくらわせる。

　完全に不意打ちで放ったはずの両足は、見事に空くうを切った。目標を失ってそのまま落下する双葉の身体に、梨々の両りよう膝ひざが降ってくる。

「うおっ！」

　転がって梨々のニードロップを避ける双葉。

　立ち上がると、視界の端に梨々の服が見えた。動物的な反射神経でその服をつかみ、背負い投げの要領で思いっきり投げ飛ばす。

「おらぁぁぁぁぁぁっ！」

　麻あさ袋ぶくろのように投げ飛ばされた梨々は、綺麗に受け身を取って双葉の目の前に立ちはだかる。ここまで双葉の攻撃を受けて、無傷だ。

　今まで殴り合ったことなどないから知らなかったが、この梨々という少女、かなり強かった。初めてその事実に気づき、闘争心がさらにわく双葉。

「ふ、ふたりとも、やめてっ！」

　美森がたまらず声を上げる。

　しかし双葉と梨々にとっては、その声はゴング代わりにしかならなかった。

「いつもサルみたいに何も考えてないくせに！」

　梨々が拳こぶしを振り上げ、双葉の顔面を殴なぐる。

　しかし双葉は倒れず、梨々の拳を顔面で押し戻す。

「誰がサルだぁっ！　でも、犯罪者よりはマシだ……っ！」

　顔だけで拳をはねのけた双葉、梨々の肩を摑つかんで思いっきり頭ず突つきをかます。クラッとよろめいた梨々も根性で踏みとどまり、双葉に頭突きを返す。

「おらぁぁぁぁぁぁっ！」

「馬鹿ぁぁぁぁぁぁっ！」

　あとはもう、ひたすら殴り合いだった。

　美森が誰か大人を呼びに走り、誰もいなくなった路地に二人の女の子の声だけがこだまする。

「怪盗なんてなれるか！　梨々ごときが！」

「なれるもん！　なってやるもん！」

「うるせぇ！　とりあえずてめぇだけはブッ倒す！」

「そっちこそ、叩たたき潰つぶしてやるっ！」

　とても小学五年生の女子のケンカとは思えない怒ど声せいのやりとりを経へて、結局、美森が呼んできた二人のおまわりさんによって双葉と梨々は引きはがされた。

　羽は交がい締じめにされてひっぱられていく間にも、双葉と梨々は「怪盗なんてなれねーよ！」「なってやるもん！」と最初とは論点の違う言い合いを続けていたのだった。
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　夕焼けを浴あびて、図書館前の「考える人」像がオレンジ色に染まる。

『むう……それは梨々だけの責任ではないな』

　その考える人の前に座っている犬の石像が、気むずかしく答えた。

　石像の前に座っている石像というのも奇妙だが、この翼つばさを持った黒い犬の石像こそ双葉の家の門番――怪盗とは相反する職業――門番型自動石像のガーゴイルだ。怪盗がどんな場所にも侵入するとすれば、門番はどんな場所も通させない、矛ほこと盾たてのような関係だ。

　石像だから当たり前なのだが、今日も変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらで双葉の文句を聞いている。

「つったってさぁ、怪盗になんかなれるわけねーじゃん！　他にも仕事なんていっぱいあるだろーが！」

　考える人の台座に座る双葉の顔面には、絆ばん創そう膏こうがたくさん貼はられている。あの後、交番で治ち療りようしてもらったのだ。梨々の強さは、双葉の想像以上だった。同級生で双葉とここまで張り合った者はいない。双葉の腕力は男子ですら圧倒できるというのに。恐ろしい技を持っていた。

『うむ。そこが問題なのだ』

　ガーゴイルは双葉の言葉をしっかりと聞いて、よく考えてから話す。感情を優先する梨々とは違い、常に落ち着いているため、双葉も自然とクールダウンしていく。

「……なんだよ、それ」

『職業と言えば、双葉は何を連想する？』

　唐突な質問だが、双葉は考える。

「やっぱりサラリーマンとかじゃねーの？　パパも商社で働いてるし」

　他にも門番という職業が思いついたが、笑われそうなので黙っておく。

『うむ、そこだ。誰しも職業と言えば、まず家族のそれを連想するものだ。なにしろ自分と一番身近なものだからな。その線で行くと――』

「あーそっか。梨々は百色の仕事ばっか見てるもんなぁ……」

　梨々の本当の父親は錬れん金きん術じゆつ師しだった。その父親は錬金術におぼれた結果、ガーゴイルと百色によって倒された。そして今は、故郷のスコットランドへ帰った父と別れて、梨々だけが日本で暮らしている。そのせいだろうか、梨々は錬金術師になりたいとは言い出さなかった。

『それに怪盗になりたいと言っても、まず百色が黙だまっていないだろう』

「そっか？」

『うむ。あやつは怪盗の罪深さを誰よりも知っている男だ』

　普段は仲が悪いはずなのに、こういう時は百色を信頼しているガーゴイル。

「そっかなぁ……」

　双葉だって、梨々や百色が悪いヤツだとは思っていない。

　ただ怪盗という職業が「悪いヤツ」だから、困っているのだ。

「梨々のやつ、本気だったなぁ……」

　涙目になって双葉をぶん殴る、金髪の少女を思い返す。

　しかし思い出せば思い出すほど頰の痛みがよみがえってきて、徐々に腹が立ってきた。

「だぁーっ！　よく考えてみりゃ、なんであたしがあいつの心配しなきゃならねぇんだよ！」

　頰を押さえながら、双葉が立ち上がる。

「怪盗にでもなんでもなっちまえばいいんだ！　そんでガーゴイルにとっ捕つかまればいいんだ！」

『感情のみで話すのは感心せぬが、そうだな、梨々が怪盗になっても我われが止める。双葉は何も心配するな』

「だから心配じゃねーって言ってんだろ！」

　双葉がガーゴイルを蹴け倒たおす。

　にゃー。

　すると倒れたガーゴイルの周りに、数匹の猫が集まってきた。

「お、なんだこいつら」

『うむ。仕事の時間だ』

「今日はなにやってるんだ？」

　そもそも帰り道に偶然発見したから憂うさ晴ばらしに話しかけてみただけなのだが、どうしてガーゴイルが図書館の前にいるのか双葉は全然知らなかった。

『揃っているようだな。それでは始めるか』

　いつのまにか起きあがっているガーゴイルが、集団の中から進み出た二匹の猫を迎え入れる。

『今日はこの猫たちの結婚式を執とり行おこなうことになってな。御色町の動物を代表して、我が神父のような役割を務めさせてもらう。要はこの者達の婚こん姻いんを認めればいいのだ』

「おまえそんなこともやってたのか……」

『他にやる者もいないのでな。双葉よ、少し下がっていろ』

　ガーゴイルに言われて少し離れる双葉。

　なにやら簡単に祝福の言葉を述べているガーゴイル。その前で二匹の猫が頭こうべを垂たれている。こうして見ると、街の平和を守るだけでなく、仕事を手伝ったり、冠かん婚こん葬そう祭さいを執り行ったりするガーゴイルは、どんな仕事もこなす「なんでも屋」のような気がしてくる。

　それはガーゴイルが望んでやっている仕事なのだが、それ以前にガーゴイルを求める者がいるということだ。誰かの需じゆ要ようがあるからこそ、仕事が成り立つ。

　ふん、と鼻を鳴らす双葉。

「怪盗を必要としてる奴なんて、いるもんかよ……」

　呟つぶやいて、思い出す。

　最初は「門番」だって、不必要だと思っていたのだ。
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　ガーゴイルが猫の結婚式を取り仕切っている時刻。御色町のとあるマンションでも、似たようなやりとりがあった。

「うーん、それは双葉ちゃんが正しいな」

　二十畳じようの広いリビングの真ん中に立っているのは、シルクハットにタキシードの男。なぜ家の中なのにそんな恰かつ好こうをしているのかと言うと、これが彼にとって一番着慣れた服だからだ。寝る時や、リラックスしている時は別の服に着替えるが、今はその時ではない。

　タキシードの男――怪盗百色は、手にしたステッキで梨々の竹し刀ないを打ち返していた。

「どうしてよ！　怪盗はロマン溢あふれる職業だって、おじさんも言ってたじゃない！」

　教わった技術に怒りのパワーを上乗せして、梨々が竹刀を大きく振りかぶる。百色はそれを困った顔で受け流す。先程から、ずっとそれの繰り返しだ。

　毎日かかさずやっている、百色の護ご身しん術じゆつ講座。怪盗と一緒に暮らすと、梨々の身にも危険が訪れる可能性があるので、百色が直々に教えているのだ。梨々にとってはスポーツジムのような感覚でこなしている日課だが、今日はまともな練習になりそうになかった。

「それはちょっと間違っているな。たしかに怪盗はロマン溢れるものだが、職業ではなく生き様だ。試験をパスしたり役所に届ければいいものではない」

「ウソよ！」

　梨々の竹刀が百色の喉のど元もとを突く。しかし百色は上半身を仰のけ反ぞらせて竹刀を避ける。さらに仰け反ったまま床に両手をつき、足を大きく蹴り上げて梨々の竹刀をはじき飛ばす。

「おじさん、こないだ本のアンケートの職業欄らんに『その他／怪――』って書こうとしてたじゃない！」

　竹刀を失った梨々は、すぐに懐ふところに手を伸ばす。同時に百色が起きあがり、ステッキを梨々に向ける。

　ステッキが梨々の頭を叩こうとした直前、梨々の手が破裂した。

「む！」

　梨々が鳴らしたクラッカーは、百色の意識を一瞬だけ逸そらした。そのスキに梨々は全身のバネを生かして飛び込み、百色の後ろに回り込む。

「アンケートは……その、手違いだ。ちゃんと修正したじゃないか」

　ステッキを手放し、両手を上げる百色。

　彼の後頭部には、梨々の銃が突きつけられていた。もちろん本物ではない。引き金を引くと破裂音と紙テープが飛び出す、クラッカー銃だ。普段持ち歩いている護身用クラッカー銃にはマスタードや胡こ椒しようが詰め込まれている。

「……ずいぶんと上達したもんだ」

「ふんだ。おじさんと毎日やってるもんね」

　ちょっと機嫌がよくなったのか、胸を反らす梨々。

「その銃、ケンカの時に使わなかっただろうね？」

「もちろんよ！　そーいうの、無ぶ粋すいっていうんでしょ？」

「その通りだ。私が教えたことは、ちゃんと守っているようだね」

　くるりと梨々に向き直り、優雅に一礼する百色。それに倣ならって、梨々も礼をする。今日の練習はこれで終わり、と言うわけだ。

『ルルルルルル！　リリ、ヤッタ！』

　台所から白い機械が飛び込んできて、梨々を持ち上げる。

　首無し騎き士しを模した自動人形オートマタ、デュラハンだ。梨々が小さな頃から一緒にいるが、ここまで仲良くなったのは去年からだ。ロボットのような外見だが、なぜか愛あい嬌きようがある性格をしているので、町民（おもに子供）からの人気が高い。

　ちなみにこの家の間取りは、百色が独自に手を加えているため、高さ約二メートル幅一メートル半のデュラハンでもつっかえずに移動ができるのだ。

　そのデュラハンによじ登り、梨々は百色に頼み込む。

「ねぇおじさん。どうして怪盗になっちゃダメなの？」

「私はそんなこと、一言も言っていないぞ」

「それもウソ。おじさんも双葉ちゃんも、怪盗のなりかたを教えてくれないんじゃなくて、私が怪盗になるのを止めたがってる。やっぱり犯罪者だから？」

　梨々は百色の目を見た。

　彼女の特技の一つに、相手の視線を読めるというものがある。読どく心しん術じゆつのようなもので、目線の動きで思考が読めるのだそうだ。高度な心理学者でないと体得できない技術だが、彼女はそれを幼い頃から叩き込まれてきたのだ。

　百色の目は、なんとか梨々をなだめようとする気持ちでいっぱいだった。

　そんな百色は上着を脱ぎ、ソファに腰掛ける。

「犯罪者だから、というのは理由にならないかな？」

「ならないよ！　おじさんだって、犯罪者になるのを覚悟して怪盗になったんでしょ!?」

「それは認めよう」

「世の中には、命が危険でも仕事する人だっているんでしょ!?」

「そうだな。でも梨々ちゃん、それは違う話だ。怪盗とは双葉ちゃんが言っていた通り、犯罪者だ。では、どうして人のものを盗むことは犯罪なのか、わかるかい？」

　百色は立ち上がり、デュラハンがさっきまでいた台所に向かう。日は完全に落ちた。夕飯の支し度たくをするつもりなのだ。

「盗られた人が困るからでしょ!?　でも、怪盗は困っている人のために盗むんじゃないの!?　正義のために泥棒するんじゃないの!?」

　腕まくりをする百色の背中に向かって叫ぶ梨々。

『ルルルルルル！　ヒャクシキ、イツモ、イッテル！　ヌスム、セイギ！』

「ああ、あれは噓うそだ」

　百色は簡単に言う。

「どんな理由があろうとも、盗みは悪だ。正義の泥棒なんて、それだけで矛む盾じゆんした存在だ」

「そんな……」

　梨々はむっとする。

　いつも百色は困っている人の依頼を受けて、確実にターゲットを手に入れる。百色が直接盗むのを見たことはないが、百色と一緒に依頼主に物品を届けたことは何度かある。その時、依頼主は例外なく喜んでいた。涙を流す者までいた。その顔を見ると「おじさんは正しいことをしている」と思えてくるのだ。

「だけどおじさん！　悪いことをしてでも、誰かを助けてあげたいんでしょ！　それっていいことじゃない！」

「では言い方を変えよう。例えば梨々ちゃんの大切な人から、盗みの依頼をされたとする。それは依頼主の命がかかるほど大切なものだ」

　キッチンから水の音が聞こえてくる。

　料理をしながらこんな話を振ってくるのにも、梨々は苛いら立だちを覚えていた。

「その依頼主が必要としているものは、私の命だ。梨々ちゃんは、それでも盗むかい？」

「そんなこと……！」

　たとえ話というのはわかっている。

　それでも梨々は考える。大切な人のために、大切な人を傷つけられるかと言うことだ。

「……それは」

　答えなんか出るわけがない。

　梨々はまだ小学五年生。悟さとりを開いた賢けん者じやではない。

『リリ、カンガエスギ、ヨクナイ』

　ぽん、とデュラハンが梨々の肩に手を置いた。

　するとキッチンから百色が出てきて、

「そう、デュラハンの言う通りだ。こういう問題は考えても答えなんか出ない。私だって似たような場面に直面したら悩む」

「おじさん、ずるい！」

　梨々がクラッカーを百色に向けて投げつける。

　百色は笑ってクラッカーを受け止め、

「ハハハハハハハ、ごめんごめん！　だが怪盗という生き様は、そういう葛かつ藤とうと常に向き合っていなければならない。わかるね？」

「……うん」

　少しだけ、身に染みた。

　でもそれと怪盗への憧あこがれはまた別の話だ。

「じゃあ、それを克服できれば怪盗になれるのね？」

「どうかな……梨々ちゃんは、まだ技術も拙つたないからな。私に追いつくのは何年先か」

「すぐに追いつくもん！」

　と、梨々は百色の手を取って上下にブンブン揺さぶる。

　百色は何が嬉しいのか、梨々の頭に手を置いて、

「よし。それじゃあ軽くテストしてみようか」

　唐突にそんな提案をしてくる百色。

「テスト？」

「怪盗になれるかどうかは別として、梨々ちゃんもだいぶ技術が身に付いたはずだ。それが私以外の相手に、どこまで通用するか試してみたくなった」

　子供のような笑顔の百色。

　梨々としても、自分がどこまで怪盗の技術を盗めたか興味がある。怪盗志望なのだから、当然盗みの技術だって必要なのだ。

「で、どうやってテストするの？」

「なに、簡単なことだ。夕食が終わったら、ちょっと商店街まで行こう」

「……ひょっとして、万引きさせるの？」

「そんな不良中学生みたいな真似はさせないよ。なに、ついてくればわかる」

　そう言うと、百色は改めてキッチンに戻って夕食の支度をし始めた。

　同時に梨々のお腹も、ぐぅ、と虫が騒ぎ始める。

　今日はなんだかいつもよりお腹が減ると思ったが、それは双葉と一戦やりあったからだと気づく。殴りかかってくる双葉の真剣な目を思い出し、

「……ふん。なってやるもん」

　また双葉への怒りがこみ上げてくる梨々だった。
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　怪盗に必要な素質。

　もちろん一番大切なことは、先に百色が説明した通り、心の問題だ。しかし怪盗の心を持ち合わせていても、肝心の技術がなければただの道化師だ。

　梨々は去年から一年間、ずっと百色に護身術の手ほどきを受けてきた。しかしあまりに習得が早いので、面白がった百色は手品や解かい錠じよう術じゆつ、はたまたスリの方法まで梨々に伝授してしまったのだ。気がついた時には後の祭り、梨々は百色にいろいろな授業をねだった。

　もともと梨々には天てん賦ぷの才があったのだろう。全ての方面に力を発揮できる、天才の資質が。

　それを全て怪盗としての技術に注ぎ込んだものだから――

「護身術だけにしておけばよかったんだよなぁ……」

　肩を落とす百色。

「もう遅いよおじさん。それに、ちゃんと習得できてるか、これから試しに行くんでしょ？」

「そういうことだ。これができなければ、怪盗とは呼べない」

　百色に連れられて歩くのは、御色南口商店街。半分以上の店のシャッターが閉められており、現在開いているのは飲食店だけだ。時折、商店街の人達が普通に百色に挨あい拶さつをしてる。慣れとは恐ろしいものだ。

「よし、ここだ」

　百色がその店の看板を見上げる。

「ここって……」

　梨々もその店はよく知っていた。なにを売っているのかいっさい不明、というか日替わりのアンティークショップ。その店よりも店主の方が町内で有名な――

「兎と轉てん舎しや？」

「そうだ。ここであるものを盗んでもらう。こんばんわー」

　と、百色は兎轉舎のドアを簡単に開ける。盗みに入るというのに、こんなに堂々としてよいのだろうかと梨々は思う。

「あ？　なによ黒テント」

　今日の兎轉舎は槍やりのセールだった。戦国武将が使っていたものから、中世ヨーロッパの騎士が使っていたものまで、長物がずらりとならんでいる。これだけあれば余裕で戦に出られるだろう。

　その奥のカウンターで頰ほお杖づえをついているお姉さん。普段は化け物のように綺麗な顔立ちなのに、今は不機嫌そうなツラだ。梨々の白いワンピースとは対照的で、黒い服をいつも着ている。

　そんなお姉さんに、百色はシルクハットを取って一礼。

「今日はちょっとした用事でね。それから私は劇団ではない」

「なによ？　あんたまた変なこと企たくらんでるんじゃないでしょーね」

　前からの因いん縁ねんか、百色とお姉さんは非常に仲が悪いことを梨々は知っている。

「今日は私ではない。梨々ちゃんがちょっとね」

　と、百色は梨々に向かってこう命令した。

「それではテストだ。梨々ちゃん、彼女の中のものを盗んできたまえ」

「フザけろこのゴキブリッ！」

　いきなりお姉さんが手元にあった槍を投げつけてくる。

　百色と梨々はすぐに身体をかがめ、槍を避ける。槍は兎轉舎のドアに見事に突き刺さり、貫通した。人体に刺されば絶対に死ぬ。さらにお姉さんは盗られてはたまるかと、立ち上がってカウンターの奥に逃げ出そうとする。

「あの……お姉さん、ごめんなさいっ！」

　梨々がお姉さんの背中にタックルして、床に引きずり倒した。

「どきなさい梨々ちゃん！　もう盗られてたまるもんですか！」

　倒れたお姉さんが梨々を引きはがしたのだが……。

「あ」

　すでに梨々の手にはお姉さんの黒いブラジャーがあった。

　そのまま沈黙が数秒。

　白いお姉さんの顔が、みるみるうちに赤くなっていく。

「ブラボー！　でかした梨々ちゃん！　まさかこうもあっさりと盗むとは！　いやぁ私も教えた甲か斐いがあったというものだ！」

　両手を叩いて喜ぶ百色。

　たぶん、それが起爆スイッチだったのだろう。







　追われているのが百色で、追っているのがお姉さんでなければ、きっと商店街の誰かが警察に通報したに違いない。しかしこの二人の捕とり物もの帖ちようはトムとジェリーのように当たり前の光景なので、みな微笑ほほえましい視線を投げかけるのみだった。

　しかし追われている方は微笑んでいる場合じゃない。

「きゃーっ！　きゃーっ！　きゃーっ！」

　嬌きよう声せいをあげて商店街を走り回る梨々。彼女の足跡に一本ずつ槍が刺さっている。その横を走る百色のマントにはすでに三つほど穴が空いており、シルクハットにも短い槍が一本刺さっている。

「待ちなさいっ！　私の乳ちちぱんつ置いてけー！」

　投とう擲てき用の槍を両手に二本持ちながら、兎轉舎のお姉さんが追いかけてくる。しかも顔には般はん若にやの面までつけている。そんなものを持ち出すヒマがあるのなら、捕まえられそうなものなのに。

「どうだ梨々ちゃん！　難しいのは、盗むことよりも盗んだあとなんだ！　警察に捕まっては折角の侵入も台無しだからね！　それに、どうしても目的を達成すると気が緩ゆるむんだ！　そこを突かれたらアウトさ！」

「話はいいから、逃げようよ！」

　ピッチングマシーンのように投げつけられる槍をかいくぐりながら、なんとか梨々と百色はアーケードの出口までたどり着く。そこまで出ると、二人とも用意しておいた隠かくれ蓑みのを取りだし、壁に張りついた。ちなみに百色は御色町のほとんどの場所で通じる隠れ蓑を持っているそうだ。

　般若が通り過ぎるのを待ちながら、梨々は小さな声で尋ねる。

「おじさん、怪盗って忍にん者じやみたいな真似もするの？」

「いい質問だ。忍者は隠おん密みつ行動に長たけた職業だからね。私はかなり参考にさせてもらっている」

「忍者は職業なんだ……」

　違う論点で考え込んでいる梨々。その時、ちょうど町民達の悲鳴と、わめきながら女性用胸部下着の返却を求めて絶ぜつ叫きようする声が通りすぎていった。

　戻ってくるかもしれないので、それから五分待ってから、梨々は隠れ蓑を取り外した。

　アーケードの出口には、槍が大量に刺さっており、暇人がそれの回収を担になっていた。お姉さんが戻ってくる気配はまだない。

「ふぇ～……おっきいな～」

　梨々は戦利品を両手で月光に透かしてみる。

　その横で百色は悔くやしそうな顔をしていた。

「うーむ……私も、まさか成功するとは思わなかったからなぁ。今度こっそり返しておこう」

「なによそれ！　おじさん、成功しないと思ってけしかけたの!?」

　怒った梨々が百色の脛すねを蹴け飛とばす。百色は顔をしかめて梨々から逃げようとする。

「彼女は最近、どんどんガードが堅くなってるから無理だと思ったんだよ。しかしクリアしてしまったからなぁ……ううむ、どうしようか……」

「成功したんだから、怪盗にしてよ！」

「いや、しかし、それは……！」

　小さな女の子にやりこめられる怪盗。傍はた目めには玩具おもちやをねだる子供と大差ないのだが、ねだる方は将来のことで必死だったし、ねだられる方は人様の娘を変な道に進ませないように、心の底から悩んでいた。

　そんな和なごやかなムードの商店街の入口が、たった一瞬で変貌する。

「ホッホッホ、そこにいたのか！」

　突如現れた人物の、その一言で。

　瞬間的に百色の目が豹ひようのような鋭さを帯び、マントを広げて梨々を後方に庇かばう。懐ふところからステッキを取りだし、マントを翻ひるがえした手にはすでに何枚かのカードが握られている。さっきまでの呆ほうけた顔ははるか彼方かなたへ投げ捨てられてしまっていた。

「おじさん……？」

　商店街のアーケードにいたのは、ローブを着た人だった。ローブなんて、梨々は初めて見た。ゲームなどでよく僧侶が着ている、フード付きのアレだ。この国は仏教が盛んだから、僧侶と言えばお坊さんだし、近くにある教会の神父さんだってローブなんて着ない。以前テレビで、イスラム教のモスクで礼拝をしていた人が着ていたのを思い出した。

「ツァッコール!!」

　そのローブの中の人は、いきなり両腕を頭の上で交差させて叫ぶ。ちょっと色黒の男だった。年は百色と同じくらいだろうが、日本人ではなさそうだ。

　それ以上に梨々の目を惹ひいたのは、眼帯だ。ファッションなのか、片目が見えないのか。いずれにせよ、恐怖感を与えてくる。笑顔を絶やさないというのに、どうしてこんなに不気味なのだろう。

　後ろから足音がした。

「おじさん……！」

　たまらず、梨々は百色のマントをひっぱった。正面にいる眼帯男だけではなかった。すでに梨々達の周囲をローブの集団がとり囲んでいた。

「ツァッコール！」

　彼らも同様に頭の上で両腕をクロスさせていた。いったい何の意味があるのだ、このポーズは。

　誰なのだろうか。

　一つだけわかることは、全員が百色に対する敵意をむき出しにしていることだ。目を読まなくてもわかる。普通の人間ですら威圧感をおぼえるだろう。

　しかし百色は油断せず、紳士的に微笑みを返す。

「久しぶりだな。レイジ君……だったかな？」

「いかにも。最初と最後に君と出会い、もう一年になろうか」

　レイジと呼ばれた男は、哄こう笑しようしながら一礼する。

　笑えば笑うほどに怖く感じた。

「何しに日本まで来た？　君たちにはちょっと寒い気候じゃないか？」

「そのようなことはない。ここはここで、多数の宗教がありながら、お互いを認め合っている――なんという驚異的な国か！　素晴らしい！」

　やっぱり、レイジは日本人ではなかったのだ。しかしレイジという名前は日本人っぽい。日系人かと梨々は推すい測そくする。しかし周りにいるフード集団は、浅黒い肌で濃い顔をしている。完全に外国人の顔だ。南の国の人達だろうか。

　お姉さんに追われていた時よりも、ずっと冷たい緊張感が梨々を引き締める。

　梨々はレイジではなく、フードの集団を観察する。片目が隠れているせいか、どうもレイジの目が読みにくい。よしんば読めたとしてもこの男は心の言葉を隠すのが上う手まそうだ。

　そうして自分中心に円えん陣じんを組んでいる集団の目をざっと見てみる。

　……見なければよかった。

　彼らがフードの中に銃を隠していることがありありとわかった。いざとなったらすぐにでも取り出す心の準備ができている。どう考えてもピンチだ。それもお姉さんの槍どころではない。突発的な怒りではなく、深く刻まれた呪いのような力が込められている。

「おじさん……この人達に、何したの？」

「ん、まぁ、昔ちょっとね」

　はぐらかそうとする百色だが、

「ちょっとではなぁぃっ！」

　レイジが片手を伸ばして百色を遮さえぎる。

「おぬしは我々の神を踏みにじったのだぞ！　そればかりか、我々の教義を否定した！　おぬしのおかげで、我々は散り散りになったのだ！」

　悔くやしそうに叫ぶレイジ。

「おぬしは我々を悪と称し、組織を滅ほろぼした……家族を失う辛つらさは、おぬしにも理解できるであろう!?」

　そう言って、レイジはローブの中に手を入れる。

　梨々が危険を察知して、百色に何か言おうとした瞬間、

『ルルルルルルルルルルルルルルルルルル！』

　闇からデュラハンが降ってきた。

　百色とレイジの間に割って入るように着地したデュラハンは土つち埃ぼこりを撒まき散ちらしながら、右手に取り付けられた銃口をピタリとレイジに向けている。レイジがなにかするよりも、確実にデュラハンの方が早い。それに、デュラハンに守られればどんな武器だって傷一つつかない。

「来おったな……神の使徒」

　レイジは先程よりも嬉しそうだ。そしてデュラハンがいるのになんのためらいもなく、懐の物を取り出す。

　それはただのキセルだった。百色達が警戒する中、レイジはゆっくりと火をつけ、落ち着いた顔で煙を吐いた。

　梨々がふぅ、と息を吐いたのもつかの間、

「ちょっとあなた達、なにやってるんですか？」

　御色町を守るおまわりさんが自転車に乗ってやってきた。お姉さんとの捕物帖では反応しなかったが、見たことのないローブ集団は流石さすがに怪しいと感じたらしい。

「外国人の方ですか？　身分を証明できるものを――」

「ふむ。おぬしにはこの香りがいいかな」

　と、レイジはローブから何かを取り出す。それは小さな瓶びんだった。その中にレイジがタバコの灰を落とすと、突然瓶から奇妙な匂いが発せられた。なんというか……この世の全ての花を一カ所に凝縮して漬け物にして一週間くらい放置したような匂いだ。

「嗅かぐな梨々ちゃん」

　百色がマントで梨々の顔を覆う。

「こ、この匂い……あれ……あ……」

　警官の声が遠くなっていく。

　チン、という音がした。さっきレイジが使ったジッポライターの音だ。

「さあこの炎をよく見るのだ！　三つ数え終わった時、君は全てを忘れて仕事場に戻っている！　３、２、１、アミーゴ！」

　チン、とジッポが閉じられた音。

　同時に百色がマントを取り、視界が開けた。見れば百色はどこから出したのかガスマスクをしている。

　その時にはすでに警官は自転車に乗ってきた道を戻っていた。すれ違うおばさんにも軽く会え釈しやくしている。まるで我々には何も気づかなかったような態度だ。

「相変わらずだな、貴様の催さい眠みん術じゆつ」

　ガスマスクを外した百色。賞賛しているのか非難しているのか、微妙な口調だ。

「ふむ」

　レイジがジッポライターを手でいじりながらニヤニヤ笑っていた。

「ホッホッホ。なに、我々とてこんな町中で事を荒立てようなんて思っておらん。この近くに、別の神の使徒がいるようだからの――ガーゴイルと言ったか」

「……よく調べたな」

「おぬしに教団を滅ぼされて以来、私も『神の力』について色々と調べたのだ。調べるだけでなく、手に入れることもできたがな」

「なんだと……錬金術をか!?」

　デュラハンもガーゴイルも、錬金術の賜たま物ものだ。その力は兎轉舎のお姉さんをはじめとする、数々の錬金術師によって生み出されたもの。世界中のどこに錬金術師がいてもおかしくないし、彼らが作った錬金術の道具など、探せば出てくるのが道理。

　しかしそれらは禁忌タブーとして、世界中で秘ひ匿とくされたもののはず。ガーゴイルのように、制作者が差し出さない限り、探し出すのは困難だ。でなければ、百色だってすでに見つけている。それをレイジ達は見つけたというのか。

「まぁ……今日のところはこれで失礼する。楽しみは後ほどまでとっておこう」

「楽しみねぇ……私を殺すのが、そんなに楽しみかい？」

　おどけて言う百色に、

「それ以外の方法で我らが神が満足されるものがあるというのか!?」

　ドスのきいた声で、レイジが吠ほえる。

　本当に恨みのこもった声だった。今まで紳士的に話していたのが噓のようだ。

「ホホホ……ではツァコルの慈じ悲ひがあらんことを。戻るぞ、わが子らよ！」

「はっ！」

　レイジの号令でフード集団がロボットのように回れ右をする。

「ツァッコール！」

　例のポーズを取って商店街の中へ消えて行くレイジに続いてフードの集団も同じ歩幅で歩いていく。商店街の人達が驚いて道を空けるが、それほど奇妙とは思っていないらしい。怪盗があたりまえに闊かつ歩ぽしている町だ、フード集団ごときでは驚かないのだろう。

　彼らが去った後も、しばらく梨々は呆けていた。

　正義の怪盗とはいえ、やはり恨まれることもあるものだ。

『ルゥ……アイツラ、シツコイ』

　デュラハンまでも怒った声を出す。それと同時に、梨々を持ち上げて自分の上に乗っけてくれる。梨々もデュラハンに乗って、ちょっと緊張が解けた。安心したのだろう。

　その帰り道、百色がレイジ達のことを少しだけ話してくれた。

「彼らは南米の宗教団体だったんだ」

　宗教団体ということは、見ればわかる。

「それも、世間一般で言うなら邪じや教きように分類される。彼らは自分たちを神に近づけるために、麻ま薬やくに頼ろうとしたんだ。その時、私が受けた依頼というのは、麻薬漬けになってしまった子供を取り返して欲しいというものだった」

　そういう宗教があることは、梨々も知っている。自分たちでやるのは勝手だが、巻き込まれるのはイヤだなぁ、と普通の感想しか持っていなかったが。

　梨々はふと思い出す。

「でもあの人達、デュラハンのこと知ってたよね？　私が御色町に来たあとの話？」

　百色は肯こう定ていした。だとすると、ずいぶん最近の話ではないか。一年も経っていない。

「そう、デュラハンと一緒だったのに――彼らは武装していた上、信仰心や団結力で強化されていたからね。私もデュラハンも手加減ができず……結果として、総本山ごと壊かい滅めつさせてしまったんだよ。死者は出なかったけど、レイジ達は首謀者として、ちゃんと刑務所に入ってもらったはずなんだがなぁ……」

　あの口ぶりからするに、百色を殺すためだけに脱走してきたのだろう。百色にとっては麻薬を使う武装宗教軍団を退治したことになるが、彼らにとっては自分たちが信じている神様を突然現れた黒い悪魔によって全て消されたのだから、その気持ちは理解できなくもない。

「おじさん、恨まれてるねぇ」

　梨々が笑うと、百色は笑わずに、

「怪盗になるとはそういうことだ。もしも怪盗になりたいと今でも思うなら、梨々ちゃんも覚悟しておくんだな」

　真剣な顔で答える百色に、梨々もそれ以上軽かる口くちが叩けなくなった。

　百色を殺したがっている人間は、レイジ達だけではないだろう。

　守るだけのガーゴイルと違い、怪盗は彼らの大切なものを奪うのだから。

「まぁ、それでも」

　ぽん、と頭に百色の手が置かれた。

「梨々ちゃんは私が守るから、心配しなくていいよ」

『ルルルルル！　オレモ、マモル！』

　百色に応えて、デュラハンまでも叫ぶ。

　そんな彼らを見て、梨々は思う。

　――守られるだけがイヤだから、怪盗になりたいんだけどな。







　レイジ達が御色町に現れてから、三日が過ぎた。百色はレイジ達の動向を調べようとはしなかった。「そのうち、向こうからアクションを起こしてくるさ」と、気楽に構えている。それ以外は、普段の生活のままだった。

　梨々と双葉のケンカも、ずっと変わらない。

　学校で会っても梨々がそっぽを向いてしまう。一言も口をきいていない。夜倶先生のいない休み時間でも、どんよりと暗い空気が五年一組を支配していた。どちらかにきっかけがあれば仲直りもできるのだろうが、日々は平和に流れていくだけだった。

　そんなある日のこと。

「ただいまー」

　カバンをソファに置いて、今日もトレーニングに備えて着替えようとする梨々だったが、百色は誰かと電話をしていた。

「そうか……それだと、あなたは何も得をしないわけだが……いや、難しい話じゃない。ちょっと盗んでくればいいだけだ。できますよ。ええ、お受けしましょう。詳しいことは、また後ほどに」

　まるで友達と話しているようだが、そうではない。

　電話を置く百色に、梨々が手を振った。

「やあ、おかえり梨々ちゃん」

「ただいま。仕事の依頼？」

「ああ。ちょっと盗みの下調べをしてくるから、夕食は出前でもとりなさい。明日の夜には帰ると思う」

　マントを羽は織おる百色。出前と一緒で、怪盗も迅じん速そくな対応が好まれるようだ。

　支度を終えた百色に、梨々がもう一度手を振る。

「おじさん……気をつけてね」

「ん、どうしたんだい？」

　言ってから、梨々は自分で首をかしげる。普通だったら元気よく「いってらっしゃい」と挨あい拶さつするのだが。

　なにか悪い予感が、知らず知らずのうちに口をついて出たのだろうか。

「なんでだろ。おじさんに『気をつけて』なんて、今さらだよね」

　自分の発言におかしくなって笑う梨々だが、

「いや、別にいいんだ。それより、梨々ちゃんが心配してくれるという事実が嬉しいんだよ」

　百色は梨々の頭に手を置き、優しく撫でる。

「おじさん……」

「ありがとう。行ってくる」

　百色が出ていったドアが閉まるまで、梨々は頰を赤らめながら大きく手を振り続けた。

　しかしこういった送そう迎げいは本当にいつものことなので、見送った後は梨々もそれほど気にせずに宅配ピザのメニューを探し始める。問題は明日の夕食だ。百色が何時頃に帰ってくるかがわからないので、夕食をどうするか悩むところだった。
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　青空を横切るように、サッカーボールが飛んでいく。

「行ったぞ双葉！」

「っしゃ！　あたしに任せろ！」

　トレーニングシャツ姿の双葉が、まるでニンジンをぶら下げられた馬のように駆け出す。並み居る男子どもを蹴散らしながら、ない胸でボールをトラップ。そのままゴールに向かって一目散にドリブルする。邪魔者は全て消す、それが双葉の必勝パターンだ。

　しかし、今日はそうもいかなかった。

「お――」

　今日の敵チームのディフェンスは、たった一人だった。

　腕を組みながらぼーっと立っている梨々だ。双葉の方は無視して、遠くの空を見つめていた。

「まだ怒ってんのかな……」

　こないだのケンカは避けられないものだったとはいえ、やっぱり気まずい。いつもサバサバしている男子とやり合うことが多い双葉。後に残るケンカは嫌いなのだ。

　とはいえ、謝あやまるつもりもない。間違ったことを言ったつもりはないのだから。

　まだ梨々が同じ事を言うつもりならば、何度でも相手になるつもりだ。

　それに、今はサッカーの授業中。やるなら正々堂々と勝負だ。

　そうして双葉は梨々に立ち向かい――

　なんと、そのまま通り抜けてしまった。

「おろ？」

　きょとんとしながらシュート。ボールはキーパーの手に弾はじかれ、ポスト近くのネットにあっさりと包まれた。ジャージ姿の夜倶先生が笛を吹き、双葉チームの仲間が駆け寄ってくる。これで逆転だ。

　しかし双葉は梨々から視線をそらせない。点を入れられたというのに、梨々は浮かぬ顔でずっと空を見上げている。声をかけようと思ったが、すぐに次のプレイが始まってしまう。

　ボールをパスされ、また走る双葉。

　梨々は同じ場所に同じポーズでずっと立っていた。

　このまま走れば、また得点できるだろう。

　だけど双葉は方向をわずかに変え、梨々の正面まで走った。梨々はそれでも双葉に気づいていないようだ。

「……なんかあったのか？」

「うひゃっ！」

　数センチの距離まで顔を近づければ、そりゃ梨々だって驚くだろう。しかしさっきからずっと梨々のそばにいた双葉に対し、梨々はまるで双葉が瞬間移動したかのように驚いている。

「どっか具合でも悪いのか？」

「ち、違うよ……！」

「そっか？　さっきからぼーっとしてるじゃねーか」

「なんでもないってば！」

　瞬間湯ゆ沸わかし器のように顔を急に真っ赤にさせると、梨々はいきなり双葉からボールを奪って、あらぬ方向へ蹴り飛ばす。

　力任せに蹴られたボールは、そのままサッカーコートを飛び出し、花か壇だんに向かって飛んでいく。あそこには筧かけい先生が丹たん誠せい込こめて育てた植物があるのだ。そして、ボールの着地点には、花の世話をしている下級生達がいた。一年生か。

「おい梨々っ！」

　たまらずボールを追いかける双葉。梨々は脚力も異様に強く、サッカーボールでもあの勢いで放ったならば下級生にケガをさせかねない。しかし双葉が走り出した時には時すでに遅く、ボールは下級生達に激突――

　する直前、まるで見えないガラスに跳ね返るようにボールが落ちた。

「お？」

　ぽてん、とボールが落ちる音でようやく振り返る下級生達。みんな無邪気にボールに触り始める。一瞬前、それが自分たちに襲いかかったとは知らずに。

『危ないところであった』

　花壇の柵さくの上に、いつのまにかガーゴイルが座っていた。

「ガーゴイル！　おまえ、なんで？」

　ダッシュでついた勢いをなんとか殺しながら、双葉が犬の石像に駆け寄る。当然サッカーは一時中止になり、夜倶先生を初めとする五年一組の生徒は花壇に駆け寄った。下級生はもちろん、花にも被害はなかった。

『うむ。近くに用事があったのでな。間に合って何よりだ』

「そっか。サンキュー」

　礼を言ってから、双葉はいまだにサッカーコートに呆然と立っている梨々を見やる。今度は意識はしっかりしているらしく、花壇と下級生達を見つめている。

　梨々はよろよろとこちらに歩み寄り、何か言いたそうにしている。

　普段の梨々ならばすぐに駆け寄って、ごめんなさいの一言くらい言うのに。

「おい梨々！　なにやってんだよ！」

　しびれを切らした双葉が怒鳴る。

「あ、その、えっと……」

　もたついている梨々に、つい双葉もカッと来て叫ぶ。

「怪盗ってのは罪のない人は傷つけないんじゃねーのかよ！　おまえさっきからボーッと立ってるばかりで、授業サツカーも真ま面じ目めにやってねーだろ！」

　ケンカは好きだが、弱い者イジメは嫌いな双葉。下級生がケガをするところだったのに、謝罪の一つもしない梨々を見て、先日以上の怒りが沸いてくる。

「だいたいおまえ、ガーゴイルがいなかったらもっと大変なことになってたかもしれないんだぞ！　こいつらに謝るか、ガーゴイルに例の一つでも言うかしろってんだ！」

「…………」

　梨々はぐうの音も出ない様子。

『落ち着け双葉。梨々も故意にやったわけではなかろう』

　なだめに入るガーゴイル。

『我が守る故ゆえ、心配は何もない。安心して玉蹴りを続けよ』

「まぁ……そりゃガーゴイルがいて、何が危険ってわけでもないけどさ」

　双葉も少し落ち着いた模様。

「助かり――――ます――ガーゴイル――さん――」

　夜倶先生もガーゴイルに頭を下げる。

『汝なんじらも花の世話を頑張るのだぞ』

「はーい！」

　双葉から見てもまだまだ幼い下級生達が、可愛い返事をする。

　しょっちゅう学校に出入りするようになってから、ガーゴイルは気がつけば学校の守り神のような存在になっていた。実際、ガーゴイルが御色町に来てから生徒の事故も激減したのだ。

　ところが唯ゆい一いつそれが気にくわない少女が一人。

「ふんっ！」

　大きく振りかぶり、サッカーボールをガーゴイルにぶん投げる梨々。ぱこーん、と軽い音がしてガーゴイルは花壇の中に倒れ込む。

「梨々！」

「なによみんなして！」

　怒鳴る双葉を無視して、梨々はすたすたと校舎へ戻ってしまう。

　双葉が追いかけようとした直後、チャイムが鳴った。

　結局、梨々は一言も謝罪しなかった。
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「ただいま……」

　泣きそうな顔で、マンションのドアを開ける梨々。

『ルルルルルルルルルルル！』

　出迎えに来たのは、デュラハンだけ。

　期待していた顔は出てこない。

「デュラハン、どうだった？」

『ルゥ……ゴメン、リリ。オレ、ワカラナイ』

「そう……」

　カバンを床に置き、ずるずると座り込む梨々。

　カラ元気が尽つきた。

「おじさん……」

　百色が仕事に出て三日。彼はいまだに戻ってきていない。すぐに戻ると宣言していたのに。仕事が長引くという連絡もなかった。

　まさか百色に限って事故に巻き込まれたわけではないだろう。

　でも、万が一ということもある。

　その日も梨々は自宅のマンションで、夜遅くまでデュラハンと一緒に百色の帰りを待った。ゲームをしたり、テレビを見たり、本を読んだり。デュラハンがいるおかげで寂しさは感じなかったが、それでも帰ってくるはずの人が帰らないと不安だ。

「行き先とか、何も聞いてないの？」

『ルル……オレ、シラナイ』

　気合いの入った盗みの時は、デュラハンも出動する。昔は一人だった百色だが「デュラハンがいると安心して盗みに行ける」とよく褒ほめていた。

　そんな百色が、今はいない。

　普段は騒がしい家だが、たった一人消えただけで殺さつ風ぷう景けいな部屋に早変わりした。デュラハンと二人っきりでも楽しいが、それでもいるべき人がいないと寂しい。

　そんな生活を三日も続けていたのだ。

　寂しさをなんとか我慢して、学校に行った。いつもなら嫌なことは双葉たちと楽しく遊んで忘れられるのに、今はそれができない。

　おまけに、八やつ当あたりのような感じで下級生にケガをさせるところだった。

　――まだ、謝ってなかったっけ。

　今日のサッカーで見せた、まるでガーゴイルの化身のように下級生を庇かばおうとする双葉。それを見て、酷ひどい劣れつ等とう感かんのようなものを感じたのだ。

　人の気も知らずに、自分の言いたいことだけ言ってくる双葉が、今は誰よりも嫌いだった。

　そして誇らしげに座るガーゴイルを思い出す。

　自分は百色がいなくてこんなに苦しんでいるのに、双葉にはいつもガーゴイルがいる。それも悔くやしかった。

「そうだ！」

　突然、梨々は思いつく。デュラハンが知らないのであれば、ガーゴイルに相談すればよいのだ。あの石像は町の隅々まで調べることができる。きっと百色の所在もすぐに割り出してくれるだろう。

　すぐに立ち上がり、受話器を取った。

　短縮ダイアルをプッシュする。数秒待って、よく知った声が電話口に出た。

「うぃっす、吉永ですけどー？」

「あ、ふた――」

　明るい声が出そうになって、思い出す。

　――なんて切り出せばいいんだろう。

「あ？　梨々か？　どしたんだよ」

　気づいた双葉も、声のトーンが下がる。

　助けを求めたいのはガーゴイルであって、双葉ではない。最初からガーゴイルが出ればいいのに、なんで双葉が出るのだ。これでは――頼みにくい。

「おい、なんだよ梨々？　黙ってちゃわかんねーぞ」

「ん――なんでもない」

「なんでもないって、梨々、おまえ――」

「ごめんね、また今度！」

　急に居たたまれなくなって、電話を切った。

　置いた受話器に、頭をぶつける。そのままずるずると床にへたり込んでしまった。

「あぅー……なにやってんのよ私」

　頼みの綱つなを自分から切断してしまった。

　馬鹿だ。大馬鹿だ。

　今はケンカ中でも、双葉の美点はよく思い出せる梨々。もしも正直に事情を話していれば、絶対に助けてくれたのに。自分がどんなにバランスを崩していても、隣で友人が崖から落ちそうになったら「ファイトー！」と手をさしのべてくれる、それが双葉だ。

　梨々に「イッパーツ！」と叫び返す度量がなかっただけの話だ。

「はぁ……」

『ルルル、リリ、アヤマル、イイ』

　心配したデュラハンが梨々の肩を叩く。

「それができればいいんだけどねぇ……」

　デュラハンはガーゴイルのような索さく敵てき能力はない。もともと立てこもった凶悪犯を制圧するために作られた自動人形だ。本気になれば建物の中を綿毛一本に至るまで検索できるが、町全体など広範囲を調べることはできない。

　と、ここまで考えて悟る。

　――さっきから、私、頼ってばっかだ。

　そうなりたくないから、怪盗を目指していたんじゃなかったのか。

　気づいた途端、頭の中が急激に冷めていくのを感じた。

　梨々の中で、少しずつ歯車が動き始める。

「んしょ」

　立ち上がり、隣の部屋に行く。そこは百色の私室だった。部屋の中央には、大型家電ショップでは絶対に売ってなさそうなパソコンが鎮ちん座ざしている。梨々はためらうことなく電源を入れ、ソフトが立ち上がるのを待つ。

「デュラハン、ちょっと手伝って」

　梨々はパソコンのことはよく知らない。ゲームをするのに使う程度だ。だからデュラハンにお願いして、百色の個人情報を調べてもらった。スケジュールを管理するソフトが、どこかにあったはず。これは仕事のためではなく、梨々と遊ぶ時間を割くために使っているものだった。ますます百色の身を案じてしまう梨々。

『コレ』

　デュラハンが指したのは、旅行記録だった。先月、海外で盗みをはたらいて以来、国外には出ていない様子。簡単な仕事と言っていたから、遠くにも行っていないのだろう。

　メールソフトも見てみたが、スパムメールと仕事関係のメールくらい。全部に目を通してみたが、それらしい情報はなかった。

　最後に、インターネットのニュースサイトを見てみたが「百色捕まる！」という見出しの記事は載っていなかった。

「……やっぱり、なにかあったんだね」

　爪つめを嚙かむ梨々。

　自分の親代わりであり、師匠でもある百色が事故に遭あうとは考えられない。何らかの事件に巻き込まれたのか。それとも現在も巻き込まれている最中なのか。

　梨々はマウスを動かし、百色が最後に開いたファイルを見てみる。

「あ、これ」

　見慣れた紋もん様ようのカードだった。

　――三日後の深夜、貴殿の「ククルカンの台座」を貰い受ける。

「予告状だ……」

　いつもこのパソコンで印刷していたのか。どうりでプリンターが市販のものに比べて大きいと思った。きっとあれに特殊なインクや紙が詰まっているのだろう。

　ファイルを開いた時刻を見ると、百色が家を出る直前だった。電話を受けてから色々と下準備をしていたが、予告状まで作っているあたり、本当にちゃちゃっと済ませる盗みだったのだろう。

「ククルカンの……台座」

　ネットで検索しても、大した情報はなかった。ククルカンで検索してみると、マヤ神話の蛇へびの神様だと言うことが分かった。

　マヤ神話――古代南米の神話だ。

「まさか、あの人達」

　レイジの顔が脳のう裏りをよぎった。













　もしも彼らが百色になんらかの手出ししたのだとしたら。しかしあの百色に限ってそんなこと。だけど万が一ということもあるし、梨々が想像もしない理由で動けなかったりしたら……。

　ククルカンと一緒に、レイジが呟いていた「ツァコル」という名前で検索してみた。するとやはりマヤ神話の創造神だった。

　特に邪神だったり、忌いみ神がみということはないようだ。どこの神話にもいる、フツーの神様のように思える。その神様をどう解かい釈しやくしたらレイジ達のような集団が出来上がるのか、梨々には謎なぞだった。

　ああいう人達にとって、信じる神様はどうでもいいのかもしれない。要は信仰心そのものが重要なのだろう。

　梨々は立ち上がり、パソコンの電源を切った。

「デュラハン、ごめん」

『ルル？』

「明日、学校休む」

　その時には、すでに梨々は覚悟を決めていた。

　――私が、なんとかしなきゃ。
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　通話記録を調べて、電話番号から依頼主の住所を割り出すことは難しくなかった。ただ、場所が隣の県だったため、道中が大変だった。警察官や駅員に呼び止められるたびに「おばあちゃんの家に行くんです」と言い訳して、慣れない路線を乗り継ぎ、結局梨々がその店までたどり着く頃には昼を過ぎていた。

「あのー……すいません」

　兎轉舎と比べると、ずっとまともな骨董品店だった。

　扉の正面にある棚には、仏像や茶碗が並んでおり、その棚の奥のカウンターまで行くと、猫を抱いた優しそうな老人が座っていた。もちろん、客などいない。まさに骨董品店という雰囲気だ。

「おや、お嬢ちゃん。土産みやげかなにかかね？」

　店主はのんびりとした口調で梨々に笑いかける。

　しかし梨々はのんびりしていられない。

「――怪盗百色の遣つかいの者です」

　その言葉が、老人の表情を変えた。

「……冗談ではないのかの？」

「冗談に聞こえます？」

　骨董品店にいきなり現れて、怪盗百色の名を出す人間などそういないだろう。

「なんと……こんなちんまいお嬢ちゃんが、あの百色のねぇ……」

「おじさんが、こないだここに来たと思うんですけど」

「おお、来たとも。依頼したのは儂わしじゃからな」

　老人は梨々に椅子を勧すすめ、茶を淹いれた。そう言えば昼に何も食べていないことを思い出す。すぐ近くに茶請うけの煎せん餅べいがあったので、許可を取って、まずそれにかじりついた。

「ククルカンの台座って何ですか？」

　ちょっと一息ついたあと、梨々は率直に尋ねた。

「おまえさん、怪盗百色の遣いなんじゃろ？　聞いてないのか？」

　ここでこの老人に事情を説明していいものか迷う。

　百色が行方ゆくえ不ふ明めいだと知ったら――信用問題に関わる気がする。それにこの老人は百色を信じて依頼したのだ。真実を知ったら落らく胆たんするに違いない。

「台座の詳しい詳細が知りたいって、おじさんが」

「ふむ……こないだ話しただけでは足りなかったかな。まぁいいじゃろ。あの台座は、儂の先祖の形かた見みのようなものでな。骨董品には違いないんじゃが、儂には値がつけられん」

「……ってことは、もともとおじいさんの物だったんですね？」

「いかにも。それをある日、高そうなスーツ着て部下を従えた、いかにもな金持ちが欲しがっての」

　それは確かに典型的だ。

「そいつはン億円もの金を用意できるとか言っとったが……逆に怪しいじゃろ？」

「そうですね。ちょっと引きますよね」

「そんで、儂は断ったのじゃが……次の日、もう台座はなくなっとった」

「盗まれたんですか？」

「うむ。窓ガラスが見事に割れとった。警察にも話したんじゃが……物盗りには違いないんじゃが、そいつの仕し業わざだという証しよう拠こがないでの。しかもそん時に名乗りもしなかったんで、訴えることもできんかった」

「それでおじさんに……」

　この町にガーゴイルがいれば、そんなことはなかったはずだ。

　どこの町にも悪人はいるものである。

「それで、どんな台座だったんですか？」

「台座っつーよりも……うん、ちょっと待ってなさい」

　店主はちょっと奥の部屋に引っ込み、そしてすぐにバインダーを持って帰ってきた。

「これじゃ」

　開いたページには、ククルカンの台座の写真が載っていた。台座というくらいだから、何かをのせる台のような物を想像していた梨々だが、それは蛇を模した燭しよく台だいだった。三匹の蛇が絡からみ合あっているようなデザインだ。それぞれの蛇の頭がキャンドル立てになっている。

「燭台ですね」

「うむ、燭台じゃな」

「これって、もしも売るとしたらどれくらいの値打ちなんですか？」

「売るつもりはないがの……もしも骨董品としてのレベルということで値段を付けるのだとしたら、そうさなぁ……数十万かそこらじゃろ」

「安やすっ！」

　最初に億の単位での商談が出てきたから、もっと価値のある物だと思っていた。これではサラリーマンが趣味で集めようと思っても、簡単に手に入るではないか。もちろん梨々のおこづかいで買える物ではないが。

「美術品としての価値もないし、なにしろ作者がわからんからのぅ……」

　そんなものを、その金持ちは欲しがったのだ。

　誰だって、なにかあると思う。

　しかし老人はそれ以上のことは知らず、目を読んでも何も得られなかった。

「ふむ……」

　とりあえず燭台の写真をカラーコピーさせてもらい、梨々は骨董品店を出る。

　帰りの電車に乗りながら、写真のコピーをずっと眺めていた。

「やっぱり、もう一人の専門家に聞くしかないかぁ……」

　その時のことを想像して、ずーんと肩に思い物がのしかかる梨々だった。







　一旦自宅に帰り、ブツを持ってすぐにまた家を出た。そして商店街にある、三日前に行ったばかりの骨董品店をまた訪れた。すでに日は完全に暮れ、奇くしくも先日レイジ達に囲まれた時と同じ時刻になっていた。

「あら、いらっしゃい！　どうしたの梨々ちゃん？」

　天使のような笑顔で出迎えてくれる兎轉舎のお姉さん。

　すっごく怖かった。

　梨々は先日盗んだブツを洗せん濯たくした包みと、来る途中で買った和菓子の詰め合わせをお姉さんに渡し、

「こないだはごめんなさいっ！」

　と、素直に頭を下げた。

　長くて重い沈黙が流れ、やがてお姉さんの背後でゴトッと音がする。

「……いいわ。許しましょう」

「なにその後ろのゴトッて!?　なにが隠してあったの!?」

「どういう用件で来たの？　なんか深刻そうだけど」

　梨々の悲痛な叫びを完全に無視して、お姉さんはいつもの不敵な顔に戻る。

　しかしこうやってボケているうちに、百色の身が危険に晒さらされているかもしれないのだ。梨々はお姉さんにククルカンの台座の写真を見せた。

「なにこれ。ただの骨董品――」

　つまらなそうな目で写真のコピーを眺めるお姉さん。

　しかし写真から目を離そうとした時、彼女の目が変わる。

「……待って。これただの燭台じゃない」

「……！」

「微量だけど、見えざる水銀が流れてる」

　見えざる水銀。それはガーゴイルやデュラハンが呼吸をするように放っている光線などの原材料だ。現代の錬金術にはこれが必要不可欠の存在となっており、この物質の発見によって飛躍的な進歩を遂とげたのだ。

「わかるの？」

「わたしくらいになるとね、カタチや重心のバランスみたいなもので、だいたいわかるわ。これは見えざる水銀を使わないと、維い持じできない物質と形状をしている。ねぇ梨々ちゃん、これどこで見つけたの？」

　直前までのふざけた雰囲気はどこへ消えたのか、お姉さんは怖い目で梨々に詰め寄る。

「私も知らないの。それをお姉さんに聞こうと思ってたのに」

「なんてこと――」

　お姉さんは顔を押さえる。

「わたしが知らない錬金術の道具があるなんて……たぶんこれ、日本で作られた物じゃないわ」

「ククルカンの台座っていう名前らしいの」

「ククルカン……南米かぁ。そっちはマークしてなかったなぁ。あっちはホラ、どちらかというと魔術の方が盛んだったから」

　魔術と錬金術の違いがわからない梨々。

　それを聞く前に、お姉さんが矢や継つぎ早ばやに質問を浴あびせてくる。

「で、これ誰が持ってたの？　梨々ちゃん、これどこで知ったの？　百色のターゲットかなにか？」

「えーと……」

　迷った末、梨々はお姉さんに本当のことを伝えた。百色が失しつ踪そうした原因が、この燭台にあるのではないかと。梨々は真剣だったが、予想通りというか、お姉さんは笑って梨々を慰なぐさめた。

「だいじょーぶ。百色のことなら平気よ。あの男は何度殺したって死なないからね」

「でも……」

「そうね、もしかしたら事故に巻き込まれているのかもしれない。でも、あの男はどんなに遅れたって必ず戻ってくるわ。梨々ちゃんを置いて死ぬもんですか」

　そしてお姉さんはカウンターの下から分厚い辞書のような冊子を出す。どうやら店のカタログのような物らしい。

「わたしはこれから燭台について調べてみるから、梨々ちゃんは家で待ってなさい。なにかわかったら連絡するから」

「う、うん」

「もっとも、この燭台は……うーん、これ骨董品中の骨董品だからねぇ。私の持ってる資料でも見つかるかどうか……ま、わたしも興味あるしね。もしかしたら錬金術のルーツに近い代しろ物ものかも知れないし」

　楽しげに冊子を開くお姉さん。

「それでも心配ならガーゴイルくんに相談しなさい。ていうか、どうして真っ先に知らせなかったの？」

「う、それは……」

　頭を掻かいてごまかす梨々。

　百色の失踪は相談できても、どういうわけか双葉とのケンカは相談できなかった。前者に比べて小さいことだと思うし、こればっかりは向こうが折れるまで許せないという気持ちもあった。

「まぁ、なんにせよ」

　お姉さんは最後にクギを刺す。

「絶対に一人で動いちゃ駄だ目めだからね！　なにかアクションを起こすなら、わたしかガーゴイルくんに知らせること！　いい!?」

　無言で梨々はうなずいた。

　しかし心の中では、お姉さんの言うことに従うつもりなどこれっぽっちもなかった。

　――ごめん、お姉さん。もう待てないの。
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「う～……どうすっかなぁ」

　吉永家の庭。椅子にどっかりと座って夕暮れを見上げている双葉。

「どうしたの、双葉ちゃん？」

　学校から帰ってきた兄の和かず己みが、心配そうに双葉をのぞき込む。ここ最近でいろいろ成長したはずなのだが、女のような外見は相変わらずだ。もしかしたら一生このままなのかもしれない。

「おー、兄貴か」

「珍しいじゃない、双葉ちゃんが考え込むなんて」

「るせぇっ！」

　椅子から跳ね起き、和己に飛び蹴りを食らわせる双葉。倒れ込む和己の隣にガーゴイルが座っていた。

『我も同じ事を言って、同じように蹴られた』

　ガーゴイルの顔には双葉の靴くつ跡あとが。

『双葉は梨々と仲なか違たがいをしているのだ。どうやって謝あやまるべきか考えている』

「だから謝るつもりはねーって言ってんだろ！」

　またガーゴイルを蹴り倒す双葉。そんな双葉を、和己はいつもの調子でなだめる。

「でも双葉ちゃん、梨々ちゃんは双葉ちゃんみたいにケンカ慣れしてないんだから。謝る他ほかにも、仲直りの手段っていっぱいあるんだし、いろいろ試してみたら？」

「むー……」

　和己に言いい含ふくめられて、また考え込む双葉。

　そもそも家庭環境からして違うのだ。門番と怪盗。本当ならば、仲良くするどころではないのかもしれない。それが家族ぐるみで付き合っているのは、ガーゴイルも百色もお互いに認め合っているからだ。

　だとすれば、双葉も少しは梨々のことを認めるべきなのだろうか。

「だから、認めたら梨々が犯罪者になっちまうだろーが！」

「うわっ、いきなりどうしたの双葉ちゃん!?」

　突然叫ぶ妹に怯おびえる兄。

「決めた！　ちょっと行ってくる！」

「ど、どこ行くの？」

「商店街！」

　今日、梨々は学校を休んでいた。

　風邪だと夜倶先生は言っていたが、まさか怪盗になるための訓練で事故にでも遭った、なんてことだったらシャレにならない。結果的に双葉が焚たきつけたようなものだから。

　どちらにせよ、お菓子でも買って見舞いに行くのが筋だろう。

　その後のことは、その時考えればいい。

『双葉よ』

　通り抜けようとした門柱の上から声がした。

『目標自体は褒められぬが、梨々の将来に対する考えは立派だ。汝もそれを見習ってみてはどうか？』

「余計なお世話だっ！」

　挨拶代わりのドロップキックが、石の肌にまた足跡を付けた。
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　ガーゴイルに相談するか否いなか迷いながら兎轉舎を出る梨々。

　そこで、

「お、梨々じゃねーか」

　今、一番会いたくない人間に出会ってしまった。

　いつも不必要なほど元気なその子、双葉は梨々の顔を見るなり心配そうな目をする。

「梨々、おまえ風邪はもういいのか？」

　あ。

　そういえば、今日は風邪ということにして休んでいたのだった。

「う、うん。もう平気」

「そっかー……いや、心配したんだぞ。あたしも美森も」

　双葉の親切な言葉がぐさりと胸に突き刺さる。

　どうやらこないだの件を怒っている様子はないようだ。毎日ケンカをしている双葉のことだ。梨々とのケンカなど、サッカークラブの流れ球に当たったくらいにしか思っていないのだ。

　謝れば許してくれるだろう。いや絶対に許してくれる。

　そしてガーゴイルに協力を頼めば、きっと百色も見つかる。

「あ、あのね双葉ちゃん」

　梨々が頼もうとした時――

「あたしはてっきり、また怪盗にでもなろうとして、無茶なことやってんのかと思ったよ。梨々のことだから、骨折どころじゃ済まないような冒険、平気でやりかねないもんなぁ」

　陽気な双葉の言葉に、梨々が口をへの字に曲げる。

「なによそれ。そんな無茶しないわよ」

「そっかぁ？」

「怪盗って言うのはね、いつもクールに状況を見み極きわめるものなのよ。怪け我がするような冒険を選んだ時点で、怪盗の資格なしよ！」

「……てことは、おまえまだあきらめてねぇんだな」

「そうよ、悪い!?」

　またこの間と同じ問答になる。

　この話題では、絶対にケンカになると梨々は悟さとった。お互い百色とガーゴイルの考えに染まっているのだ。それはわかっているが、だからといって妥だ協きようして話を合わせるつもりはサラサラない。

「だから悪いっつってるんだろーが！　犯罪はやめろっての！」

「犯罪って言うけどね！　おじさんは誰かのために犯罪者になってるのよ！　自分の利り益えきだけ追求する人じゃないわよ！」

「だけどお前、こないだのサッカーみたいに関係ないヤツまで巻き込むかも知れないんだぞ！」

　その言葉が、グサリと胸に刺さった。

　大事な人を傷つける覚悟を持たねばならない。そう百色は言っていた。

「怪盗だったら百色に任せておけよ！　梨々が怪盗になる必要はないじゃねーか！」

「必要……」

　――怪盗になる必要。

　双葉にしても、なんの意い図ともなく出てきた言葉だろう。

　だけど今現在の梨々にとって、それは重要な言葉だった。

「……あるもん」

　小さな声で、梨々が答える。

「あ？」

「必要、あるもんっ！」

　振り向き、商店街の出口に向かって歩き出す梨々。

「お、おい梨々！」

　双葉が呼び止めるが、梨々はもう振り向かない。

　怪盗になる理由――それは、誰かを助けるためだ。

　ガーゴイルが誰かのために守るのだとしたら、怪盗は誰かのために盗むのだ。

　なってやる。

　そこまでいうなら、怪盗になってやろうじゃないか。

　アーケードを抜けたところに、一台のポストが立っている。

『……ルル』

　その赤い箱の隣に、デュラハンがいた。

　デュラハンは肩を落として梨々の方を向いている。

『リリ、ホンキカ？』

「本気よ。絶対にククルカンの台座はおじさんと関係ある。あのレイジって人達とも関係あるわ」

　錬金術――レイジ達の言葉で言うところの「神の力」――を求めていたレイジが、同じ土地で見つかったククルカンの台座に目をつけていないはずがない。

　危険は承知だ。

　でも安全な場所にいては、真実に辿たどりつけない。

「それに、デュラハンが守ってくれるからね」

『ルルル！　オレ、リリ、マモル！』

　両手をあげて叫ぶデュラハンに、梨々はニッコリ微笑ほほえんだ。

　そして、カバンから出した封筒をポストに投函する。

「これでよし」

　軽くガッツポーズをする梨々。白い自分の腕を撫なでる。

　怪盗百色に貰ったものは、安全な生活だけじゃない。傷だらけだった自分の腕を隠すことなく、半袖のシャツが着られるようになったのも、あの黒い怪盗のおかげなのだ。

　だから今度は、自分が借りを返す番だ。




　封筒の中には――予告状が入っていた。

　もう、後戻りはできない。

　少しでも、百色に近づくために。

　そして双葉を見返すために。

「待っててね、おじさん」







































『ご覧下さい、ここ皇こう帝てい閣かくホテルのロビーでは、報道関係者がひしめき合っております。怪かい盗とう百ひやく色しきの予告状が届いてから、現在でちょうど丸一日が経過しようとしておりますが、羽は崎さき氏からの記者会見はまだのようです、それではこの時間を使いまして、怪盗百色のプロフィールをご紹介――』

　どのチャンネルに合わせても、怪盗百色の件で持ちきりだった。

　予告状一枚で、こんなに大騒ぎになってしまうとは。

「でも、もう引き返せないもんね」

　下着姿の梨り々りはリモコンから手を離し、テーブルの上に置いてある道具をざっと眺ながめた。侵しん入にゆう用ようのピッキングツール、暗あん視しゴーグル、偽ぎ造ぞうカードキー、鈎かぎ爪づめなんてものまである。まるで忍にん者じやだ。ほかにも変装用の普段着や、様々な状況に使える十じつ徳とくナイフのような万能カードがある。

　それとは別に、何セットものカード。目くらまし用から、銃弾を防ぐ堅かたいカードまである。なんでも切れるナイフのようなカードは、はじめ触さわることすらできなかったが、今では簡単にシャッフルできる。

　下着姿のままなのは、理由があった。

　今、隣の部屋ではデュラハンがアイロンをかけてくれている。

　白いタキシードだ。

「おじさんが手て品じな用に作ってくれたタキシード、こんな形で役に立つなんてね」

　そのタキシードはサイズこそ梨々に合わせているが、作りは百色の物と一緒だ。至る所に隠しポケットがあり、道具を隠すのに最適なのだ。それに防ぼう刃じん性もあるので、ガラスなどで身体からだを傷つけにくい。

　そして、最後に。

　黒光りする銃があった。本物だ。護ご身しん用のクラッカー銃とは違う。百色が「絶対に開けてはいけない」と言っていた金庫を数時間かけて解かい錠じようして、手に入れたのだ。

　まさか人に向けて撃つわけがない。それでも今の梨々にとっては、武器は多い方がいいと考えたのだ。危き機き一いつ髪ぱつの、最後の最後の最終手段だ。

『あ！　ご覧下さい、ただいま羽崎庄しよう一いちさんが現れました！』

　レポーターの声に振り返る梨々。

　画面の奥から歩いてくる、恰幅かつぷくのいいおじさんにフラッシュが浴あびせられていた。

　彼が羽崎庄一。五十五歳らしい。彼が骨こつ董とう品ひん屋のおじいさんから燭しよく台だいを盗んだ、あるいは盗ませた本人だろう。

　百色のパソコンに入っていたデータによると、建設会社の会長で、昨年奥さんを亡くしたそうだ。趣味はゴルフ。ほかにも身体的特とく徴ちようや周囲の人間関係など、梨々の頭の中には全て入っている。これでも勉強したのだ。

　百色が依頼を受けてから、軽く下準備をして家を出るまで、一時間もかからなかった。その間にこれだけのデータを集めていたのだ。普通の人だったら一ヶ月はかかるだろうし、パソコンに疎うとい梨々だったらもっとかかる。デュラハンに手伝って貰わなければ、今でも頭を抱かかえていただろう。

『羽崎さん、今回の百色の予告状についてですが――なぜ、百色はククルカンの台座を狙ねらったのだと思われますか？』

　ホテルの一室を使った会見場で、羽崎は余裕の表情で答える。

『当然、この燭台の歴史的価値及び芸術的価値に惹ひかれたんでしょうな』

　噓うそばっかり。

　依頼主のおじいさんも、兎と轉てん舎しやのお姉さんもそんなこと一ひと言ことも言ってなかった。

『このククルカンの台座なのですが、いったいどういう経緯で入手されたのですか？』

『とある古物商から譲ゆずり受うけましてな。詳しい金額は言えませんが、苦労しましたよ』

　羽崎の言うことは間違っていない。骨董品店に盗みに入り、タダで手に入れたのだ。そりゃ苦労するだろう。

『私も芸術品には目がありませんからな。このククルカンの台座の神秘的な光に、一目で心を奪われてしまったのです。古物商の方にその情熱を熱く語ったところ、譲ってくれたんですよ。いやーいい人でした』

　これは完全な噓っぱちだ。

　あの燭台は家宝だったから、おじいさんはガンとして売らなかったのに。

『それでは、どうしてここ皇帝閣ホテルで個展を開こうなどと思われたのですか？』

　そう。梨々が予告状を送ったのは、羽崎の自宅だった。それなのに羽崎はこのホテルのホールを借り切って、骨董品の展覧会を開いたのだ。ククルカンの台座のお披ひ露ろ目めパーティだというのはわかるが、そんなこと簡単にできるのだろうか。

　おかげでホテルのデータを新たに調べ直さなければならなくなった。ほとんどデュラハンにやってもらったが、なんとかホテルのデータを入手できた。御ご色しき町ちようから案外近いところに建っているホテルだった。依頼主の骨董品店よりも距離的にずっと近い場所にある。

『自宅ではどうしても閉鎖的な警備になってしまいますからね。ここならば警察の目に加え、マスコミの目もある。この皇帝閣ホテルは、我が羽崎建設の一大事業でしたから、百色にとっても忍しのびこみ甲が斐いがあるというものでしょう』

　なるほど。こっちもこっちなら、向こうも向こうだ。大胆なカウンター狙いか。

　その時、ドアが開いてデュラハンがタキシードを持ってきた。

『ルルルルル！　リリ、キテミロ！』

「ありがとう！」

　デュラハンから受け取った白いタキシードを着始める梨々。

　ＴＶはその間も会見を続ける。

『ずいぶんと余裕ですけど、何か策でもあるのですか？』

『おお、あなたはいい勘かんをしておられる。実は百色を捕つかまえる秘策がありましてな』

　記者達の間でどよめきが走る。

　梨々も少し気になったので、服を着ながらテレビから目を離さなかった。

『ご紹介します。このたび警備を担当してくれることになった――』

　気がつけば羽崎の隣に座っていたのは――

「うそっ！」

『ルルル!?』

　梨々ばかりではなく、デュラハンまで驚いた。

『我われはガーゴイル、御色町に住む吉よし永なが家けの門もん番ばん也なり。このたび、羽崎殿の依頼を受けて護ご衛えいをすることになった』

　おおおおお、と記者達が騒さわぐ。フラッシュがたかれ、ガーゴイルは色々な質しつ問もん攻ぜめに合う。その一つ一つにガーゴイルは的確に答えているが、梨々は聞いていられなかった。

「うそ……なんで、ガーゴイルさんが」

　考えてみれば、たまにガーゴイルが警察の依頼を受けて百色を追い回すことはあった。しかしガーゴイルも御色町の守しゆ護ごが忙しいので、滅めつ多たに引き受けることはなかったのだが。

「どうして、よりによって今回は来るのよぉ……！」

　へたりこむ梨々。

　それでも情報だけは集めようと、目はテレビから離れない。

　ガーゴイルはいつもの口く調ちようで『百色など我の敵ではない』と言っている。百色ですら敵でないのだとしたら、梨々はどうなってしまうのだろう。

　途端に怖くなった。

　もう、止やめてしまおうかと考える。

『リリ！』

　と、いきなりデュラハンが梨々を持ち上げて、ブンブンと揺さぶる。

「ちょ、デュラハン!?」

『オレ、ツイテル！　マケナイ！』

　梨々を鼓こ舞ぶしようとがんばるデュラハンに、ちょっとだけ緊きん張ちようがほぐれた。

　そうだ。戦うのはデュラハンの仕事だ。自分はその間にククルカンの台座を盗んでくればよいのだ。役割分担を忘れてはいけない。

「ありがとデュラハン。クールに行こうね」

『ルルル！』

　デュラハンの上に乗りながら、梨々はテレビを見続ける。

「あっ」

　と、ガーゴイルの隣に双ふた葉ばに似た少女がいることに気がついた。なんだか退屈そうにしている。

　そして、羽崎をはさんでガーゴイルの反対側にＳＰが立っていた。

「あれ、あの警護の人の後ろ……あっ」

　注意深く見ようと思ったのに、ＣＭに入ってしまった。




　梨々の記憶違いでなければ……最後に写った男は、眼がん帯たいをしていた。




　ローブの集団を思い出す。

「やっぱり……そうなのかな」

　あの時、彼らも銃を持っていた。燭台を手に入れるためには、そんな連中をも相手にしなければならない。加えて、ガーゴイルだ。

　こんな時、双葉ならなんて言うだろうか。

　決まってる。

「相手にとって、不足なし！」

　カラ元気で叩いた自分の頰ほおは、やっぱり痛かった。
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　さて、梨々が初仕事の準備に勤いそしんでいるちょうどその時、皇帝閣ホテルの一室では怪盗百色対策本部が設置されていた。犯罪者がガーゴイルを恐れ、敵視するように、警察関係者もまた百色を目の敵かたきにしているのだ。

「では、これで警備に関しては問題ないですね、ガーゴイルさん？」

　捜そう査さ本部長を名乗る、初老の真ま面じ目めそうな刑事に声こわ高だかに質問されると、テーブルの上に広げられていた皇帝閣ホテルの地図の上にガーゴイルが出現する。

『問題ない。おそらくどのような手段を持ってしても百色の侵入は止められぬ。しかしどこから侵入しようとも、目的地は一緒だ。ならば奴の逃走経路を押さえることに集中するべきだ』

「ふむ……なるほど」

　ガーゴイルの指定した人員配置では、警備範囲に若干の隙すき間まがある。しかしガーゴイル曰いわく、その隙間は全すべて自分で埋うめるのだそうだ。

　そんな会話を部屋の隅すみっこで聞きながら、双葉は軽いアクビをしていた。百色が来るまでガーゴイルはこのホテルに泊まりっぱなしだが、どんな仕事をしているのか気になって双葉も学校帰りに遊びに来たのだ。

　当然、怒られたが、羽崎氏の口くち添ぞえでこの場にいることを許可されたのだ。

「サンキューな、おっちゃん」

　と、隣に座っていた羽崎庄一その人に礼を言う双葉。

「なに、ガーゴイルさんのご家族ともあれば特別だ。そのくらいの余裕を見せんで、百色にかなうわけがない」

　羽崎は大きな体をゆすって笑う。こうしてみると、ただの飲み屋のオヤジという外見だが、これで大会社の会長だ。やはり余裕というか、貫かん禄ろくというか、そういうモノを持っていないとここまで登りつめられないのだろうと双葉は勝手に思う。

「よし、邪魔者はちょっと出ようか」

　羽崎が立ち上がり、双葉に向かって手招きする。

「ん、そうすっか」

　最初にこの物々しい現場を見た時は、双葉も興こう奮ふんしたのだ。警察のエライ人達が集まって、ホテルの見取り図を前に何やら略語を連発している。ドラマで見た風景そのままだった。

　ところがガーゴイルがいろいろ命令するようになってから、飽あきた。いつもと同じ光景だからだ。町内会のイベントやもめ事などを解決する時、たまにガーゴイルが中心になって場を取り仕切ることがあるのだ。

　そうなると、警察官も町内会の人達も同じに見えてきてしまう。

「まぁ、みんな一生懸命なんだよな」

　そんな場所に双葉が同席できたことだけでも、ありがたいと思わなければ。

　羽崎にしてみても双葉と一緒で、この光景が珍しかったと見える。

　そんな羽崎に連れられて、近くの自動販売機コーナーまで来た双葉。羽崎にジュースをおごってもらう。会社の会長が紙コップのジュースというのもアレだが、飲み物ひとつでわざわざルームサービスを頼む必要はないだろう。

「うぃっす、ゴチになります」

　ジュースを渡され、一礼。

　飲食物メシをおごってくれる人には、最大限の敬意を払う双葉だった。

「でもおっちゃん、マジで余裕だな。ガーゴイルがいるっつっても、あいつ一度も百色捕まえたことないんだぜ？」

　途と端たんにくだけた口く調ちように戻る双葉。

　羽崎はニヤリと笑い、

「うむ。ガーゴイルさんは確かに頼もしいが、私だってほかに何も策を打たないわけはない。当日、ホールに飾るのはニセモノだ。本物は別の場所に隠してある」

「へぇー」

『その話、我は聞いていないぞ』

　二人の間にガーゴイルがいきなり出現した。

「こりゃ、ガーゴイルさん。会議はよろしいので？」

『羽崎殿。本物の燭台をどこに隠すつもりなのだ？　防犯の為、教えて欲しいのだが』

「残念ですが、それはできません」

　羽崎はおどけた口調で断る。

「敵を欺あざむくには、まず味方からと申しますでな。今、私がこうして話していることも、誰かに聞かれてはたまりません。ここは私の胸にしまわせてもらいたい」

『むぅ……羽崎殿がそこまで言うのであれば』

　ガーゴイルもあっさり折れた。羽崎の言うことを納なつ得とくしたからだろうか。それとも本物の在処ありかを知らなくても、百色を撃退できる自信があるからだろうか。

「そう言えば、そのナントカの台座って、そんなにスゲーお宝なのか？」

　話題を変えるため、双葉が質問する。

「ああ、すごいお宝だとも。南米のマヤ文明の技術で作られた物とも言われている。私も学術的なことはわからんが、すごい貴重な技術やら宝石やらが使われているんだ」

「やっぱり値打ちモンなのか？」

「そうだねぇ……」

　羽崎が考えこんでいると、

「会長。そろそろお時間です」

　廊ろう下かの向こうから背の高い男がふたり、歩いてきた。警けい護ごのために羽崎に付き従っている男たちだ。ガーゴイルともよく打ち合わせをしていた。そして驚くべき事に、双葉を決して邪じや険けんに扱わず、賓ひん客きやくとして丁てい寧ねいに接してくれた。

「おお、そうか。それじゃガーゴイルさん、よろしくお願いします」

『任せるがよい』

「双葉ちゃん、またね」

「おう！　おっちゃんも気をつけろよ！」

「それは大丈夫ですよ。私達が責任を持ってお守りしますからね」

　警備員達は、ニコニコ笑いながら双葉に手を振った。

『皆の者、羽崎殿を頼むぞ』

「ええ、お任せ下さい」

　笑って一礼する彼らを見て、ＳＰというものに対する双葉の印象が少し変わった。警護役というのは、いつも黒いスーツにサングラスをかけて、世界の全てが敵だと言いたげな顔で要人の周りに張りついているものだとばかり思っていた。

　しかしこの人達はいつも笑って、双葉にも優しく接してくれる。

「やっぱり、イメージだけでこの仕事はこう、って決めつけちゃいけないよな、うん」

　羽崎たちと別れたあと、そう納得する双葉だった。
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　羽崎は自室に戻ると、厳げん重じゆうに鍵かぎをかける。付き従っていた警備員たちも、百色の手による盗聴器などを考こう慮りよして室内を丹念にチェックし、問題ないことを告げる。完全防音のこの部屋からは、もう彼らの会話が外に漏もれることはない。ガーゴイルですら聞こえない。

「……これでいいのか」

　ソファに座る羽崎。双葉に見せた笑顔はどこへ消えたのか、妙に疲れた顔をしている。

　警備員達はその向かいのソファの後ろに立ち、両手を後ろに組んで直立不動の姿勢を取った。双葉たちに見せた笑顔は完全に消え、機械のように無表情になっている。

　今、彼らが警護しているのは、羽崎ではない。ソファに座っている一人の外国人だ。

　サングラスをかけ、足を組んでリラックスしていたその外国人は、彫りの深い顔をしている。後ろに立つ警備員はどうみても日本人だ。

「かまわない。百色に対する手はずはガーゴイルとやらに任せておけばいい」

　サングラスの男は流りゆう暢ちような日本語で答えた。

「うむ……そのあたりは、私もガーゴイルさんを信頼するしかない。本物が盗まれなければ、それでいいのだ」

「安心しろ。神の力は誰にも渡さん。あなたの物になるのだ」

「……それは、本当なんだろうな？」

　両りよう膝ひざをぎゅっと握る羽崎。

「何が不満だ？」

「あんな、なんの価値もないただの置物にしか見えない燭台が、本当に神の力を宿しているというのは……私には、ただの絵え空そら事ごとにしか聞こえない」

「今頃になって怖おじ気けづいたのか？」

　サングラスの男はニヤニヤ笑いながら、タバコに火をつける。すると、それに倣ならって後ろの警備員達もタバコを取りだし、火をつけた。羽崎も喫煙者だが、彼らの持っているタバコの匂においは、今まで嗅かいだことのないものだった。

「ミスター羽崎。あなたはその絵空事のために我々を雇やとったのではないのか？　燭台の在処ありかを調べ、盗んだのは我々だが、それを命じたのはほかでもない、あなたのはずだ」

「わかっとる！」

　どん、とテーブルを叩く音。卓上の灰皿が少しだけ浮いた。

　机の上で拳こぶしを振るわせながら、羽崎はなんとか声を絞り出す。

「私もその燭台の力は一度見ている……いまさら疑おうなどとは思わん。だが、それは本当に神の力なのか？　手品などではないのか？」

「手品は百色で充分だ。タネがないのはあなたも知っているだろう」

　煙を吹くサングラスの男に、羽崎がかすかに顔をしかめる。

　こうしてみると、どちらが主従なのかがわからなくなってくる。

「それに、百色は来ないぞ」

「……なんだと？」

「我々が調べた情報だ。間違いない。警察には気の毒だが、無む駄だ足あしを踏ふんでもらう」

「ではあの予告状は!?」

「これは俺の予想だが、誰かのイタズラか――百色の名を騙かたる偽にせ物ものか。どちらにせよガーゴイルが捕とらえてくれるだろう」

「で、ではこんな展覧会を開く意味が……！」

「意味ならある。我々が燭台の力を使えば、かならず世間は騒ぐ。世間が騒がなくとも、裏の世界の住人は騒ぐ。そうなった時に、スケープゴートを用意しておけば、少しはあなたも安心するだろう。微び々びたるものだが、保険金も入る」

「…………」

「あの骨董品店から燭台を盗んだのも、百色だ。そういうことにするんだ」

　つまり、このホテルから燭台が盗まれたことにして、ほとぼりが冷めた頃に使用すれば、誰にも悟さとられずに望みがかなう、というわけか。

「大した悪党だな」

　思わず漏らした皮肉に、

「教祖様のお考えだ。俺はただの側そつ近きんに過ぎない」

「教祖、か――」

　後ろの警備員達。

　彼らはもともと羽崎が信頼していた優秀な警備員達だった。

　それがこの宗教集団を雇やとい初はじめてから、本当に突然、その教祖の手て駒ごまになった。いったいどのような人じん心しん掌しよう握あく術じゆつを使ったのか、長なが年ねん企業のトップにいた羽崎でもわからなかった。

「ミスター羽崎。そちらこそ、約束の方は守ってもらえるのだろうな？」

「ああ、わかっとる。私の願いがかなった暁あかつきには、燭台を譲ゆずろう」

「結構」

　ニヤニヤと笑うサングラスの男。

　その教祖とやらの部下である彼でさえ、羽崎を屈くつ服ぷくさせる説得力を持っている。羽崎は声しか聞いたことがないが、一体教祖とはどんな男なのだろうか――

　もしかしたら、すでにホテルの従業員にも彼らの息のかかった者達がいるかもしれない。

　どんなに彼らが安心させる言葉を言おうとも、もう羽崎には信じられない。望みをかなえたいがため、まんまと彼らの口車に乗ってしまった気がするのだ。

　そうまでしてかなえたい願いが羽崎にはあり、それをかなえるだけの力がククルカンの台座にはあるのだ。

「……そのタバコ、私にも一本くれんかね」

「やめておいた方がいい。慣れない人にはキツいぞ」

「いいからくれ」

　サングラスの男は肩をすくめ、羽崎に一本差し出した。

　火をつけて大きく吸いこみ、彼の意見が正しかったことを知る羽崎。

　むせる羽崎を見てサングラスの男は薄く笑ったが、後ろの警備員達はニコリともしなかった。

　サングラスの男が両手を上げる。それに倣ならい、警備員たちも両腕を上げる。

　三人は同時に両手を交差させ、声高らかに叫ぶのだった。

「ツァッコール！」
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　きっかけは、一いち輪りんの花だった。

　錬れん金きん術じゅつ師しの手による過か度どの投薬で、心身共に衰すい弱じやくしきっていた梨々。そんなとき、外界との接触もほとんどなかった彼女の目の前に現れた、黒マントの怪人。彼が手品で出した一輪の花は、梨々の心に今まで感じたことのない暖あたたかさを与えてくれた。

　だからこの怪人にさらわれるのだったら、自分はどこまでもついていくと決めた。

　そして、今は彼の姿を追い、真実に近づく探求者となった。

　夜に映はえる、純白の衣い装しように身を包み。




　予告状が指定する夜。

　臨りん海かい都と市しにそびえ立つビル群。ヘリポートの誘ゆう導どうランプで赤く照らされる闇夜の中に、たった一つだけ咲く、白い花。

　皇帝閣ホテルの隣のビル。その最上階のヘリポートに、純白の衣装に身を包んだ少女が立っている。夜風にはためくマントと、長いシルクハットを押さえこみ、全二十階建てのホテルを眺めている。

「……さむ」

　梅つ雨ゆ入いりもしていないのに、寒かん気きを伴ともなう海風が激しく突き刺さる。手袋を外し、軽く息を吐きかけた。それでも身体の震ふるえは止まらない。武む者しや震ぶるいに決まっている、そう思ってもやはり寒く、そして怖い。

　デュラハンの背はい後ごに立ち、少しでも風を和やわらげようとした。

『……ルルル、ヘイキカ？』

　表情を持たないデュラハンは、風だろうが盗みだろうがへっちゃらな態度だ。

　ちょっと鼻を鳴らし、平気だと答える梨々。

『コワイカ？』

「ん、ちょっと」

　怖くないわけはない。あの厳重な警備の中をかいくぐり、ククルカンの台座を手に入れなければならないのだ。

　逮たい捕ほされればどうなるか、梨々だって知っている。双葉たちには二度と会えないだろう。彼女たちに会えないのがつらいのではない。そうと知った時、彼女たちの悲しむ顔を見たくない。

　だから、絶対に捕まるわけにはいかない。

　人の物を盗む、という覚かく悟ごはすでにある。錬金術の道具、レイジ、百色。その全てをつなぎ止める燭台だ。たとえ梨々が怪盗でなくとも、探しに行くに違いない。それが悪いことだと知りつつも。

「おじさん、ガーゴイルさん――双葉ちゃん」

　組んだ両手に額ひたいをつけ、これから会う人達に心の中で謝る。

「会ったことはないけれど……羽崎さんも、ごめんなさい」

　しばらく、祈るようにして梨々は膝ひざをついた。

　百色も盗みに入る時は、こんなに切せつない気持ちになるのだろうか。

　その時、突風が吹いて梨々のシルクハットが風に飛ばされてしまった。

「とと」

　慌てて取ろうとしたが、帽ぼう子しはヘリポートの端はしまで転ころがってしまっている。あの中にも道具が入っている。なくしたら大変だ。

　追いかけようとしたら、すでにデュラハンが拾ってくれていた。

『オトス、ヨクナイ』

　がぼっ、とシルクハットを強めに被かぶせてくれるデュラハン。ちょっとキツイ気がしたが、目が少し隠れるので、カッコイイかもしれない。

「ありがと、デュラハン」

『ルル！　マカセロ！』

　すこし緊きん張ちようがほぐれた。

　大丈夫、絶対に失敗しない。そのために百色に訓練を受けてきたのだから。

「よし、行くよデュラハン」

　梨々はデュラハンの上によじ登り、ボディを摑つかんで身体を固定する。背中にちょうどよいくぼみとでっぱりがあるのだ。もしかしたら梨々が摑まるためだけに作られた部分なのかもしれない。

　デュラハンはゆっくりと皇帝閣ホテルの方を向き、前ぜん傾けい姿し勢せいを取る。足がないデュラハンにとって、これがクラウチングスタートのようなものなのだろう。

『ルルルルルル……』

　デュラハンのスカートから、白い煙が吹き出してくる。希少銀ミスリルで作られた体内では、今ごろ激しい熱量が爆発の時を待っているだろう。梨々が一声かければ、その身体はあっという間に皇帝閣ホテルまで飛ぶ。

　梨々はホテルを――ククルカンの台座がある場所を見る。

　求めるものは、財宝よりも真実。

　百色の足そく跡せきをたどり、ククルカンの台座を越えた先に何があるのか。それは百色の居場所を知るためだけでなく、怪盗としての冒険心が梨々を奮ふるい立たたせるのだ。

　――待っててね、おじさん。

　大きくうなずき、梨々は怪盗への第一歩を踏み足す。

　――見てなさいよ、双葉ちゃん！

「デュラハン、ＧＯ！」

　言葉と同時に、背中が爆発した。

『ルルルルルルルルルルルルルルル！』

　突風とＧが梨々を押しつぶす。

　世界最高の硬度を持つガーゴイルですら防ぼう御ぎよできない速度を持った、デュラハンの突撃。その全ての力を皇帝閣ホテルの屋おく上じように向けて、デュラハンが走る。

　梨々はしがみつくので精せい一いつ杯ぱいだ。

　デュラハンの身体はヘリポートの端はしに着く寸前、大きく跳ちよう躍やくする。

　皇帝閣ホテルへ続く空の道を、梨々とデュラハンは飛んだ。

　梨々の身体から一瞬だけＧが消え、内ない臓ぞうがひっくりかえるような浮遊感に見舞われた。




　夜の空を舞う、白いふたり。

　その一瞬の間だけ――

　梨々は自分が月になったような錯さつ覚かくを覚えた。




　夢の世界は刹せつ那なで終わりを告げた。

　がくん、と身体が揺れ、デュラハンが皇帝閣ホテルの屋上に着地する。そのまま慣性でしばらく滑すべり続つづけ、スピンターンのように身体を回転させて、ようやく止まった。

「ふう……」

　ジェットコースターのような急移動。正直に言えば気持ちよかった。

　シルクハットがちゃんと頭にあることを確認して、梨々はデュラハンから降りる。デュラハンはまだ回転して、目を回していた。平へい衡こう感覚は人間並みなのだろうか。

　そこで――

『まさか正面から来るとはな。裏の裏をかいたつもりか、百色よ』

　梨々とデュラハンの目の前に、黒い犬の石像が座っていた。

　いつも友達の家の門もん柱ちゆうの上で、のんきに挨あい拶さつをしている、あの石像が。

「ガ、ガーゴイルさん……」

　思わず、その名を口にする梨々。

　ところがガーゴイルはその声が意外だったらしく、

『む、汝は梨々か!?』

　などと驚きよう愕がくしている。

　どうしてわからなかったのだろう。ガーゴイルの感覚器は、町の全体まで見回せるはず。その気になれば誰がどこで何をしているか、すぐにわかるというのに。

『どうやら百色の変装ではないらしいな。むぅ、我が間違うとは』

　ガーゴイルでもそんなことがあるのかと、梨々は少し戸と惑まどう。

『……似ていたからかも知れぬな』

　ガーゴイルはわけのわからないことを言う。どこが似ているというのだ。こんなに小さくて、色だって反対なのに。

『して何の用だ、梨々よ。百色の遣つかいか？　それとも双葉に会いに来たのか？』

「双葉ちゃん……今日も来てるんですか」

『然しかり。我らの仕事ぶりが見たいと言ってな。まぁ邪魔にはならぬだろう』

「そう、ですか――」

　そこでガーゴイルも、梨々とデュラハンのいつもと違う雰ふん囲い気きに気づいたらしく、

『その出いで立たちは何の真ま似ねだ？　まさか汝が盗みに入るというわけでもあるまい』

「……どうして、そう思うんですか？」

『汝は怪盗ではないからだ』

　そうかもしれない。ガーゴイルにとって、怪盗を名乗ることができるほどの技術を持った人間など、きっとこの世に一人しかいないのだ。

　それでも、梨々は――

「私は――怪盗ですっ！」

　決めたのだ。百色を探すために、怪盗になると。

『戯ざれ言ごとを言うな。我は忙しいのだ』

「噓うそじゃありません！　私は、怪盗になりに、ここにきたんです！」

　足をいっぱいに踏みしめて、梨々は叫んだ。

　自分の決意を、誰かに否定されたくなかった。

　そしてガーゴイルは、梨々の気持ちを受け取ってくれた。

『――本気か、梨々よ』

　ガーゴイルの声が低くなる。

　同時に、片目に赤い光が宿った。

「……本気です。私はククルカンの台座を盗みます」













『ならば我も汝を敵と見なすぞ。本当に後こう悔かいしないか？』

　ガーゴイルの強さは、梨々だって思い知っている。その強さに助けられたこともあるのだ。味方だったら、これほど頼りになる門番はほかにいない。

　だが――敵に回ったら。

「どいてガーゴイルさん。燭台を探さなきゃ」

『なるほど。百色がいれば、そのような真似は犯おかさないと信じていたのだが……我の思い違いだったようだな』

　反対側の目にも光が宿った。

『承知した。ならば我は門番として、汝を排はい除じよする』

　ガーゴイルが言い終えた直後、視界の全てが白く輝いた。

　顔の右側に熱を感じた。

　熱いと感じる間もなく、真後ろで何かが弾はじける音がした。

　それが梨々に向けて撃った、ガーゴイルの威い嚇かく射しや撃げきだと気づくまで何秒かかっただろう。光線は梨々の顔の横スレスレを通って、隣のビルの壁で霧む散さんしたのだ。

　頰に触さわる。軽く火傷やけどしていた。髪の毛も少し焦こげていた。

　梨々の脳では、まったく追いつけなかった。

「あ――」

『他人の物を盗むのは、法律によって禁じられている。またそれだけではなく、他者が手に入れた物を奪うということは、それに込められた想い出や苦労までをも奪うということだ。汝にはそれを身体で覚えてもらうしかないか――』

　へたりこみそうになる。百色の名を呼んで、助けて欲しいと叫びたくなる。

　でも――

『汝を教育してやろう』

　ガーゴイルの両眼が、また光る。

「そんなこと……知ってるもん！」

　懐ふところからカードを取り出し、教わった通りにばらまいた。

　そのカードは一枚一枚が光を放ち、屋上に小さなイルミネーションを生み出す。同時にガーゴイルが放はなった光線は、その光に吸い寄せられ、弾ける。チャフのような物だ。ガーゴイルと戦う可能性を考こう慮りよして、錬金術を応用して百色が作った特製カードの一つ。

『むぅ』

　ガーゴイルが驚いているうちに、梨々はその場からすぐに離り脱だつしようとした。

　だが、やはり甘くない。

『それで札カードは終わりか』

　ガーゴイルが放った二撃目が梨々の頭上を掠かすめていった。

　宙を舞うシルクハット。

　あともう少し狙いが下だったら、確実に梨々の顔が撃たれていた。火傷ならまだいい。ヘタをすると、頭がなくなっていることもあり得た。

「…………！」

　衝撃に、声も出せなかった。

　ガーゴイルと戦えばどうなるか、梨々も知っていたはずなのに。

『もうおしまいか、梨々よ』

「う、うう……」

　とうとう梨々はその場にへたりこんでしまった。

　普段の百色は、こんな光線などまるで遊びのように凌しのいでいた。しかしそれは本当に遊んでいるのではなく、卓たく越えつした技術によって紙かみ一ひと重えで回かい避ひしていたのだ。ちょっとでも気を抜けば、火傷やけど以上の傷を負うというのに。

　それにガーゴイルは正面と言った。梨々はこれでも考えたつもりだったのだ。屋上は展覧会の開かれる階から離れている上、警備の入れ替えも少ないと思ったから。しかしガーゴイルにとっては上も下も中も外も関係なかった。

　本物との差を見せつけられた気がした。

　そんな梨々に、ガーゴイルは言葉を続ける。

『だが、まだ終わりではない。汝には盗みの罪深さをもっと知ってもらわねばならぬ』

　怒りのこもった声は、まだ消えていなかった。

　ガーゴイルの目の光が大きくなり、光線を撃てる状態になる。

「ひっ……！」

　今度はどこを狙うのか。顔か、身体か、足か。

　尻しり餅もちをついたまま、わずかに後じさる梨々。

　どんなに逃げても光線が届くことを知っていながら、それでも梨々は逃げだそうと試みる。

『――覚悟せよ』

　ガーゴイルの目が瞬またたいた瞬間、

『ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルゥ！』

　ガーゴイルの真後ろからデュラハンが横よこ薙なぎに殴なぐりつけた。蛇じや腹ばらのような腕を振るわせて、砲ほう身しんとも呼べる左腕を叩きつけたのだ。硬い音を響かせて、ガーゴイルが横に吹っ飛ぶ。飛んだガーゴイルの目からフラッシュが弾け、当然それは梨々を逸それて屋上の床を焦こがす。

『ふむ。忘れていたぞ、汝の存在を』

『ルルルルルルルルル！』

　デュラハンはその場から動かず、殴った左手の銃口だけをガーゴイルに向け、中に詰まった弾だん丸がんを全て掃そう射しやする。

　破は裂れつした床がさらに爆発する。爆炎がさらに暴風になって吹き荒れる。鉛なまりの弾のほかに、火炎弾や榴りゆう弾だんまでもが放たれ、ガーゴイルの周囲は一瞬にして炎の海と化した。

「デュラハン……！」

　泣きそうな声で白い騎き士しの名を呼ぶ梨々。

　そんな梨々の頭に、がぼっとシルクハットが被せられた。

『オトス、ヨクナイ』

　さっきとまったく同じ事を言うデュラハン。

「あ――」

　礼を言おうとしたその時、デュラハンの背中が爆発した。

『ルルル!?』

　ガーゴイルの光線だ。あれだけの弾を喰くらいながら、ガーゴイルは傷一つなくデュラハンの背後に立っていた。

『汝も梨々に荷か担たんするのか。悪の道から梨々を救うのが、汝の仕事ではなかったのか』

『リリ、イイヤツ！　ジャマスルナ！』

　デュラハンはくるりと身体を反転させ、ガーゴイルに向き直る。

　背中から吹き出すスチームが梨々の身体を暖めた。

「だめ、デュラハン――！」

　根こん拠きよもなく止めようとする梨々。一度、ガーゴイルに負けたことがあるデュラハン。今度も戦って、勝てるという保証はない。

　それに、今デュラハンを失ったら、梨々は――

『リリ、ニゲロ！』

　背中を見せながら、デュラハンは強く叫ぶ。

　デュラハンもこの勝負に勝てる自信がないと悟っているのだ。

「だめ、一緒に……」

　立ち上がって止めようとするが、腰に力が入らない。

　そんな梨々の身体が、急に持ち上げられた。

『ルルルルルルルル！』

　デュラハンの背中のハッチが開き、中から小さなマニピュレーターが二本飛び出した。その小さな腕は素早く動き、梨々の両腕をがっしりと捕らえる。

　どうするのか問う前に、梨々から重力が消えた。

「デュラハン！」

　首無し騎士に放り投げられた梨々の小さな体たい軀くは、そのまま皇帝閣ホテルの屋上を越えて、漆しつ黒こくの地面に吸いこまれてゆく。

「デュラハン!!」

　叫んだ時、梨々の視界にはホテルの壁へき面めんしか入らなかった。

「デュラハン!!　デュラハン!!」




　臨海都市の夜空に、流星のように落ちてゆく――

　白い怪盗と、涙。
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　最初は、ある意味では敵同士だったのだ。

　錬金術師の虜とりこにされていた時、梨々は何度も研究所から逃げ出そうとした。そのたびに梨々を捕まえに来ていたのがデュラハンだった。もともと梨々の生みの親である錬金術師のボディガードのような役割を担になっていたデュラハンだが、気がつけば梨々のお目め付つけ役やくのような仕事に変わっていた。

　それがさらに時を経へて、梨々を守る白騎士になった。

　たぶんデュラハンには優先命令など入力されていないのだろう。その時その時で、自分が一番大切だと思うことをやるだけだ。

　そんなデュラハンは、今も大事なものを守るために戦っている。

　守るものがある限り、デュラハンは負けっこない。

　梨々はそう信じるしかなかった。







　屋上のフェンスにひっかけた鈎かぎ爪づめから伸びるロープ。

　ロープの先には振り子のように揺られる梨々がいた。

　ホテルの周囲を大きく旋せん回かいして、なるべく衝撃と勢いを殺し、たった一瞬のチャンスを冷静にうかがい、地上十五階の一室のベランダに飛びこんだ。

「きゃあっ！」

　勢いが強すぎて、窓ガラスを割って部屋に入ってしまう。あらかじめ防ぼう刃じん性能の強いマントを全身に巻きつけていたせいか、ほとんど無む傷きずだった。さらに幸運なことに、着地点がベッドの上だった。

「いたたたた……」

　それでも鈎爪ロープに全身がひっぱられた衝しよう撃げきは並みではなかった。関節がイッてしまいそうになった。製造法は謎なぞだが、百色製の道具もまた、錬金術のような出来の良さだった。もしかしたらこのロープも錬金術を応用しているのだろうか。

「うっ……」

　痛む身体をよじらせて、ベッドから起きあがる梨々。

　客室は無人だった。おそらく出かけているのだろう。今日は百色騒ぎで満室のはずだ。戻ってきたら窓ガラスが割れていてショックだろうが、全身打だ撲ぼく＆全身脱だつ臼きゆう＆全身切り傷＆出血多量の女の子の死体を発見するよりはマシだ。

　這はうようにして部屋を動き、ベランダに転がっているシルクハットを拾った。デュラハンが二度も拾ってくれた帽子だ。ここで失なくすわけにはいかない。

　帽子を被ろうとした時、自分の手が汗でべっとりしていることに気づいた。

　ガーゴイルと戦った時の恐怖が今頃になって蘇よみがえってきた。

　ふだん、ただ吉永家を守っていると思っていたあの石像が、悪人を目の前にした時どれほどの力を解き放つのか初めて知った。百色とじゃれていた時も、まだ本気ではなかったのだろう。

　怖かった。正義の味方が、これほどまでに恐ろしい存在だったなんて。

「デュラハン……！」

　梨々はシルクハットを抱きしめ、頭上数メートルで戦っているであろう、白騎士のことを想う。

　今はどうなっているだろう。

　ひょっとしたら、もう破壊されているかもしれない。なにしろ、あのガーゴイルが相手なのだ。ガーゴイルの光線は全てを焼き尽くすのだ。ガーゴイルの身体はどんな攻撃だって弾き返すのだ。ガーゴイルの――

　黒い犬の石像を思い返していると、不意に頭の中のガーゴイルが、百色の形に変化していく。イメージの百色は、カードをシャッフルしながら、こう言うのだ。

　――常に最悪の事態を想定することだ。そして同時に、その妄もう想そうに捕とらわれないことだ。巧こう妙みようかつ大胆、それは誰もが持つ怪盗のイメージだろう？

「そうだ……」

　百色にいつも言われていた。こんな時こそ、プラス思考だ。

　デュラハンは梨々をかばって戦っているのではない。ガーゴイルを牽けん制せいしていると考えるのだ。デュラハンが戦っている限り、ガーゴイルは梨々を捕まえられない。

「――っし！」

　シルクハットを強めに被り、梨々は立ち上がる。一秒たりとも無む駄だにはできない。

　これからの行動をまとめる。

「ここは十五階だから……下まで降りなきゃね」

　燭台が展示されているホールは、五階にある。おそらく警備員とお客さんがひしめき合っているだろう。その中を攪かく乱らんしつつ、警報装置を解除して、燭台を奪うばう。その後、きっとガーゴイルに勝っているであろうデュラハンと一緒にトンズラだ。

　それで万ばん事じ解かい決けつ。盗んだ燭台と、梨々を追って来るであろうレイジ達を調べて、百色の居場所を突き止めるのだ。

「……あ、でも」

　ちょっと考え直して、梨々はシルクハットを取る。改めて確認すると、自分の恰好は目立ちすぎるのではないか。気に入っているタキシードなのだが、百色だって変装して侵しん入にゆうしたりしている。

　せっかく着てきたのだが、しょうがない。ガラスから身を守ってくれたことを考えて、いつでも着替えられるようにしておく必要がある。梨々はマントの中から、折りたたみ式のバッグを取りだした。







「あのー、すいません」

「いかがなさいましたか？」

　梨々が呼びかけると、ルームサービスのワゴンを押していたホテルマンはにっこり笑って振り返ってくれた。白いワンピースに着替えた梨々は、年とし相そう応おうの子供のフリをして、ちょっと悲しそうに尋たずねる。

「お父さんとはぐれちゃって……あの、例のククルカンの台座を観に行くんだって」

「ああ、それでしたら五階の展示ホールで行っております。ご案内致しましょうか？」

「いえ、いいんです。五階ですね。ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げ、梨々はホテルマンと別れる。

　意外と普通の対応だった。意外と感じるのは、自分が泥どろ棒ぼうだという自覚があるせいだろう。ホテルマンは誰にだって普通の対応をするに決まっている。それに目を読んでみたが、まったく梨々のことを疑っていなかった。

　――でも、ちょっと不安。

　もう少し情報を集めてから行った方がいいだろうか。そう考えながらエレベーターホールに向かうと、一人の男がエレベーターを待っていた。

　いかにもガラの悪そうな男だった。梨々のカンでは、刑事だろう。

「すいません」

「ん？」

　梨々の呼びかけに、ぶっきらぼうに応じる男。

「ククルカンの台座の展覧ホールって、どこですか？」

「ああ、アレだよ、ホラ。そこの張り紙にも書いてあるだろ。五階で派手にやってるらしいな」

「ホントだ。大きなポスターですね」

「お嬢ちゃん、お父さんやお母さんと一緒じゃねえのか？」

「両親がそのホールに行ってるんです。だから私も行こうかなって」

「気をつけろよ。なんでも怪盗百色が来るらしいからな」

「はい。ありがとうございます」

　その時エレベーターが到着した。梨々が乗りこんだが、男は乗らなかった。

　エレベーターが閉まると、梨々の顔から冷や汗が出た。

「うわぁ……本当に刑事さんだったよ」

　袖で汗を拭ぬぐいながら、男のことを思い出す。ぶっきらぼうに見えるのは、全部演技だ。本当は優しい刑事さんだ。ただ、やっぱり百色が来るということでぴりぴりしていた。それに今夜は何か予定があったのか、早く帰りたがっていた様子。それもそうだろう。怪盗百色のせいで、休日出勤を余よ儀ぎなくされている警察関係者はいっぱいいる。

「警察の人にも、迷惑かけちゃってるなぁ……」

　心の中で警察にも謝あやまる。

　しかし梨々が気になったのは、刑事の目で読んだククルカンの台座の在処ありかだった。「五階にある」と言っていた時の目が、少し泳いでいた。あれは――どういう意味なのだろう。

　チーン。

　エレベーターが止まった。五階ではない。八階だ。

　乗ってきたのは、二人組の外国人。

「――っ！」

　見覚えがあった。レイジの仲間達だ。

　とっさに梨々は下を向いて、彼らと目を合わせないようにしていた。どうやら二人組は会話に夢中らしく、梨々のことは気に留めていない様子。日本語でも英語でもない言葉で話していたので、会話の内容は聞き取れなかった。

　――やっぱり、いるんだ。

　このまま気づかれないようにやりすごそうと思った時、一人の男の口から「Kukulcanククルカン」という単語が聞こえた。

　一瞬だけ、喋しやべった男の目を見る。

　――やっぱり、違う。何かおかしい。

　どうやら燭台を守る事について話しているようだったが、それにしては目の動きがおかしすぎる。これではまるで、五階にある燭台に興味を持っていないような目だ。

　チーン。

　今度こそ五階に着いた。二人組は話しながら、さっさと降りてしまう。数秒待ってから、梨々はエレベーターを降りた。

　むわっとした人の熱気が吹きこんできた。







　問題のブツはガラスケースに納められていた。周囲二メートルほどをロープの張られた柵で覆い、本体よりも豪華なんじゃないかと思える台の上に乗せられていた。

　行列に飲みこまれそうになりながらそこまでたどり着いた梨々は、大人の背で隠れそうになる燭台をなんとかこの目に留とどめる。なにしろ三十分も並んだのだ。見なければ損だ。

　写真と同じ感想だった。それほど価値のある燭台とは思えない。蛇がからまった、二つのキャンドル。夜中にこれに火をつけたら、夢に出てきそうだ。そんな梨々の隣で、偉そうなオッサンが「これはアステカ文明の貴重な歴史的遺産で……」などと噓ッパチを並べ立てていて、ちょっと失笑しそうになる。

「あっつ～……何よこれ……」

　やっと行列から抜け出た梨々は、飲み物を買おうと自動販売機を探す。上ではまだデュラハンが戦っているのだろうが、飲み物くらい許して欲しい。

　果たして見つけた自動販売機のそばには――

「あっ……あの人達」

　エレベーターで見た、レイジの仲間だ。やはり二人とも不明な言語で会話をしている。警備員とも客とも違う挙動で、周囲を見回している。誰かを待っているのか。

　と、彼らのもとへさりげなく三人目がやってきた。三人目の男は二人組に軽く目め配くばせすると、そのまま歩き去ってしまう。わずかな時間をおいて、二人組も三人目の後を追い始めた。目配せはどこかへ集まれ、というサインだったのだろう。

　ジュースを買うのは中断して、梨々も彼らのあとを追うことにした。

　彼らは展覧ホールの脇にある非常階段から、上の階へ昇っていく。後ろを警けい戒かいしている様子だが、訓練と称して警察を尾び行こうした経験もある梨々だ。よほどの玄人くろうとでなければ、気づかれない自信がある。

　そうして彼らが昇っていったのは、先ほどエレベーターで遭そう遇ぐうした八階。この階は普通の客室になっているはず。

　非常階段と違い、赤い絨じゆう毯たんが音を消してくれるのがありがたかった。彼らが警戒しながら一室へ入るまで、梨々は息を殺して観察し続けた。

　ところがここで、梨々にとって予想外のことが起きる。

　部屋の前には警備服を着た男が二人いたのだ。あれは羽崎を護ご衛えいする人達の制服だ。なんと二人組は彼らに親しげに話しかけているではないか。

「どういうこと……？」

　ひょっとしたら二人組も羽崎の警護役だったのだろうか。だとしたら梨々の勘違いもいいところだ。

「あれ、でも……」

　見れば、さらに人が増えてくる。ホテルのボーイ、コック、警察、宿泊客まで。みんな親しげに挨あい拶さつをして、部屋の中に入っていく。いったいどういう集団だ？

　最後に会社員らしき日本人が部屋に入るのを見届けると、梨々はすばやく扉に近づき、カバンの中を漁あさる。音響カプラーのような道具を扉とびらに貼はりつけ、イヤホンをはめる。扉越しに中の様子を聞く道具だ。これさえあれば、どんな音でも拾ってくれるはず――

　なのだが、最初に梨々が拾ったのは匂においだった。

「うわぁ。何これ、変な匂い」

　お香こうの類たぐいだろうか。扉越しに感じられるということは、中はもっとすごいはず。

　鼻をつまんでいると、イヤホンから中の音が聞こえてきた。

『ツァッコール！』

「うわわっ！」

　ノイズが走るほどの大音量だった。イヤホンを通さなくてもドア越しに聞こえそうなほどに大きな叫び声。

『～～～～』

『～～～！　～～～～～』

　その後、全員が何かを唱しよう和わしている。まるでお経きようだ。

　――お経。

　彼らは南米の宗教組織だ。ということは、これは何かのミサなのだろうか。

　そして全員を鼓こ舞ぶするように、一ひと際きわ大きな声で叫んでいる人がいる。

『ホッホッホ！　ようこそわが子らよ！　我々ツァコル教のミサへよくぞ参られた！』

　聞き覚えのある声。

　――レイジだ。

　やっぱり、彼もこの中にいるのだ。

　日本語で話しているのは、日本人の信者のためだろう。

　彼らから百色の情報を得ることはできるだろうか。もしも可能ならば、燭台を盗む必要はなくなる。もともと燭台はレイジ達に近づくための手段に過ぎなかったのだから。

『本日は我々の悲願を達成するために集まって頂き、我が神ツァコルも大変喜んでおられる！　我々ツァコル教を害する神の敵、怪盗百色を殺すための儀式が始まるのだから！』

　何も婉えん曲きよくな表現を使わず、レイジはそう言った。

　ところが中の人達は嬉うれしそうに手を叩いている。

『ミスター羽崎には気の毒だが、彼もきっとわかってくれるはずである！　ツァコルのご威い光こうをその目で見たのだから！　矮わい小しような個人の愛よりも、もっと大きな人類愛に目覚めてくれるはずである！』

　さらに拍手が大きくなる。

　そして、梨々は考える。

「どうしてこの人、こんなに好かれてるんだろう……」

　レイジが日本にやってきたのは、かなり最近だ。その短い時間で、どうやって日本人の信者をこんなに。それもホテルの従業員や、警備員といったレイジに得とくがありそうな人間ばかり。

　――やっぱり、薬を使ってるのかな。

　実の父親が練れん丹たん術じゆつの使い手でもある梨々、薬の力はよく知っている。あれは使い方によっては、嗅かがせるだけで短時間で人間を催さい眠みん状態に陥おちいらせることもできる。

　ましてや催眠術師で宗教家だ。百色が物を盗むプロなら、レイジは心を盗むプロといったところか。

『さぁ、神の力で百色をこの世界から追い出すのだ！　そして全ての民たみにツァコルのすばらしさを伝えようではないか！　さあ両手を上げて祈りの姿し勢せいを！　ツァッコール！』

　あの変なポーズは、祈りの姿勢だったのか。

　また、チン、という音がした。

『今からそなた達を神の使徒へと変えて見せよう！　さあこの炎をよく見るのだ！』

　でも、これはチャンスだ。

　レイジだけでもいい、なんとか追跡して百色の居場所を――

「おい、こんな所で何やってんだ!?」

　いきなり身体を持ち上げられた。

　――しまった。まだ誰かいたの？

　羽は交がい締じめにされた梨々は、なんとか振りほどこうと両腕を振る。締めつけた相手に、若じやつ干かんスキができた。その一瞬で片腕を抜き、カバンの中から護身用マスタード銃を抜き放ち――

「え？」

　銃じゆう口こうの先にいたのは、間違えようもない、吉永双葉だった。いつものオーバーオールではなく、半はん袖そでのツナギのような服を着ている。

「ふた、ば――ちゃん？」

「おうよ！　梨々、おまえ何しに来たんだよ!?」

「ふ、双葉ちゃんこそ、どうして――」

　銃を持った手が震える。本当に予想外の相手だったから。

　双葉は腕を組み、フン、と鼻を鳴らす。

「あたしはただの見学だよ。お前がここに来てるって事は、百色もいるのか？」

「違うよ！　おじさんはいない！」

「じゃあ、おまえどうして……？」

「…………」

　梨々は答えない。しかし、表情を読み取ったのか、双葉の目が変わる。

「まさか、おまえ本当に怪盗やってるのか？　百色じゃなくて、おまえが盗みに来たのか!?」

「……だったらなんなのよ」

「バカヤロ――――ッ！」

　説得の言葉も何もない。いきなり双葉のドロップキックが飛んできた。こめかみにくらって、双葉と一緒に倒れこむ。

「てめぇ梨々！　あれほどやるなっつってたのに……！」

　起きあがろうとしたら、双葉が顔面をグーで殴りつけてきた。頰が痺しびれる。頭に血が上のぼり、双葉を殴り返したくなる。しかし今はそれどころではない。

　でも、ムカついたから一発だけ双葉をぶん殴る。よろめく双葉を両手で押し、距離を取った。

「しょうがないじゃない！　おじさんを探すためなんだから！」

　梨々は懐から手榴弾の形をした煙えん幕まく弾だんを取りだし、歯でピンを抜いた。

「んだと？　おい、百色がどうしたんだよ？」

「来ないでっ！」

　煙幕弾を床に叩きつけ、すぐに耳をふさぐ梨々。とたん、ホテルが揺れるかと思えるほどの爆発音が轟とどろき、消火器のような煙が勢いよく吹き荒れてきた。

　ジリリリリリリリリリリリリ！

　警報ブザーがけたたましく鳴り響き、人がたくさん集まってくる。

「梨々！　おいどこいった梨々!?」

　一メートル先も見えない白い世界で、双葉の声が遠ざかってゆく。梨々は人混みを巧たくみにすり抜けて、非常階段は逃げにくいのでエレベーター付近の大きな階段を下りて行く。下から警備員が大量に押し寄せてきたので、被害者を装よそおって「あっちから煙が！」と指さしてから階段を駆け下りた。

　六階から五階まで降りようとすると、踊り場が人混みで溢あふれかえっていた。

「えっ……うわっ！」

　五階まで煙が充満していた。ホールの中は咳せきこむ人達でいっぱいだ。警備員達が「落ち着いて！　係員の指示に従ってください！」と怒ど鳴なっている。彼らも落ち着いた方がいいだろう。

　しかしおかしい。八階で投げた煙幕弾が、どうして五階に届いているのだ。煙というものは普通、上に昇るものではないのか。

　ジリリリリリリリリリリリリリ！

　また警報。

「どうしたんだろう……もしかして、本物の火事？」

　梨々が周囲を見回す。誰が、どうして――と焦あせり始はじめた時だった。

　誰かの悲鳴が、梨々をさらに困惑させる。

「百色だ！　ククルカンの台座が盗まれたぞ！」

　女性の悲鳴があがる。警備員が怒り狂いながら、周囲を捜索し始める。煙から逃のがれるために、一般のお客さんが階段に殺さつ到とうしてくる。消火器を持った警官が人混みをかき分け、通れなくなったお客さんが警察に摑みかかる。赤ん坊が泣き出す。

　もう、無茶苦茶だった。

　梨々は六階の踊り場でたたらを踏みながら、混乱した頭で考えをまとめようと右う往おう左さ往おうしていた。

「どうして……私、盗んでないのに……」

　百色が本当に現れたのだとしたら、何も恐れることはない。だけどこれは何か違う気がする。彼はいつも派手な演出と高笑いを欠かさないのに。

「ゴホッ……！」

　煙に巻かれそうになる。下の階に逃げようとしたが、もはや人の海と呼べる代しろ物ものになっている。警察は何をやっているのだろう。

　仕方なく、上に逃げた。階段を駆け上がり、どこか、誰もいない所へ逃げようとする。

　そこへ、

「待て梨々！　おっちゃんの宝を返せっ！」

　下から双葉が駆け上ってきた。

「違う！　私じゃない、私じゃないよっ！」

　逃げながら必死で叫ぶが、双葉の足は止まらない。

「噓つけっ！　お前以外に誰がいるんだよっ！」

　――そうだ。

　この皇帝閣ホテルに、盗み目的で侵入した人間は梨々しかいないのだ。

　誰がどう見たって、梨々――百色が犯人だと思うに違いない。

　十三階まで昇ったところで、梨々の体力が尽きた。

　下からは双葉の怒声が近づいてくる。でも、もう昇れない。

　昇るのを止めて、梨々は廊下を走る。どこでもいい、誰かの客室に隠れられたら――




『待て』

　広い廊下のその先に、犬の石像がいた。




　今度こそ梨々は逃げられなくなった。

「ガー、ゴイル、さん……」

　この石像がここにいるということが、何を意味するか。

「デュラハン、は――」

『倒した』

　ガーゴイルの回答は簡かん潔けつだった。

　すでにガーゴイルの瞳には光線が充じゆう嗔てんされており、梨々がちょっとでも動けば発射できる態勢にある。しかし梨々は動けない。蛇に睨にらまれたカエルのように、心の底までガーゴイルに圧倒されている。

　でも。

『奴もかなり強化されていたようだな。我もここまで手こずるとは思っていなかった』

　よく見ればガーゴイルの装そう甲こうがいくつか壊こわれていた。黒光りする石の身体にもヒビが入っている。そこまで追いつめたからこそ、梨々が自由に動けたのだ。

『さぁ梨々よ。盗んだ燭台を出すのだ。今返せば許すぞ』

「違うよっ！　私が盗んだんじゃないよ！」

『ならば誰だというのだ。この建物に盗みに入ったのは汝だけであろう』

「そうだけど……でも、そうじゃないの！」

『どういうことだ？　噓をつくとためにならんぞ』

「噓じゃないよっ！」

『ならば徹底的に調査するしかないな』

　ガーゴイルの瞳が輝く。

　意識ではなく、反射で身体が動いた。梨々はカバンに手を入れ、クラッカーとカードを取り出す。走りながらガーゴイルにむけてクラッカーを破は裂れつさせると、その横を走り抜ける。

『させぬ』

　ガーゴイルが光線を撃ってきた。

　どこを狙っているのか見当もつかなかったが、梨々は真後ろに囮チヤフのカードをばらまく。ガーゴイルはまっすぐ光線を撃ったのではなかった。真横に放った四本の光線はホテルの壁に乱反射して、四方から梨々に襲いかかる。

　真後ろに投げたカードが地面に着く前に、梨々はカバンからマントを引っ張り出して、頭からかぶって地面に倒れこんだ。

「あ、つぅっ！」

　背中に刺すような痛みが走る。光線が二発ほど当たったらしい。

　それでも梨々はマントをかぶったまま走る。どんなに痛くても、今はここから離脱しないと。

　すぐ横に客室の扉があった。

　窓から逃げるか、部屋の中に隠れるか、部屋で迎え撃つか。

　作戦も何も考えられないまま、梨々は部屋に飛びこんだ。鍵かぎはかかっていなかった。

　扉を閉め、鍵をかける。

「うう……」

　マントを羽は織おったまま、扉にもたれてずるずると座りこむ梨々。

　きっとすぐにガーゴイルは追いついてくるのだろう。

　そうなったら、今度こそ終わりだ。

　ホラー映画のヒロインになった気分だ。もっとも、悪いのはこちらだが。

「…………どうしよう……」

　白しろ旗はたを出して、素す直なおに謝ればガーゴイルは許してくれるだろうか。

　悪は悪、と断言して悪人は必ず警察に突き出すガーゴイルが、自分をどう扱あつかうのか、梨々は想像できなかった。

　何も盗んでいないのに。

　泥棒と呼ばれる覚悟はできていたのに、濡ぬれ衣ぎぬを着せられる覚悟は全然できていなかった。

「おじさん……」

　呼ぶまいと思っていた、恩師の名を呼ぶ。

「どうしよう…………助けて、おじさん……」

　返事を期待したわけではない。

　それなのに、どこからか声が聞こえた。

「う……うう……」

「えっ!?」

　梨々は部屋を見回す。人がいる可能性は想定していなかった。

　どうしよう。麻ま酔すいガスで眠らせるか。

　しかし、その人物は眠らせる必要がなかった。

「……うう……ううう……」

　ベッドの脇わきに、うつぶせに倒れている男がいた。

　酔って寝ているのかと思い、恐る恐る近寄ってみると――

「大変！」

　なんと、その男は頭から血を流していた。

　そう認識した次の瞬間、それまでの事は全て忘れて、梨々はカバンの中に手を入れていた。中に医い療りようキットが入っているはず。こういう時の対処は百色に教わった。

「大丈夫？　私の言葉わかる？」

　梨々はその男の顔をのぞきこみ、意識の有う無むを確かめる。

　そうして、初めて気がついた。

　頭から血を流している男――彼はククルカンの台座の持ち主、羽崎庄一その人だった。































　鬱うつ蒼そうとした密みつ林りんの中に、その施し設せつはあった。その周囲百キロは森か川だった。事前調査は完かん璧ぺきとはいえ、ガイドなしで丸一日でここまでたどり着いたのだから流石さすがと言うべきだろう。

「助かったよ、デュラハン」

　デュラハンの上に乗っているのは、迷めい彩さい仕し様ようのタキシードを着ている百ひやく色しき。双眼鏡で施し設せつの様子を観察している。

　二階建ての診しん療りよう所じよのような小さな施設だった。中央にある本ほん棟とうから、左右に廊ろう下かが伸びており、こちらから見て左側は宿舎に繋つながっている。右側はホールだ。そしてこの施設から若じやつ干かん離れた場所に、粗そ末まつな倉庫があった。

　そして物ぶつ騒そうなことに、本棟の前には小銃で武ぶ装そうした見張りが一人おり、さらに物騒なことに倉庫の方には見張りが三人いた。建物の規模から考えると、警備の配置は不自然な気もするが……。

「デュラハン。あそこに何があるかわかるか？」

　双眼鏡から目を離し、倉庫を指さす百色。

『ルルゥ……』

　デュラハンは小さく唸うなるだけだった。

「どうしたデュラハン？」

『ルル！　オレ、ケライ、チガウ！』

　両手をあげて憤いきどおるデュラハン。うっかりバランスを崩くずして落っこちる百色。

「いたたた……なんだって？」

『オレ、ハカセ、リリ、イウコト、キク！　デモ、オマエ、ハカセ、チガウ！』

「うむ。確かに私はハミルトンでも梨り々りちゃんでもないぞ」

『ルルルルルルル！　オマエ、エラソウ！』

「はは～ん、なるほど。道中、ずっと無む口くちだった理由がわかったぞ」

　顎あごに手をあてて、百色がニヤリと笑った。

　ハミルトンという名の錬れん金きん術じゆつ師しから梨々を救い出した時、一緒にこの自動人形もついてきた。最初は敵だったこのデュラハン、話を聞くに、梨々に酷ひどいことをした罪つみ滅ほろぼしをしたいのだという。

　一度デュラハンに撃うたれたこともある百色は、反対しなかった。

「デュラハン、君は確かこう言ったよな。『梨々ちゃんのことを養やしなう』と。しかし人一人を養うには、莫ばく大だいな金が要いることも知っているだろう？」

『ルルル……オカネ、カセグ、タイヘン』

　しょんぼりと肩を落とすデュラハン。

「だから私が君を雇やとうんだ」

『ヤトウ……？』

「そうだ。私が君に給金を出そう。なんなら梨々ちゃんを養うほかにもお小こ遣づかいをあげよう。だからデュラハン、君は私の言うことにも従うんだ。雇こ用よう契けい約やくというやつだな」

『ルゥ……オマエ、オカネ、クレル？』

「手伝ってくれたらね」

『ルルルルルルル！　オマエ、イイヤツ！』

　今度は両手をあげて喜ぶデュラハン。つきあって短いが、百色もこの自動人形の扱いがわかってきた。ようするに、単純でいい子なのだ。

「よーし、それじゃデュラハン、あそこの倉庫には何があるのかな!?」

『ルルルルル！』

　元気になったデュラハンは、身体からだをかがめて百色の示す方向を見る。厳げん密みつにいうと目はないので、体内にあるセンサーで倉庫の中を探っているのだ。

『……シロイ、コナ。イッパイ。フクロ、ツマレテル』

　予想通りの返事が返ってきた。

「白い粉……か。小麦粉じゃあないな」

　苦笑する百色。デュラハンに探らせる前から、中身は麻ま薬やくだと予想していた。

　彼らがはるか南米はコロンビアの国境付近までやってきたのは、もちろん麻薬が欲しいからではなかった。

　宗教に狂った息子が、家宝の宝石を持ち出して逃げたから取り返して欲しい、という資産家からの依頼だった。その宝石は百色も噂うわさには聞いていたが実物を見たことがなかったので、興味本位で引き受けたのだ。もちろん、依頼人の息子の救出も忘れてはいないが。

　しかし事前調査で調べれば調べるほど、この宗教団体の怪あやしさが浮き彫りになった。

　信しん仰こうする神はツァコルという南米の創造神。ここまではいい。新しかろうが古かろうがメジャーだろうがマイナーだろうが信仰心には関係ない。ところがこの団体は麻薬を常時使用して、神に近づこうと考えているのだ。麻薬を使えば当然減る。減った分は栽さい培ばいするか買わなくてはならない。そして麻薬を買うために信者達に莫大な寄付金を要求するのだ。

　調べがついた翌日、すぐに百色はデュラハンを伴ともなって日本を発たったのだ。

　そして今、彼らの目の前に諸しよ悪あくの根こん源げんが置かれてある。それも袋で積まれてるくらいだ、普通の量じゃない。それこそ倉庫に積まれた小麦粉の袋のように、ぎっしりとある。もしかしたらキロではなくトンで数えられるのではないだろうか。

　あれだけの量の麻薬を、たった一つの宗教組織が扱あつかっていると考えただけで、百色は身み震ぶるいがしてくる。

　どうやってあれだけの麻薬を集めたのか気になったが、問題はそこではない。

「いいかデュラハン。あれは麻薬だ。人をダメにする薬だ」

　唇くちびるを嚙かみしめながら、百色が吐はき捨すてる。心の底から怒りが沸わいてきた。

『クスリ？』

「そうだ。梨々ちゃんの身体を蝕むしばんだ薬と一緒だ。あんなものがある限り、梨々ちゃんのような子供はいなくならないんだ」

　薬漬けになって、血を吐いた梨々。練れん丹たん術じゆつのせいで心身共にズタボロになっていた姿を思い出す。あんな姿には、もう二度とさせない。誓ちかったのだ。

　そしてそれはデュラハンも同じ事だった。

『ルル……ルルルルルルルルル！』

　一瞬だった。

　デュラハンが身体を起こし、右手の銃口を倉庫に向け、焼しよう夷い弾だんを撃うち放はなったのだ。

　焼夷弾は狙ねらい違たがわず倉庫に命中し、大爆発が生しようじる。麻薬の粉によって粉ふん塵じん爆発が誘発され、見張りの三人はマンガのように吹き飛ばされて動かなくなる。

「デュラハン！　何をする!?」

『オレ、クスリ、キライ！　ヒャクシキ、イッショ！』

「……っ！」

　悔くやしいが、デュラハンの言う通りだった。

「――そうだな。よくやった」

『ルルルルルル！』

　優しくデュラハンをなでると、動物のように喜ぶ。

　すぐに銃を持った男達が施設から飛び出してきた。まだこちらには気づいていないようだが、みな燃えさかる麻薬倉庫を見て泣き叫んでいる。「神の怒りだ！」とか「ツァコルがお怒りになった！」と、口々に叫ぶ。

　その中で、冷静に敵の気け配はいをうかがう数人の男達がいた。

　彼らの中心にいるのは教祖のようなローブを着た男だ。百色と同い年くらいだろうか。

「あいつか……レイジ・マルケス。ここの教祖――いや、生き神と呼ばれている」

　つぶやいたその時、レイジが懐ふところから何かを取り出した。それはなんの変へん哲てつもないジッポライターだが、その炎を見ながら何事かつぶやいている。

　百色は目をこらしてレイジの唇を読んでみた。

「私はスナイパー……どんな敵も発見し、どんな敵も射い抜ぬく、豪ごう腕わんのスナイパー……」

　カチン、とジッポを閉じ、レイジがこちらを見た。まるでそこにいたことを初めから知っていたかのように、百色の視線と完全に交差した。

「――あそこだっ！」

　百色を指さすレイジ。それに続いて、信者の小銃が全すべてこちらを向いた。

　レイジの指が降りると、全ての銃が火を噴いた。

　激しい金属音が連続して鼓こ膜まくをつんざく。銃弾は全てデュラハンが受け止めた。百色はデュラハンの後ろに隠れてしのいだ。ほかに弾たまを避よける場所もなかった。

　まさか自分に催眠術をかけるとは。軽い催眠術ならば百色も扱えるが、こんなに効果が覿てき面めんなのは驚きを通り越して絶句するしかなかった。

『ヒャクシキ！　ヤッテイイカ？』

「構わない！　ただし、銃を持った相手だけだ！　あと絶対に殺すな！」

『ルルルルルルル！』

　信者が持っている銃よりも大量の弾丸がデュラハンの両手から発射された。ガトリングガンのような砲音をあげて、敵の持っている銃のみを狙って弾をばらまく。数秒の間に普通の信者は戦意を喪そう失しつし、レイジのそばにいた者達は銃を失っても立ち向かってきたので、仕方なく足を撃った。

　硝しよう煙えんと弾幕と多数の悲鳴が入いり交まじる中、百色は見た。

　信者の中心にいたレイジが、ゆっくりと拳銃を持ち上げるのを。

　それは緩かん慢まんな動作で、緊きん張ちよう感にまるで欠ける動きだった。それでも銃口がデュラハンの腰の隙すき間まを通って百色を狙っていることがわかった。

「ッ！」

　立ち上がり、拳銃を抜く百色。

　もしも彼が催眠術にかかっているならば、きっと百色を撃うち抜ぬく。

　レイジもそれに気づいたのか、ニィッ、と気持ちの悪い笑えみを浮かべる。

　ためらわずに百色は引き金を引いた。

　軽い破裂音。そしてレイジの絶ぜつ叫きようが。

「う、うおおおおおっ！」

　それまでの余裕が噓のように倒れこみ、左目を押さえて暴あばれ始はじめるレイジ。

　しまった、と百色は舌打ちする。本当は拳銃を弾はじき飛とばすつもりだったのだ。それがあの蛇じや眼がんのような目に射すくめられ、狙いが逸それてしまった。

　だがあの目は威い嚇かくだけではなかった。確実に百色の命を狙っていた。たまたま百色の抜き撃ちがレイジより早かっただけだ。一瞬でも遅れていたら、きっと百色は撃たれていた。スナイパーになるという催眠術がかかっていた彼の目は、本当にスナイパーのそれだった。

　のたうち回るレイジを見た信者達は全員銃を捨てて降こう参さんする。

　デュラハンの放った銃弾および砲弾は、敵だけでなく、後ろの建物まで破壊していた。窓ガラスだけでなく壁も割れ、屋根がつぶれかけている。

『ルルル！　オワッタ！　ダレモ、コロシテナイ！』

　こんな時でも明るいデュラハン。

　しかし百色は拳銃を降ろせなかった。

　レイジがまた立ち上がってきそうな気がしたのだ。

　それほど、あの笑えみが恐ろしく感じたのだ。

「デュラハン……ここで待っていてくれ」

　百色は拳銃を構えたまま、ゆっくりと集団に近づいていく。そうして見ると、誰も彼もがげっそりとやつれた表情をしていた。薬に蝕むしばまれているだけではない、食料も満足に胃いに入れていないのだろう。

　百色は倒たおれ伏ふしたレイジにそっと近づく。

「レイジ・マルケスだな」

　左目を撃ち抜かれた男は、百色の目をしっかりと見み据すえてこう言った。

「…………なんの……権限が…………あるというのだ……！」

「なに？」

「我々は…………我々の神を……ツァコルを………………ただ……崇あがめたかっただけだ…………誰に……強制されたわけでもない…………自みずからの意志で……」

「ふん」

　百色は鼻で笑う。

「勘違いするな。私は君達がナコルルだかＣ・Ｗ・ニコルだかを信じていたから襲ったわけではない。ただ麻薬が嫌いなだけだ。私し怨えんといってもいいね」

「なんだと……？」

「恨むなら恨むがいい。正義なんてものは、もとから私に無む縁えんの言葉だ。むしろ正義の味方の敵っていった方が正しいね。だから君が正義の名の下に、私に鉄てつ槌ついを下すのなら甘んじて受けるつもりだ」

「…………」

　レイジはもう何も言わない。

　黙って百色を見つめるだけだ。その、蛇のような目で。

「もっとも、警察はすでに呼んである。あと数時間もすれば到着するだろう。それまで逃がすつもりもないけどね」

　レイジの反応がなかった。

　もう一度彼を見ると、すでに気を失っていた。
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　ゆっくりと目を開けると、そこは百色の知らない室内だった。家具の一つもない、殺風景なワンルームマンションの一室。御ご色しき町ちようでもない。

「ああ……」

　背中がひんやり冷たかった。

　百色の衣服は全てはぎ取られ、壁に両手両足を磔はりつけにされていた。鎖くさりで頑がん丈じように縛しばられており、身動き一つ取れなかった。身体には鞭むちやナイフでつけられた傷が多数。顔にも多数の痣あざがあった。

「一年前……になるのかな」

　ずいぶんと懐かしい夢だった。こんな事件がなければ、すっかり忘れていただろう。恨むなら恨めと言ったが、まさか日本までわざわざやってきて恨みを果たしに来るとは。

　わずかに顔を上げて、部屋の中を見回す。

　ひとりだけ、レイジの部下が眠っていた。さっきまで散さん々ざん百色を拷ごう問もんしてくれた男だ。周囲にはコンビニ弁当が散乱しており、床にはタバコの吸すい殻がらが投げ捨てられている。

　弁当の食べかすをみたら、途と端たんに腹が鳴った。

「ふむ、腹時計から考えるに……」

　思考が止まる。

　腹時計が正しければ、もう一週間ほど経たっているではないか。眠っていた時間がよほど長かったのだろうか。

　そういえば、レイジが使っていたあのお香こう。かなり強い匂いだった。

　あれが強い催さい眠みん作用を誘ゆう発はつしたのだ。そうとしか考えられない。

「油断したな」

　軽く舌打ちする百色。

　今の彼はレイジに捕らわれていた。ククルカンの台座を盗みに入る依頼を受け、家を出た時から尾び行こうされていた。最初は撒まけばいいと感じていたのだが、考えが変わった。わざと捕まって、彼らの動向を探ろうと考えたのだ。

　当たり前だが、永遠に捕らわれるつもりはなかった。軽く捕まって、軽く逃げ出そうという魂こん胆たんだったのだ。しかしレイジが持っていた香によって、昏こん睡すい状態に陥おちいってしまったというわけだ。おそるべし、香りの力。

　レイジを含む、宗教団体――後にわかったことだが、ツァコル教という単純な名前だった――に傷をつけられている間のことは、鮮明に思い出せた。痛みを伴ともなう記憶というのは、心に焼きつくものだ。だからレイジも忘れなかったのだろう。

「おう、目が覚めたのか」

　ドアが開き、コンビニから帰ってきたらしい男が入ってくる。見張りの片かた割われなのだろう。

「やぁ、なかなか快適な目覚めだったよ。君もどうだい？」

「遠えん慮りよするぜ。俺はマゾじゃないからな」

　と、男は百色の目の前に座りこみ、弁当を広げ始める。百色の腹がグゥと鳴った。

「なあ、私にもくれないか」

「いやだね。日本のメシはなかなか美う味まいからな。一口もやらん」

「気前が悪いと出世できないぞ」

　百色の皮肉を完全に無視して、男は弁当をたいらげた。その間に百色は周囲を見回して、現在の状況を確認する。カーテンが掛かっていて昼夜もわからない状況だったが、男の携帯電話を盗み見て時刻を確認する。今は夜だった。

「ところで、君達はククルカンの台座をどうするつもりなんだ？」

　米こめ粒つぶ一つ残さずに弁当を食べ終えた男に向かって、恨みがましく問いかける百色。レイジが羽は崎さき庄しよう一いちにとりついて、ククルカンの台座を手に入れようとしていることは、先日聞いた。繋つながれている目の前で、その算段をしていたからだ。

「そんなことを聞いてどうする？」

「なに、興味があってね。どうせそれで私に何かするんだろう？　殺さずに今まで繋つないでおくってことは、私にまだ用があるからだ」

　男はタバコに火をつけて、ニヤニヤと笑い始める。

　百色はそれ以上、何も喋しやべらない。下へ手たに聞きたがっては、情報を引き出せない恐れがある。

「……全ては神の力だ」

　と、男は言う。

「教祖様は神の力を欲しておられた。それで新しくツァコル教を復活させるつもりなのだ」

「ククルカンの台座は、神の力なのか？」

「知らなかったのか？　こっちで言うところのレンキンジュツだと、教祖様はおっしゃられたぞ」

「なんてことだ……」

　また錬金術か。つくづく縁がある。

「あの台座には神の力が宿っている。その力で、お前を殺すつもりだ」

「なるほどね」

「だが、その前にお前の娘も殺す。お前の目の前でだ。それから神の使徒も破壊する。お前の友人達も殺す。お前が死ぬのは、その後だ」

「ふーん」

　興味がなさそうな顔の百色。実際、それはないと思っている。百色が動かなくても、梨々やみんなはガーゴイルが守ってくれているのだから。

　繋がれているのをいいことに、男はベラベラと喋しやべり出す。

「すでに教祖様は神の力の一部を手に入れておられる！　俺も見たことがあるが、あのお方かたは失った左目を神の力で補おぎなったのだ！」

「錬金術の道具を、独自に手に入れたのか……」

「本来ならばそれだけでお前を殺せるだろうが、そうはいかないぞ。最大限に盛り上げてから殺してやる！　それまでじっくりと待つんだな！」

「……じっくり待ったさ」

「なに？」

「君のようなバカが調子に乗ってベラベラ喋ってくれるのをね。レイジ達はなかなか警けい戒かい心しんが強くてね、今まで私が欲しい情報を何一つくれなかったんだ。いや本当に感謝する。君がもうちょっと早く私の見張りについてくれればもっと感謝したところだが」

　と、百色は自分を繋いでいた鎖をあっというまに外はずした。

　怪盗たるもの、たとえ道具がなくてもこのくらいの芸当ができなければならない。

「なにっ!?」

　驚く男に、回まわし蹴げりをくらわせる。百色の足は男の頸けい動どう脈みやくにクリーンヒットした。双葉が見たら、その鮮やかさに感心するに違いない。泡を吹いている男には目もくれず、近くに落ちていた新聞を拾う百色。

「……ほう、これは」

　一面の見出しは「怪盗現る！」だった。

　怪盗百色が羽崎庄一に対して予告状を出し、ククルカンの台座を奪うばいに行くらしい。

　知らなかった。いつのまにそんなことが。

「私はまだ予告状を出してないのになぁ……」

　百色の予告状は特とく殊しゆな紙とインクで作られており、百色の家でないと作成できない。

　考えられる可能性は、ただ一つ。

「梨々ちゃん、か……！」

　予告状に書くつもりだった日付と、今日の日付を比べる。

　今夜だった。

「急がねば」

　正直なところ、百色の見立てではいっぱしの泥どろ棒ぼうよりも梨々の技術は高い。しかし相手がレイジとなると話が違う。ガーゴイルまで羽崎についているということは、きっとレイジは羽崎の側にいるのだろう。ガーゴイルに梨々が捕とらえられたら、その身み柄がらがレイジに拘こう束そくされる可能性が強い。

　ガーゴイルを信用してはいるが、それでも心配だった。

「短い間だったが、楽しかったよ」

　百色は倒れている部下と眠っている部下に一礼すると、すぐにそのマンションから抜け出した。







　抜け出したところで、マンションのほかの住人にばったり出くわした。

「あ……」

　仕事帰りのＯＬ風のその女性は、百色の姿を確認すると持っていたスーパーの袋を地面に落として、こちらを指さしてきた。

「い……いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　顔を真っ赤にして逃げ出す女性。

「もし、ちょっとお嬢さん、どうかしたのかね？」

「やぁぁぁぁぁぁ！　変態ぃぃぃぃぃ!!」

　追いかけようとする百色。しかし女性はまるで化ばけ物ものでも見るかのような目で百色から逃げまくる。マンションから飛び出し、ポケットから携帯電話を取り出して、警察に連絡までしている。それを追いかける百色は、逃げられる理由がわかっていない様子。

　もしや自分が怪盗百色だと見抜かれたのだろうか。

　しかし今の自分は変装も――

　と、ここまで考えてようやく気づいた。

「しまった、急ぎすぎた！」

　捕つかまった際に、道具と衣服は全て奪われていたのだ。

　よって、今の百色は全ぜん裸らだ。

　どうして監かん禁きん部屋を抜け出す時に、服を奪わなかったのだろう。長い間監禁されていたので、全裸に慣れてしまったのだろうか。

「おまわりさん、こっちです！　早く！」

「おいそこの君！　ちょっと止まりなさい！」

　警官が二人、百色に向かって走ってくる。

「いかん、今のままではまずい！」

　何も道具を持っていないので、姿を消して逃げ出すこともできない。変装することもできない。さらに監禁されていたマンションは駅から近かったらしく、人々がこっちを指さしながら十じゆう人にん十と色いろの表情をしている。

　やがて百色を取り囲むように人ひと垣がきができ、完全に包囲されてしまった。

「さあ君、おとなしく捕まりなさい」

　警棒を持った警官がにじり寄ってくる。

　哀あわれ怪盗百色、猥わい褻せつ物ぶつ陳ちん列れつ罪ざいで御用!?

　そんな新聞の見出しはイヤだった。













「こうなったら！」

　百色は決心して、人混みの中に突入した。

　驚いた人々がモーゼの十じつ戒かいのように割れるが、百色はなるべく人の多いところを狙って走り抜ける。そのついでに、怪盗としての技術をフルに発揮する。

「あれ、俺のジャケットがない!?」

「なんか胸がスースーする！　あれ、Ｔシャツ!?」

「うわぁ、どうして僕ズボン履いてないんだ!?」

「キャーッ！　アタシのぱんつが！」

　人混みを抜けた百色は、ジャケットとＧパンを着た普通のお兄さんに変へん貌ぼうしていた。誰もこちらを不審に思わない。消えてしまった変態と窃せつ盗とう犯はんを捜して、警官を含む多くの人達があたりを見回す。

　その人混みに紛まぎれるようにして、百色はその場から逃げた。とりあえず駅から電車で自宅に戻ろうと、走り出す。

　ちょうどその時、百色が通りがかった電器屋に飾かざられていたテレビが「たった今、怪盗百色がククルカンの台座を盗んで、皇こう帝てい閣かくホテルが大騒ぎに」というニュース速報を放送していた。

「遅かったか……！」

　梨々の身が心配だ。

　そしてレイジの動向も心配だった。

「信じてるぞ、デュラハン！」

　梨々を唯ゆい一いつ守ってくれる白騎士に、百色は祈った。
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　どんなに窮きゆう地ちに追いこまれようとも、困っている人を見捨てることができないのは百色譲ゆずりの性格なのだろうかと、ふと梨々は考えてみる。もちろん答えなんて出ない。

「これで、いいかな……」

　幸運なことに羽崎庄一の傷は軽傷だった。ただ殴られたショックで気絶していたらしい。梨々が応急処置を終える頃には意識は回復していたが、元気に喋れる状態ではなかった。

「あり……が、とう……」

　かすれる声でつぶやき、羽崎はまた眠ってしまった。

　眠る顔は安らかだった。あとは医者に診みせれば大丈夫だろう。たぶん。

「ふぅ……」

　こんな状況なのに、やりとげた気持ちになる梨々。ありがとう、という言葉が彼女の心をほんの少しだけ癒いやしてくれた。

　医療キットをカバンにしまっている間に、どんどん現在の状況を思い出してくる。

　――まだ、追われていたんだっけ。

　急に元気がなくなった。カバンに医療道具をしまうのも億おつ劫くうになって、どちらもベッドの上に放り投げる。梨々自身は壁に背中を預けて座りこんでしまった。

「はぁ……どうしよう」

　ガーゴイルはすぐに梨々の場所を探し当てるだろう。というよりも、もうすでに捕まっていてもおかしくない。今まで探しに来なかったのは、どういう事情だろうか。盗まれた燭しよく台だいについて、警備員と話でもしているのだろうか。

　梨々が盗んだ燭台について。

「ちがうもん……」

　燭台を持っているのは梨々ではないことは、梨々自身が一番よく知っていた。

　しかし双葉もガーゴイルも、自分が犯人だと思っている。

　怪盗だから。

　昔見たアニメを思い出す。子供向けのアニメで、毎週現れては主人公にやっつけられる悪役がいた。その週は、たまたま悪役が犯人ではなく、その悪役の名を騙かたって悪さをする別の悪役がいるという話だった。

　当然、主人公はまず悪役を疑う。コミカルな話だったので、悪役と主人公はいつものノリでバトルになる。そこで判明する、もう一人の悪役。主人公はすぐさま怒りの矛ほこ先さきを変え、もう一人の悪役を正義のパンチでやっつける。

　それで一件落着だ。

　主人公がいつもの悪役に謝しや罪ざいするシーンなんて、一コマもなかった。

　その悪役も、次の週には何事もなかったように悪さをはたらくのだ。

　ひょっとしたら、その悪役は主人公に対して含ふくむところがあったのかもしれない。自分は悪くないと、テレビの前のチビッコに、強く宣せん言げんしたかったのかもしれない。しかし、そんなことは起こらなかった。毎週毎週、彼は悪そうな笑い声で悪そうな悪のロボットに乗るのだった。

　そういうものなのだ。悪役というのは。

　この世の全ての悪を、一いつ身しんに背負うのが悪役なのだとしたら――

「おじさん……つらいね」

　百色もまた、冤えん罪ざいで追われることがあったのだろう。

　それでも彼はいつも不敵な笑みを浮かべていた。

　正しいことをしても報むくわれない正義のヒーローだっている。それならば、悪いことをしなくても成せい敗ばいされる悪役だって、きっとどこかにいるのだ。

　――正義なんて噓だ。怪盗はいつだって悪だ。

　百色は確かにそう言ったではないか。

　梨々がこれから怪盗を続けるのならば、その覚悟ができなければダメなのだ。

　百色やガーゴイルや、双葉が自分を止めていた理由が、今はっきりとわかった。

　考えてみれば、小学五年生の女の子に、そんな業ごうを背せ負おえるはずがないのだ。

　でも――もう戻れないかもしれない。

　ガーゴイルに捕まって、双葉に白い目で見られ、百色に会えずに刑務所に行くのだ。

「……………………」

　百色に会いたかった。デュラハンに会いたかった。

　それと――

「あ、おまえこんなところにいたのか！」

　いきなり客室の戸が開き、飛びこんできたのはポニーテールの女の子。牙きばのような八や重え歯ばが獲え物ものを見つけて嬉うれしそうに笑っている。しかしそうとう走り回ったらしく、額ひたいから滝のような汗が流れている。息も絶たえ絶だえだ。

　そんな彼女を見て、梨々は堪こらえきれなくなった。

「ようやく見つけたぜ！　さぁ観念して――」

「う、うう……」

　涙で視界がぼやけて、近づいてくる彼女がまともに見られなくなった。

「おい梨々？　どうしたんだよ」

「うわぁぁぁぁぁぁぁん！　双ふた葉ばちゃん！　わぁぁぁぁん！」

　必死に自分を止めてくれた友達の胸にすがりつき、梨々は泣いた。

　プライドも何も関係なかった。

　双葉の胸で泣くことが、こんなに安心できるとは。

　無む尽じん蔵ぞうにあふれ出す涙が双葉のツナギに染みこんでゆく。

「梨々？　どこかケガしたのか？　おい！」

　ベッドの上の医療キットを見つけたのだろう。こんな時でも梨々を気にしてくれる双葉の問いに、梨々はただ首を振って答えた。

「……ウ……違うの…………私じゃないのに……」

「ん？」

　もう強がりなんてどこにも残っていない。

　このホテルの中でただ一人、自分を心配してくれる友達に、梨々は洗いざらいぶちまけたくなった。

「私じゃない……盗んだの…………私じゃないのに……」

「はぁ!?　でもお前、盗みに来たんだろ？」

「そうだよ……！　でも、私より先に……誰かが……」

　誰かが百色の名を騙ったのだ。それだけでも辛つらいのに。

「知らないのに……ガーゴイルさんが………………私、知らないのに……」

「……ったく」

　梨々の頭に、温あたたかいものが置かれた。

　双葉の手だった。

「泣なき言ごと言うんなら、怪盗なんかやるなっつの」

　いつもの悪口だったが、梨々は反論する気になれなかった。

　双葉の言う通りだ。こんな事で泣くようでは怪盗の資格なんかない。

「……ごめんね、双葉ちゃん」

　反論しない梨々をどう思ったのか。双葉は黙だまって梨々の頭をなでた。

　嗚お咽えつが収まるまで待って、梨々は訊きかれもしないのにこれまでのことを話し始める。

「……あのね、おじさんがいなくなっちゃったの」

「百色が？　なんで？」

「わかんない。でも、おじさんがいなくなる直前に、ここのククルカンの台座のことを調べてたの。だからククルカンの台座を手に入れれば、ううん、手に入れなくてもいいから、ちょっとでも近づければ、おじさんの居場所のヒントくらいは摑つかめるかなって」

「つったってよぉ」

　双葉はガシガシと頭を掻かき、混乱した頭を鎮しずめようとする。

「なんでわざわざ盗みに来るんだよ。調べるんだったら、ほかに方法があるだろ」

「そう、なんだけど……」

　正攻法で調べるわけにはいかなかったのだ。

　どうしても梨々がやらねばならなかった、その理由はたくさんある。大たい抵ていは陳ちん腐ぷな言い訳だが。

　一番の理由は――認めてもらいたかったから、だろう。

『双葉の言う通りだ。我に一言相談すれば、あやつの居場所くらいすぐに摑めたものを』

「きゃあっ！」

　真後ろからいきなりガーゴイルの声がして、双葉に抱きつくようにして離れる梨々。恐おそる恐る振り返ると、やっぱりいつもの調子でガーゴイルが座っていた。

「あーあ。すっかり梨々に嫌われたな、ガーゴイル」

　双葉が鼻で笑うと、

『当然だ。門番は泥棒に嫌われる存在である。梨々よ、汝なんじが我われを嫌う限り、汝は盗人ぬすつとなのだぞ』

「……うん」

　しゅんとなって双葉から離れる梨々。ガーゴイルの怖さは骨ほね身みに染しみたとはいえ、今は逃げる気も戦う気も失うせていた。

『何なに故ゆえ我に相談しなかった？　闇の世界に墜おちるということが、どれほどの困難を伴うか最初から知っていただろうに』

「……それは、ただ――」

　梨々は双葉を見た。双葉も梨々を見る。

　なんてことはない、二人の意地の張り合いが原因なのだ。どっちも引くに引けない状況だったから、どっちも頭を下げられなかったのだ。

　梨々の顔が赤くなり、双葉も鼻を掻かき始める。

「ま、まぁ済んだことはしゃーねぇ！　それよりさ、ホラ、アレがあるだろ！」

　と、その場の空気を流すように双葉が声を上げる。ところが双葉も変える話題が見つからなくて言葉を濁にごしている。部屋の隅すみ々ずみまで見回して話題を探すと、案外すぐに見つかった。

「う……うう……私は……」

　ベッドに寝かされていた羽崎が目を覚ましたのだ。

「そうだよ！　おっちゃん！」

　梨々も思い出して、慌あわてて羽崎の元へ駆け寄る。すでに羽崎はだいぶ回復していた。ガーゴイルが淡い赤色の癒し光線を浴あびせると、荒かった羽崎の呼吸も和やわらいだ。

「おいおっちゃん！　しっかりしろ！」

　双葉が痛そうに羽崎のケガを見るが、彼は双葉の頭をなでて笑う。

「いや、もうだいぶ良くなったよ。そこのお嬢さんが手当てしてくれたおかげだ」

　羽崎に微笑ほほえまれて、梨々はちょっと複雑な気分だった。もともと彼の宝を盗みに入ったのだ。全てが上手くいっていれば、こんな笑顔は一生見られなかったかもしれない。

『羽崎殿、誰にやられた？』

　そんな羽崎に、ガーゴイルが簡潔に尋ねる。

　羽崎は後頭部をさすりながら、悔くやしそうに答えた。

「……あいつらだ」

『あいつらとは？』

「私の周りにいた……警備の……」

「警備の……って、あのニコニコ笑ってる兄ちゃんたちか？」

『何故だ？　何かあったのか？』

　当とう惑わくする双葉とガーゴイル。

　しかし梨々だけは違った。

「やっぱり――」

　全員の視線が梨々に集まる。当然だろう。レイジの過去と本ほん性しよう、そして能力を知っているのはこの場では梨々だけだ。

「レイジって人の差さし金がねね？」

　梨々の質問に、羽崎は心臓が飛び出るほど驚いたようだ。

「君は――教祖レイジのことを知っているのか？」

　羽崎の問いに、梨々はうなずく。

　一度しか会ったことはない。直接会話をしたこともない。だけど百色に対するあの恨みは梨々の心の奥に焼きついていた。

『我らは知らぬ。羽崎殿、その者について詳しく説明願えぬだろうか』

「ああ……」

　羽崎はゆっくりと身体を起こすと、ベッドから降りてフラフラと歩き出す。双葉も梨々も、止めようとしたが、羽崎は手を振って椅子に腰掛けた。

「奴ら――ツァコル教とかいう宗教団体は私の弱みにつけこんできたのだ。ククルカンの台座を使えば、私の望みがかなうと言ってきた。もちろん、最初は絵え空そら事ごとだと思ったよ。だが私の目の前で神の力とやらを見せつけられては、信じるしかなかった……」

　苦い顔でレイジのことを話す羽崎。

「神の力？」

　疑問符を浮かべる双葉に、

「錬金術だよ。ククルカンの台座は、錬金術で作られた道具なの」

　冷静に梨々が教える。

　それで双葉とガーゴイルの疑問も解けたようだ。錬金術が関かかわっているとなれば、大たい抵ていの奇跡は納得できてしまうのだ。

「ククルカンの台座は、とある人の手に渡っていた。私は金を出して彼らを雇やとい、盗ませた。そして今夜、百色に盗まれることにして、表の世界から葬ほうむろうとしたのだ……」

　彼もまた、罪を百色になすりつけようとしたのだ。

　梨々の胸に黒い怒りが沸ふつ々ふつと沸わき上がったが、羽崎の辛つらそうな顔を見た途端、すぐにおさまった。反省している人間を責めることは、梨々にはできない。

『しかしあの者は裏切り、燭台を自分だけの物にしようとしたわけだな』

「そうだ……そうなる気はしていた」

『たとえ信じられなくとも、汝は汝の望みをかなえたかったのだな』

　ガーゴイルの問いに、羽崎は力なくうなずいた。

　そうまでしてかなえたい羽崎の望みとは、なんなのだろうか。きっと梨々だけでなく、ガーゴイルや双葉も同じ事を思っているだろう。

　そんな空気を察したのか、羽崎は自みずから話し始める。

「……死んだ妻を蘇よみがえらせたかった。ただそれだけなんだ」

『なんだと』

　それはどんなにお金を積んでも買えないものだ。

「――っておっちゃん！　気持ちはわかるけど、それでほかの奴まで巻きこむこたあねーだろ！」

「それでも……！　悪魔に魂たましいを売っても、私は妻に命を吹きこみたかったのだ！」

　羽崎の目に浮かんだ涙を見て、少したじろぐ双葉。

　建設会社の会長で、地位も名めい誉よも金もある羽崎が手に入れたかったものは、そういうものだったのだ。

「……でもさ。できるのか、そんなこと？」

　うさんくさそうに尋ねる双葉。

　その問いに羽崎が答える前に、

『不可能だ』

　ガーゴイルがあっさりと言った。

『錬金術とは新しい物を作る力だと、兎と轉てん舎しやの主あるじは言っていた。決けして失ったものは取り戻せぬ。不老不死や死者蘇そ生せいは、すべての錬金術師の憧あこがれではあるが、それを成なし遂とげた例は一度たりとも無い』

「だ、だが！　私はこの目で見たんだ！　レイジの部下が燭台に火をともすと、まるで生きていたかのように――」

『だとするならば、それはかりそめの命だ。決して御ご内ない儀ぎが戻ることはない』

「あー、そんな映画あったな……」

　双葉のセリフに梨々も思い出した。たしか死んだ家族を魔術で蘇よみがえらせるのだ。だけど家族はゾンビになって、主人公に襲いかかるという――

「そんな……」

　力なくうなだれる羽崎。気持ちはわかる。これまで金と労力をかけ、さらに道を踏ふみ外はずしてまで手に入れた物が、紛まがい物だったのだ。ショックは大きいだろう。

　でも、もしも羽崎の言っていたことが本当だとすると。

「ねぇ、おじさん。ククルカンの台座って、結局どういう道具なんですか？」

「あれは……命の炎を吹きこむ物だ。私を監視していたレイジの部下が、そう言っていた」

　命の炎。妙に抽ちゆう象しよう的だが、どんな効果があるのかだいたいの想像はつく。

　それを使ってレイジはどうするつもりなのだろうか。

　梨々がレイジの行動を予測しようと考え始めた次の瞬間だった。

『伏せろ！』

　ガーゴイルの叫びに、反射的に梨々は従った。慣れているのだろう、双葉も同時に床に寝そべる。

　氷が割れるような音がした。

　見ると、ガーゴイルが梨々達の頭上に向かって赤い壁を照らし出している。バリアーだ。光線を利用した障しよう壁へき。

　ギン！　ギギギン！

　まばたきをする間に、その障壁に何かがぶつかった。

　パラパラと降ってくるのは――銃弾だった。

「えっ!?」

　一体、誰がどこから撃ってきたのか。真上から降ってきたということは、真上から撃ったに決まっている。しかしそんなことが……。

「ホッホッホ。さすがガーゴイル殿。守ることにかけては世界一だな」

　扉の外から声がした。誰の声か、梨々は確認するまでもなかった。

　ゆっくりと扉が開かれ、そこから予想通りの男が姿を現した。左の目を眼帯で覆おおっている、物腰の柔らかい男。ただ右手には拳銃を、左手には燭台を持っていた。

　燭台の先の、三本のキャンドルには、赤々と炎が灯ともっていた。

　そのキャンドルを頭上に掲かかげ、男は声高らかに叫ぶ。

「ツァッコール！」

　その奇抜なポーズに唖あ然ぜんとする双葉とガーゴイル。

「レイジ……！」

　梨々が憎々しげにその名を呼ぶと、周囲の視線が梨々に集まった。

「おまえが――教祖か!?」

「いかにも。お初にお目にかかる、ミスター羽崎。部下が失礼を働いたようで、謝罪の言葉もない」

　どう見ても噓っぽい仕し草ぐさで、頭を下げるレイジ。バカにしているようにしか見えない。

「侵入者がいるというので、気にはしていたのだが……ホッホッホ、まさかおぬしとは。怪盗百色の娘」

　いつしかレイジの笑みは、蛇が舌なめずりをするような悪意に満ちたものに変わっていた。

「怪盗百色の――娘？」

　羽崎の顔が変わる。

　しかし梨々の視線はレイジから離れない。

「おじさんは、どこ!?」

　カバンに手を入れ、中からカードを取り出した。その数枚を広げ、武器のように構える。殺さつ傷しよう能力を持つカードだ。

「なぜ私が怪盗百色と関係があると？」

「ないわけないでしょ！　おじさんがどこかへ行って、ククルカンの台座のそばにあなたがいて――あなたは、おじさんに組織を潰されたんでしょう!?」

　レイジの銃口は自然と梨々の方を向いていた。

　一般の人とは違い、拳銃の怖さを梨々はよくわかっている。百色との訓練の際、誤射で自分の太ももをかすめたことがあった。それだけで三日学校を休むくらい痛かった。あれで撃たれたら人が死ぬ。その怖さは太ももの比ではないだろう。

　だけど、梨々に恐怖感はなかった。

　なんと言っても、さっきまでガーゴイルに追われていた身だ。

　身体の芯しんまで凍こおりつきそうなガーゴイルの瞳ひとみに比べたら、拳銃くらい。

「それはいかがなものかな？　私はたまたま、ミスター羽崎の警護を務めているだけである。この場に私がいるのは任務上、当然のこと――と、言えば納得するかの？」

　答えは梨々の投とう擲てきだった。

　投げたカードはレイジの頰ほおをかすめ、壁に突き刺さる。カードくらいで人は死なないが、耳がわずかに切れていた。赤い鮮血が一滴、絨じゆう毯たんにこぼれ落ちる。

「おじさんは、どこ!?」

　もう一度、同じ言葉をぶつける梨々。

　耳に手をあてたレイジは、血のついた自分の手をいやらしい舌使いでペロリと舐なめる。そして何を思ったのか、拳銃を真上に向けた。

「いいだろう。おぬしの健けな気げな瞳に免じて答えてやろう。怪盗百色は私たちのアジトに監かん禁きんしておる」

　やっぱり。

　皇帝閣ホテルに忍びこむ前から今まで、さんざん迷い続けていた梨々の悩みが、今ここで確信に変わる。

「神の力がこの手に渡った今、次の狙いは怪盗百色の娘――おぬしだ。その首を百色に見せつけたあと、奴をたっぷりと嬲なぶってやろう」

　レイジが引き金を引くと、真上に向かった銃弾が撃ち出される。

『そうはさせぬ』

　同時に、梨々の眼前にまたガーゴイルの光の障壁が出現した。

　パチンコ玉がガラスに当たるような音がして、障壁は消える。その真下には、ひしゃげた銃弾が転ころがっていた。

「なんだ!?　なんで上に撃ってるのに、梨々に届くんだ!?」

　双葉が驚くが、理由は彼女もわかっているのだろう。燭台の力だ。

　羽崎は、命の炎を吹きこむと言った。

「ホッホッホ、弾丸に命を吹きこんだだけだ――このようにな！」

　また銃を撃つレイジ。クラッカーが弾けるような音が連続で続き、そのたびにガーゴイルがバリアーを出す。梨々の真上から、羽崎の背中から、双葉の足下から、ありとあらゆる角度と方向から悪魔の弾丸が飛んでくる。

　その全てをガーゴイルは叩き落とす。まるで見えているかのように。

「教祖様！」

　すると、レイジを庇かばうように、二人の警備員達が駆け寄ってきた。レイジの部屋に集まっていた、あの警備員達だ。

「斉さい藤とう！　宮みや下した！　おまえ達……よくも！」

　悔くやしそうに羽崎が叫ぶと、後ろの警備員達は無表情で頭を下げる。

「申し訳ありません、会長。ですが教祖様の世界のために、仕方がなかったんです」

「教祖様の、世界だと？」

「はい。教祖様は全ての人間が神に近づけるように取りはからってくれるんです。争いも差別もない、夢のような世界です……我々も、貴方あなたもそこに近づけるのです」

　そう答える警備員達の目は、まるでレイジのようにニヤついていた。

　明らかに正気ではない。薬の力か――催さい眠みん術か。

『大した人望だな。それだけでは足りぬか。汝はその燭台をどうするつもりだ？』

　混乱する部屋の中、冷静に尋ねるガーゴイルに、レイジはかすかに興奮しながら笑う。

「決まっているであろう！　組織の再さい興こうだ！　百色に滅ほろぼされたツァコル教の再建である！　神の力を全ての人間に知らしめるために――だが、そのまえに全てを知ったおぬしらにはツァコルの礎いしずえになってもらう！」

『我にはわけが分からぬ。信仰ならば自分を信じろ。他人を巻きこむな』

　と、ガーゴイルの目から光線が発射された。

　それは梨々に撃った光線とは比べものにならない太さと早さでレイジの胸元に吸いこまれる。

「のわっ！」

　光線と、その衝撃波がレイジを吹き飛ばす。吹き飛ばされたレイジを受け止めようとして、二人の警備員も衝撃に巻きこまれる。廊下の壁に背中を打ちつけ、倒れこむレイジ達。手から燭台と拳銃が落ち、壁に少しヒビが入っていた。

　そんなレイジ達を見て、

「おいガーゴイル！　おまえこれやりすぎだろ！」

　双葉が即座にガーゴイルに蹴りを入れた。ゴロンと転がるガーゴイルは、それでも目の輝きを消さずに倒れたレイジを見据える。

『――まだだ』

　ガーゴイルの言葉と同時に、レイジが立ち上がった。

　まるでどこもケガをしていないようだ。だが確かにレイジの服は焼やけ焦こげ、顔にも煤すすがついている。どうみても無事じゃないのに。

「私は……鉄……どんなものにも屈しない……鋼鉄……！」

　ブツブツとつぶやくレイジ。

　しかし警備員達は昏こん倒とうしたまま動かない。気絶しているようだ。

「お、おい！　あれも燭台の力か!?」

『違うな。奴の体内から異質なものを感じる。あれは……薬物だ。自己暗示をかけることによって、さらに薬の力を引き出している』

　見れば、レイジの表情がおかしくなっていた。笑いは引きつり、右目は虚うつろになっている。本当にゾンビみたいな顔だった。暴力や威圧ではなく、スプラッタの怖さがそこにあった。

「……ホ、ホホホッ」

　レイジは拳銃には目もくれず、燭台を拾い上げる。

　火が消えてしまった燭台を見て、レイジはポケットからジッポライターを取りだし、火をつけた。

「さすが、神の力だ……！」

　ホホホと笑いながら、炎に向かって優しく吐と息いきをかけるレイジ。

　レイジの右目が狂気の光を帯おびた。

「うわっ！」

　双葉の声に振り返る梨々。

　無重力になったのかと思った。部屋の中の全て――ベッドが、クローゼットが、テーブルが、テレビが、電気スタンドが、カーテンが、まるで命を持ったかのように浮かび上がったのだ。

「おぬしらはそこで倒れているがいい！　今からこのホテルの人間どもにも、神の力を見せつけてやろう！」

　高笑いして、レイジは走り去る。

　梨々は即座に追おうとしたが、真横から電気スタンドがものすごい早さで飛んできた。高価そうな、重いスタンドだ。当たればケガで済むだろうか。

　間に合わない。顔を庇かばった次の瞬間、

「あぶねぇっ！」

　飛び出してきた双葉が、ドッジボールのように電気スタンドを受け止めた。しかしスタンドの勢いは止まらず、結果的に双葉と電気スタンドの双方が梨々に直撃した。倒れこむ二人に、さらに襲いかかろうとする電気スタンドだが、ガーゴイルの光線によって一瞬で灰になった。

「あ、ありがとう……」

　照れくさそうにお礼を言う梨々。

「なに言ってんだ。たりめーだろ」

　双葉は鼻を鳴らして梨々に笑いかけた。

『あの燭台は無生物を操あやつる道具のようだな。見えざる水銀が、家具にまとわりついている』

　ガーゴイルは部屋の全ての家具を一人で押さえこんでいた。光線を放つだけではなく、ガーゴイルには念動力のようなものが使えるのだ。

『皆の者、ここは危険だ。部屋から出るのだ』

　ガーゴイルの指示にすぐに従うものは誰もいなかった。

「おっちゃん、捕まれ！」

「あ、ああ……ありがとう。だが一人で歩ける」

　羽崎を連れて、ゆっくりと部屋から出る双葉。

　そんな双葉のことを、梨々は羨うらやましく思う。乱暴でがさつで、自分と同い年なのに、そういう人助けは当然のようにするのだ。この友達は。

　やっぱり、家族の影響なんだと思う。

　だから、梨々は――

『梨々、早くするのだ』

「おい梨々！　なにグズグズしてんだよ！」

　梨々はカバンの中をひっくり返し、中から白いタキシードを取り出す。

　百色が作ってくれた、梨々の宝物だ。

「ごめんね、着替える時間をちょうだい」

「はぁ!?　おまえ、今がどういう時か――」

「わかってるよ！　だから着替えるの！」

　一瞬で梨々は服を脱ぎ、下着姿になる。ワイシャツに袖を通し、ズボンをはき、タキシードに腕を通す。最後に純白のマント。

　この着替えの一つ一つには、百色が用意してくれた道具が仕込まれているのだ。カバンから直接取り出すよりも、ずっと早く取り出せる。

『梨々よ、分かっているのか。その服は我の敵の服だ』

　ガーゴイルの目が光る。

「……うん」

『それでも汝は、己おのれの信じた道を行くのか』

「――さっきの双葉ちゃんを見てて、思ったの。やっぱりガーゴイルさんの影響を受けてるんだなぁって。双葉ちゃんは、誰かを守ることには躊ちゆう躇ちよしないもんね」

　最後にカバンから取り出したシルクハット。

　デュラハンが守ってくれた、大切な帽ぼう子し。

　それを目ま深ぶかにかぶる梨々は、もうガーゴイルに追われていた時のような子供ではなかった。




「だから私は――誰かのために盗む。あの人から、燭台を盗んでみせる」




　胸に手をあてて、ガーゴイルの目をしっかりと見み据すえる梨々。

　ガーゴイルは何かを口ごもっていたが、

『――ますます百色に似てきたな』

　とだけ言った。

　でも、まだまだ怪盗百色には及ばない。

　一番肝かん心じんなものが、梨々には足りていない。ようやっと自覚できるようになった。

　それでも、誰かのためにこの技術を生かしたいのだ。

　そんな彼女の元に、羽崎が近づいてきた。

「頼む……私がこんな事を言うのもなんだが、燭台を奪うばい返かえしてくれ。あれは危険だ。私のような小悪党に使われていい物ではない。それがレイジのような人間なら、なおさらだ」

　自分の数倍は齢よわいを重ねている老人に頭を下げられて、梨々はちょっと戸惑う。だけど人の願いに年齢は関係ない。人種も貧ひん富ぷの差も超えて、困った人の願いをかなえるのが怪盗なのだ。

「よーし、行くぞ！　あの眼帯男、ブッとばしてやる！」

　双葉が両手を打ち鳴らす。

『二人とも危険なことだけはするな』

「あー、そのへんはガーゴイルに任せるから、平気」

『むぅ……』

　すっかり勝手がわかってきた双葉とガーゴイルのやりとりにクスッと笑う梨々。

　いつか自分も、こんな家族関係が築きずけることを願いながら……

「――怪盗白びやく色しき、行きますっ！」

　まだまだ修行が足りない小さな怪盗は、シルクハットのつばを押さえて部屋を飛び出した。
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『結局、ただの失敗作が廃はい棄きされてただけなのよ。見えざる水銀を魔術だか神の力だかと勘違いして作ったのはいいけど、あまりに中途半端な能力しかなかったから、本物の錬金術にとってかわられた――つまり、南米の錬金術の程度が知れる代しろ物ものよ、ククルカンの台座っていうのは』

　世界の全てを見渡すかのように輝いている月。

　その真下に怪盗百色がいた。黒いタキシード、マント、シルクハット。片手にステッキを持ち、もう片方の手には携帯電話。

　ヘリポートを照らす赤いランプに照らされながら、百色は足下の地面がわずかにえぐれているのを発見する。デュラハンが高スピードでジャンプする際、スカートが地面にぶつかることで生しようじる傷だ。証しよう拠こを消すために、帰り道にいつも百色が偽ぎ装そうしているので、よく覚えている。

「ふむ……」

　百色は傷の先に視線を移す。

　皇帝閣ホテルが見えた。今頃あの中は大混乱だろう。ビルから下をのぞくと、地面にはパトカーだけでなく、救急車まで来ている。ホテルから逃げ出した人達がアリのように散らばってゆく。

「それでつまり、あの燭台の能力とは、なんなのだ？」

『あー？　だからさっき言ったでしょーがよ。ちゃんと聞いてんのゴキブリ？』

「いや、一度も言っていないと思うが」

『あれ、そーだっけ？　まぁいいわ』

　電話の向こうのお姉さんは軽く咳せき払ばらいをすると、こう説明する。

『つまりね、微量な見えざる水銀を放射して、物体にまとわりつかせるの。そんでもって、操あやつり人形みたいに操作する道具ってワケ。本当に見えないくらい微量だから、誰もわからないの』

「まさにタネも仕し掛かけもございません、というやつだな」

『タネも仕掛けもあるんだけどね。手て品じな師しでも見破れないから、そういうことになるのか』

　百色は胸ポケットからアンカー銃を取り出すと、簡単に狙いをつけて皇帝閣ホテルの屋上に撃つ。銃からロープのついた鈎かぎ縄なわが飛び出し、数秒の後、がっしりとした感かん触しよくが百色の腕をひっぱった。

「で、それはなんの役に立つんだ？　子供のウケを狙う分には役立ちそうだが」

『だから、役に立たないのよ。物を動かすってだけ。使いようによっては、ポルターガイストごっこなんてできるだろうけど……でも、神秘の力を心から信じてる人達には、神の力だって言っても通用しそうだけどね』

「かけだしの泥棒がガーゴイルくんを見たら、それだけで戦意喪そう失しつするようなものか」

『実際に使われた記録もあったわ。集団催眠に使われてたみたい。これはツァコル教じゃなかったんだけど。どこもやるこた一緒ね』

「そうだな。まぁ使えるからこそレイジも欲しがったんだろうが」

　アンカー銃からロープを取り外し、こちら側の先端にも鈎かぎ爪づめをつける。皇帝閣ホテルまで続く百メートルほどの長いロープ。いったい銃のどこら辺に収まっていたのかはさておき、百色は二つのビルを繋つなぐロープの上に、散歩でもするような足取りで乗った。

　海からの風などお構いなしに、百色はたわむロープの上を闊かつ歩ぽする。

『錬金術を用もちいた道具には、もっともっと怖～いブツがいっぱいあるのよ。ククルカンの台座は、有用性で言ったら下げの下げね。手品くらい。だけどその手品で、大勢の人間が死ぬかもしれないって思うと……』

「わかってる。錬金術の名を汚けがすような真ま似ねはさせない」

『そうじゃなくて……心配じゃないの？　梨々ちゃんのこと』

「それとこれとはまた話は別だ。悪いことをするのなら、相そう応おうの覚かく悟ごはするようにといつも教育している」

『あ、そ』

　ロープの上を歩きながら、鼻歌でも歌うように電話を続ける百色。

　しかし微妙に早足になっているところを見るに、少しは心配しているのだろう。

「まぁガーゴイルくんもいるしね。死にはしないだろう」

『敵なのに、信じてるんだ？』

「ああ。それは職業意識を越えた問題だ。善人でも悪人でも、助けを求められれば助ける。それがガーゴイルくんだ。まぁ、それを差し引いても、梨々ちゃんはケガの一つは負っているだろうけどね。それは自己責任だ」

『最悪ね、アンタ』

「彼女も危険を覚悟しているからこそ、ここに来たんだ。そんな覚悟を踏みにじるわけにはいかない」

　笑う百色だが、ふと思い直す。

「そうだな……なんらかの失敗はあるのだろうが、もしも私がたどり着くまでに無ぶ事じだったのなら、梨々ちゃんは怪盗に一番必要な資質を持っているのかもしれないな」

『何よそれ』

「おっと、そろそろホテルに着く。ありがとう、情報をくれて」

『べっつにー。あんたなんて死んじゃってもいいけど、梨々ちゃんは別だからね。てゆーかアンタとっとと死ぬか捕まるかしなさい』

「考えておこう」

『……ああ、そういうことか』

「ん？」

『いや、怪盗に一番必要な資質。あんたも持ってるわ、確かに』

「そうかな」

『そーよ。だから必要ないかもしれないけど、言っておく』

　お姉さんは呆あきれたような溜ため息いきを交まじえて、

『――幸運をグツドラツク』

　そうつぶやいて電話を切った。

　同時に百色の足が皇帝閣ホテルの屋おく上じようのコンクリートを踏む。

　殺さつ風ぷう景けいな屋上に、力なくへたりこんでいるデュラハンがいた。全身に穴が開いており、片腕が千ち切ぎれて近くに転がっていた。機械のような外見をしているのに、煙一つ出さないところが錬金術の兵器である証拠だ。

「デュラハン……」

　百色が近づくと、デュラハンの身体がわずかに持ち上がった。

「動けるか？」

『ルルル……モウ、ソロソロ……』

「無理をするな。人間だったら死んでいる傷だ」

『ヒャクシキ……ゴメン、オレ、マケタ』

「気にするな。ガーゴイルくんが相手だからな」

　それ以外にデュラハンにここまで手傷を負わせられる存在を、百色は知らない。

「下では何が起こっている？」

『ルゥ……ヨク、ワカラナイ。ミンナ、ニゲテル』

　百色は下を見た。コンクリートタイルしか見えないが、ここを何メートルか下れば盛大なパーティが行われているのだろう。

『ルルルルルル！』

「おい、デュラハン!?」

　急に立ち上がろうとするデュラハン。

　しかしバランスが取れずに、また倒れこんでしまう。ある程度の自己修復が終わるには、時間がかかるだろう。体内で万能薬パナケアを循じゆん環かんさせている植物女のオシリスとはわけが違うのだ。

　だが倒れたデュラハンは、片腕だけを使って器用に立ち上がろうとする。

『オレ、リリ、マモラナキャ……！』

「馬鹿を言うな！　完全に壊れてしまうぞ！」

　すぐに百色が駆け寄り、何百キロもある機械の身体を支ささえようとする。倒れそうになるデュラハンは、なんとかバランスを持ち直し、百色にもたれかかる。

　百色の身体も潰つぶれそうになるが、デュラハンが自分で起きあがってくれたので負ふ担たんは少なかった。

「そこで寝ていろ！　梨々ちゃんは私が連れてくる」

『ダメ……オレ、リリ、マモル……！』

「だめだ！　これは命令だ！」

『ルルルル……ソレ、コヨウケイヤク？』

「馬鹿者！」

　がつん、と硬い音がした。

　百色が拳こぶしでデュラハンを殴ったのだ。デュラハンにはなんの痛みもなく、百色の拳は真っ赤に腫はれた。

『ルルルル？』

　百色は本気で怒っていた。命を粗そ末まつにするものは、たとえ誰だろうと怒る。ましてやそれが自分の近しい者だったらなおさらだ。

「いいかデュラハン、梨々ちゃんを守るのは君の役目だ。だがしかし、それで君が壊れていいわけはない！　もしもそうなったら、梨々ちゃんがどれだけ悲しむかわかっているのか!?　最後までじゃない、ずっと守り通すのが騎士の役目だろう！」

『ルゥ……』

　百色の腕がデュラハンを持ち上げる。自分の体重の数倍もある身体を、全体重をかけて支える。

　来た時と同じような姿でデュラハンを座らせると、百色はマントを翻ひるがえらせて歩き始めた。デュラハンはおとなしく座ったまま。

「だから、ちゃんと傷を治すんだ。元気な姿で梨々ちゃんを助けてくれ」

『ルル……ワカッタ』

　屋上からホテルへ続くドアを見つけた。

　ノブを捻ひねりながら、百色は白騎士に向かって笑いかける。

「そして、みんなで帰ろう。家族三人、一緒にだ！」

　夜風を背に受けながら、怪盗百色は家族と友達の待っている戦場へ走り出した。







































「ガーゴイル！　あの眼がん帯たい男の居場所がわかるのか!?」

『移動しているな。階段を使って徐々に上に昇っている』

　双ふた葉ばとガーゴイルが怒ど鳴なるようにして言い合うのを背中で聞きながら、梨り々りはレイジを追って走る。

　今や皇こう帝てい閣かくホテルの中で、まともに動ける人間は少ない。客は全すべて羽は崎さきの指示で外に避ひ難なんさせた。下の階は大騒ぎになっているが、羽崎が警察と警備員を一瞬で掌しよう握あくし、自みずからも人を誘ゆう導どうしている。さすが会長。

『む』

　広い階段の前には、白いローブを着た集団が待ち構えていた。五階のホールで梨々が見た二人組もいる。その上、ホテルのコックや客もいた。どこから調達したのか、全員が小銃をこちらに向けていた。

　その中の一人、日本人の信者が叫ぶ。

「きょうそさまを守るんだ！」

　叫んだのは、子供だった。梨々がサッカーボールを当てそうになった下級生と、同じくらいの年頃の。

　しかし双葉も梨々も立ち止まらなかった。レイジを信じる集団に向かって、全力で走る。レイジを倒すことは、彼らを救うことにも繋つながるのだ。

「ツァッコール！」

　当然、彼らは引き金を引いた。誰もいないのをいいことに、ストレス解消のようにフルオートで撃っている。力のない女性や子供は、その衝しよう撃げきにひっくり返る。だが弾だん丸がんが梨々たちに届く前に、ガーゴイルのバリアが弾たまを防いでくれた。

『汝なんじらもいい加か減げん目を覚ますのだ。神の力など、この世には存在しない』

　そしてガーゴイルの光線がローブ集団をなぎ払う。銃を壊され、身体からだを吹き飛ばされ、倒れこむ信者達。これだけの銃撃戦の中、ケガをさせないように気絶させるガーゴイルの技術は流石さすがというほかなかった。

　白いマントとポニーテールが翻ひるがえる。

　ローブ集団を飛び越えた梨々と双葉は、そのまま階段を昇ってレイジを追う。

「危ない、双葉ちゃん！」

　階段の上から、招まねき猫ねこが降ってきた。プロ野球選手が全力で投げた硬球ほどの早さで、双葉の顔面を狙ねらっている。ククルカンの台座の力で動かしたのだ。

「はっ！」

　梨々は双葉の真正面に躍り出ると、ステッキを正せい眼がんに構え、斬きりつけるように招き猫を叩たたき落とした。ふぅ、と息を吐ついて残心している間にも、レイジが放はなったであろう本棚やパソコンやサボテンの植うえ木き鉢ばちが階上から飛んでくる。

『むぅ！』

　本棚を光の剣で叩たたき割わるガーゴイル。

「おらぁっ！」

　パソコンを跳とび蹴げりで叩き落とす双葉。

「えいっ！」

　サボテンをステッキのフルスイングで叩き飛ばす梨々。

　落とされた物たちは見えざる水銀の効果がきれたのか、ただの物体に戻る。階段の上からレイジの高笑いが聞こえてきた。

「素晴らしい！　さすがは世界最高の神の力、ガーゴイル！　そして怪かい盗とう百ひやく色しきの娘！」

「あたしは何もなしかよ！」

　双葉がブチ切れるが、レイジの笑い声は止まらない。

「ホッホッホ。だが、これでも止められるかな？」

　レイジの声が静まった瞬間。

　がくん、と身体が下にひっぱられた。なんと階段が坂のように真まっ平たいらになっているではないか。

「きゃああああっ！」

　坂を滑すべり落おちる梨々と双葉。その上からガーゴイルがゴロゴロ転がってきたので、倒れる余裕もなく二人はガーゴイルから逃げた。転がったガーゴイルは、そのまま倒れているレイジの部下達に激突。ボーリングならストライクだ。

「あんにゃろ～……あんなドリフのような芸マ当ネ、どこで覚えやがった！」

「双葉ちゃん、驚くところそこじゃないから」

　冷静に梨々がツッコむ。

「階段が動いてるの、おかしいでしょ!?」

「あーそっか……なんでだ!?」

　今さら驚く双葉。その時には、もう梨々とガーゴイルは結論を導みちびいている。

『奴め……この建たて物もの全体を操あやつるつもりか』

「そんなことって、できるのかよ!?」

『今こうして階段が変形しているのだ。可能なのだろう』

「それってインチキじゃねぇか！」

「まぁまぁ双葉ちゃん、怒ってもしょうがないよ」

　頭のてっぺんから湯ゆ気げを出して怒る双葉をなだめる梨々は、余裕の表情でウインクする。

「インチキにはインチキで対抗よ。ね、ガーゴイルさん？」

『うむ。向こうが手段を選ばぬのであれば、こちらとて容よう赦しやはしない』

　笑顔で指を鳴らす梨々と、いつもの表情で目を輝かせるガーゴイル。

「……なんかあたしよりも気合い入ってないか、お前ら？」

　双葉が頭を掻かいて苦笑したその時だった。

　まるで壁がひしゃげるような音がしたので振り返ると、壁が動き始めていた。エレベーターや下に降りる階段が、まるで呑のみこまれているように壁に覆おおい尽つくされる。これでは上の階以外に移動できない。

「なんのつもり!?」

　梨々が上に向かって吠ほえると、どこからか声が聞こえてきた。おそらく壁を操り、穴を開けて即席の伝声管のようなものを作っているのだろう。

「最初に言ったであろう？　おぬしらにはツァコルの礎いしずえになってもらうと。逃げ道をふさいだだけである！」

「って……あの人達は!?」

「ホッホッホ。わが子らはツァコルの教えに身を捧ささげた者。命など惜おしくはない！」

　梨々はローブ集団を見る。全員、ガーゴイルによって倒され、気絶している。

　と、ガーゴイルがその中の一人、日本人のコックの前に座った。

　何かがパチン、と弾はじけるような音がすると、コックはいきなり目を覚ます。

「あ、あれ……？　俺、何やってたんだ……？」

『気がついたか。汝は今までのことを覚えているか？』

「え？　えっと……あれ？　なんか、眼帯の人に、変なお香こうをかがされて……あれ、俺、それから何やってたんだ？」

　同様に、倒れている全ての人間をガーゴイルが起こす。そして、レイジの洗脳を解いていく。どういう技術なのか、梨々にはわからない。しかし目覚めに良い「覚かく醒せい光線」を目から出せる万ばん能のう石像のガーゴイルだ。洗脳を覚ます光線も使えるのだろう。

「私、何やってたのかしら……」

「うう、あれ、待ち合わせの時間……」

「ママ？　ママ……？」

　全員正気に戻ると、ガーゴイルは一人一人の健康状態を確かめる。レイジを追いたかったが、梨々も双葉もそれを手伝った。どうやら外傷はないようだが、皆が一いつ斉せいに証言する「変なお香」の効果か、頭がフラフラしているようだ。

　そして、その香の力を借りなかった者達――元からツァコル教の信者だった者達は、ガーゴイルの力に抵てい抗こうもできず、おとなしく降こう伏ふくした。

「俺達をどうするつもりだ？」

　日本語のわかる男――サングラスをかけている――が、ガーゴイルに訊きいた。

『それは奴に聞くがよい。奴は汝らがこの建物で死のうと構かまわないと言っているぞ』

「なんだと？」

　サングラスの男は壁で閉じられたエレベーターを見て愕がく然ぜんとする。

「そんな!?　我々は一緒に神の世界へ行けるからと、今までついてきたのに！」

「その神の世界とやらのチケットは、一枚しかないっぽいぜ」

　双葉が上を指さす。

　サングラスの男は上に向かって、あらん限りの声で叫ぶ。

「教祖様！　お助け下さい！」

「お助け下さい！」

　男に倣ならって、一いつ斉せいに上に向かって叫ぶツァコル教の信者。

　しかしレイジの声はそれきりぷつりとやんでいた。壁を叩いても、泣き叫んでも、反応はない。そればかりか、壁の一部がせり出してローブ集団を叩き飛ばそうとする。

『これでわかったろう、奴の本ほん性しようが』

「……！」

　がくりと膝ひざをつく、ローブ集団。エサにつられて悪事を重かさねたことは救いようがないが、それでも今の境きよう遇ぐうには同情を禁きんじ得えない。

『さぁ、どうする。ここで死ぬか、裁さばきを受けるか、選べ』

　その容よう赦しやのない声に、サングラスの男は全すべてを失ったような顔で、つぶやいた。

「…………助けて……くれ……」

　ガーゴイルは一瞬だけ目を輝かせ、

『よかろう。助けてやる』

　すぐにガーゴイルの目から捕ほ縛ばく光線が照しよう射しやされ、ローブの集団全員をグルグル巻きにする。

『むん！』

　次にガーゴイルの全身が金色に光ったかと思うと、その身体を中心に四し角かく錐すいが現れた。まるでドリルのようなそのピラミッドを回転させ、ホテルの壁に勢いよくぶつける。発はつ泡ぽうスチロールでも扱っているかのように、あっさりと外へ続く穴が開いた。

『警察で悔くい改あらためるのだぞ』

　そう言うと、ガーゴイルはローブ集団を一斉に穴から叩き落とした。閉じこめられた時よりも絶望的な悲ひ鳴めいをあげて落下していく集団だが、ガーゴイルのことだ、きっと地面に落ちても無事なように守ってくれているのだろう。

　地上で一ひと際きわ大きな声が上がった。無事に下までたどり着いたらしい。

『汝らも集まれ』

　と、レイジに操られていた人達を集めるガーゴイル。

「ありがとうございます！」

　彼らは光線で作られた膜まくによって優しくガードされ、同じ穴からシャボン玉のようにゆったりとしたスピードで落下していった。

『さて、次は汝らだ。今なら間に合うぞ』

　ガーゴイルは梨々と双葉を見た。

　梨々と双葉も、お互いを見る。

「ここまで来たら最後まで行くっきゃねーだろ！　あの眼帯男、関係ない人まで操った上、自分の仲間を見捨てやがったんだぜ！　あたしゃ友達を見捨てる奴は絶対に許さねーぞ！」

「双葉ちゃんの意見に賛成！　おじさんのカタキを討うつまで帰らないよ！」

　別に百色は死んではいないのだが、梨々の心こころ意い気きという奴である。

『むぅ……梨々はともかく、双葉は誰に似たのだか……』

　溜ため息いきのような声を出すガーゴイル。

『仕方ない。危険な真似だけはするでないぞ』

　その言葉こそ、今さらな気がする梨々だった。







　ガーゴイルの見立てでは、二十階建てのホテルの十七階にレイジはいるとのこと。

　頭に叩きこんだ見取り図を思い出す梨々。たしかあそこは宴会や披ひ露ろう宴えん用の大食堂があったはず。パンフレットで写真を見たが、お姫様でも出てきそうなほど豪ごう華かな会場だった。

　エレベーターは物理的に封ふう鎖さされていたので、階段で十七階まで上る。幸運なのか作戦なのか、それまでレイジによる妨ぼう害がいは一いつ切さいなかった。

　それにしても、上ったり下ったりと大変な夜だ。

「おーし、もうすぐだな！」

　双葉が絨じゆう毯たんの敷き詰められた廊下を走り出そうとした時、

「待って、双葉ちゃん！」

　梨々が素早く双葉のポニーテールをひっぱった。鈍にぶい音と一緒に後ろに倒れこんだ双葉は言葉にならないうめき声を上げながら首を押さえる。

「てめぇ……梨々！　あにすんだよ！」

　転がる双葉に申し訳なさそうな顔をして、梨々はその場にしゃがみこむ。

「あ、やっぱり」

　見えないくらい細いピアノ線が張ってあった。

　古典的なブービートラップだ。銃を持ってホテルを占せん拠きよしようとした点といい、どうも行動がテロリスト臭くさいと梨々は思っていたのだ。

　少しだけ絨毯をめくると、廊ろう下かの端はしに手しゆ榴りゆう弾だんがセットしてあった。

「すげぇ梨々！　よくわかったな！」

「目には自信あるのよ、私」

　胸を反そらす梨々だが、見つけたブービートラップの処理まではわからない。さすがに怪盗百色も爆発物の処理方法までは教えてくれなかった。

「ガーゴイルさん、なんとかできる？」

『やってみよう』

　ガーゴイルの目から、青い光線が照射された。それは手榴弾を包みこむようにして小さく丸くなる。

『よし、爆発させろ』

「えっ!?」

「おし」

　驚く梨々とは対照的に、双葉はあっさりとピアノ線を踏んづけた。梨々が軽く目を覆うが、青い光に包まれた手榴弾は、ポス、と情けない音を立てて粉こな々ごなになってしまった。

『爆発をあの光の内部に留とどめておいた』

「バリアの中に封じこめたのか。すげーなガーゴイル」

『うむ。我も双葉の見ている電テ視レ機ビで勉強しているからな』

　自慢げに話すガーゴイル。普通なら特殊な道具やら手順やらでかなりの時間をかけるのに。やっぱりガーゴイルは最大級のインチキだと梨々は思う。

　そうして梨々が見つけたトラップをガーゴイルが処理するという形で先に進む。

「ここね……」

　十七階のホールの入り口は、大きく開かれていた。

　まるで御ご色しき第一小学校の体育館のような広さのホールだ。頭上にはシャンデリア。正面から見て、丸いテーブルが左右四つずつ置かれている。テーブルの上にはワイングラスが伏せられており、皿が置かれている。百色が来るという時にパーティを行おこなう人はいないのだろう。グラスと皿は、見学客に見せるためのディスプレイだ。

　テーブルの奥には司会席があった。

　そこに立っているのは――

「ツァッコール！」

　両腕を頭上で交差させて、ホール全体に響く声で叫んでいる男がひとり。

「ようこそ！　新しい神の世界へ！」

　芝居がかった仕草で手を広げるのは、言うまでもない、レイジだ。

　彼の前にあるテーブルには、ククルカンの台座が置かれてある。こうしてみると結婚式のキャンドルサービスのようにも見える。蛇の形をした気持ち悪いキャンドルサービスなんて嫌だが。

「レイジ……！」

　梨々は眼帯の男を睨にらみつける。ここまで人を許せないと思ったのは生まれて初めてだった。百色に出会うまでは、受動的だった梨々だが、この男だけはどうにかしてやりたいと心から思う。

「その恰かつ好こう、なかなか似合っておるぞ。怪盗百色の娘」

「うるさいっ！　燭しよく台だいを返しなさい！」

　梨々の声がホールに響く。

　何か妙な違和感があると思ったら、音がなかった。普段はこういうホールにはたくさんの人が集まっているものだ。

　それが今、このホテルの中には梨々と双葉とレイジとガーゴイルしかいない。館内放送もない。こんなに静かなのに、心しん臓ぞうの音は徐々に高まっていく。

「おぬしらは運がいい。この場でこうして神の力を目まの当あたりにできるのだから」

『そこまでにしておけ』

　いつのまにかテーブルの上にガーゴイルが乗っていた。

『何が神の力だ。錬れん金きん術じゆつは皆のために開発された技術だ。貴様一人の私利私欲を満たすためだけに存在しているのではない』

「私利私欲？　ホッホッホ、とんでもない」

　レイジは哄こう笑しようしながら燭台を手に取った。

「私は神の力を体現しているだけだ。全ては神の意志であり、神の御み業わざなのだ」

『では無関係の人間を操り、百色に復ふく讐しゆうし梨々を襲おそったのも神の意志だとでも言うのか』

「その通り。特にあの男は私達の心の拠より所どころを奪うばった、世界最大の悪人である」

『ふむ……まぁ、世界最大の悪人というところは同意しよう』

「すんな！」

　と、双葉がパンチでガーゴイルをテーブルから叩き落とした。

　そんなコントには反応せず、ニヤついた笑いを顔に貼はりつけているレイジ。

「悪人には裁さばきが必要であるからして、これは善行だ。きっと偉い大だいなる神ツァコルも、私のことを認めてくださるに違いない！　ホホホホホホ！」

『ふん――詭き弁べんはそれで終わりか』

　ガーゴイルの声は遠くからした。

　たった一瞬でガーゴイルはレイジの近くのテーブルまで移動していたのだ。

『その程度の言い訳ならば、子供でもできる。たとえ貴様がどれだけ神に殉じゆんじようとも、仲間を見捨てた時点で神に愛されるはずはない』

「なん……だと？」

　レイジの顔色が変わった。

『貴様が信しん仰こうしているのがどんな神かは知らぬ。だが家族や友人をないがしろにしてまで、その威い光こうを振りかざすような神ならば――存在する価か値ちがない』

　ガーゴイルの瞳が強い光を放つ。

　屋上で梨々に向けたものの数倍は強い光だ。このホールをメチャクチャにするだけの威力が、今のガーゴイルに集められている。

「私の神を……愚ぐ弄ろうするか……？」

『違う。我が愚弄しているのは貴様だ。過去さまざまな人間を相手にしてきたが、貴様のような人間は初めてだ。仲間を見捨て、他者を害し、他者に害させ、全ての責任を神に転てん嫁かし――それでも正義と言い張るのか』

「貴様……貴様……！」

　ククルカンの台座を強く握りしめるレイジ。

　神を汚けがされたことがそれほどまで悔くやしいのだろうか。

　いや。梨々の目には、今のレイジには信仰心のかけらもないように見えた。

　ただの、感情に任せて怒り狂っている情けない大人に見えた。

『大方、仲間を見捨てたのも計画的なのだろう。強い力を持てば、それを独り占めしたくなる。まさに双葉の見ていた電テ視レ機ビに出てくる、底の浅い悪役だな』

「黙だまれぇっ！」

　レイジが燭台を振りかざす。

　すると全てのテーブルからナイフとフォークが浮かび上がり、合計百本近いそれがガーゴイルに向かって降ふり注そそいだ。

『無む駄だだ。ほかの者ならばいざ知らず、我にそのような攻撃は効きかぬ』

　鉄でできた雨のようなその攻撃に対し、ガーゴイルは何もしなかった。ただナイフとフォークを身体で跳ね返しただけだ。折れ曲がり、散らばる食器は無む惨ざんにもホールの床に不協和音を奏かなでる、ただの打楽器に成り果てていた。

「あ、ああ……」

　一歩、後じさるレイジ。

　ガーゴイルの目は、最初から最後までその男に向けられていた。

『錬れん金きん術じゆつの名を汚し、我が友を傷つけ、罪のない者たちを操り、羽崎氏の気持ちを弄もてあそび、燭台を盗んだ罪、万ばん死しに値あたいする――』

　レイジはその光に怯おびえ、今にも背を向けて走り出しそうになる。

『――覚悟せよ！』

　ガーゴイルの目から最も太く、熱い光線が放たれた。

　これで全てが終わる。梨々はそう思った。

　だが閃せん光こうの向こうで、レイジがしてやったり、という顔で笑うのが見えた。

　ガーゴイルの瞳に合わせて、ククルカンの台座が強い閃光を放つ。まるで共きよう鳴めいしているかのように。

「ホホホホホ……これだ！　神の力が合わされば、より強い力を手に入れられる！」

『むぅ!?』

　レイジが燭台を手にすると、ガーゴイルの光線は燭台にまとわりついた。その勢いを相そう殺さいされて、おとなしくなる光線。そう、まるで燭台が光線を吸い取ったかのようだ。

『貴様……我の光線を操ったのか!?』

「その通り！　物体を操るのが『見えざる水銀』と呼ばれる物だということはすでに調べてある！　だとしたら『見えざる水銀』を『見えざる水銀』で操ることも不可能ではないはず！」

　そしてレイジは燭台をガーゴイルに向け、強く叫ぶ。

「その身に受けよ、神の力を！」

　レイジの絶ぜつ叫きようと共に、燭台からガーゴイル以上の光線が放はなたれた。血のように赤い光を放ち、一瞬にしてガーゴイルの身体を吹き飛ばす。

「ガーゴイル！」

「ガーゴイルさん！」

　ただでさえデュラハンとの戦いで傷を負おった身体。そこへ自みずからが本気で撃った光線以上の攻撃力をぶつけられたら――

「ホッホッホッホ……ホオーッホホホホホホホ！」

　ガーゴイルは倒れて動かなくなった。電でん池ちの切れたおもちゃのように、その場に倒れる。デュラハン達はともかく、人間相手なら負けることがないと思っていた。あの百色ですら手玉に取られたのだ。

　梨々ですらそう思っているのだから、いつも一緒に暮らしている双葉などは……。

「ガーゴイル！」

　信じていた門番にダッシュで駆け寄る双葉。

　しかし双葉はガーゴイルまで近寄れなかった。

　レイジが燭台の力を使って、ホールの床に穴を開けたのだ。真下に向かってガーゴイルが真まっ逆さかさまに落下していくと、床の穴はすぐに閉じた。物が落ちる音が聞こえない。きっと穴は一階まで続いているのだろう。

　残ったのは、小学五年生の女の子二人。

「さて……」

　レイジは視線を梨々に向けた。

「怪盗百色の娘。そろそろおぬしにも消えてもらおうか」

　まだガーゴイルの力が残っている燭台を持ち、こちらに向けてかざす。

　ガーゴイルに撃うたれた時のことを思い出し、身体が小さく震ふるえる。

　でも。

「やれるもんなら、やってみなさいよ！」

　もう梨々は怖がらない。泣かないと決めたのだ。

　メソメソしている怪盗なんて、似合わないから。

　懐ふところからカードを取り出し、レイジに投げつける。その程度の攻撃は遊びに過ぎないとでも思ったのだろう。レイジは無視して燭台の輝きを梨々に向けた。

「あぶねぇっ！」

　いきなり双葉がレイジに抱きついた。倒れこむ寸前、レイジが放った燭台の光線は、梨々の真横を通って、ホールの壁に穴を開けた。真後ろから吹き荒れる爆風がマントをはためかせる。あれに当たっていれば、即死だっただろう。

「双葉ちゃん！」

　友達を助けることのみを考えて、梨々は走った。

「私の邪魔をするな、娘！」

　その間にもレイジはむりやり双葉を引きはがし、燭台の光線を至近距離から浴あびせようとする。

　跳ちよう躍やくする白い怪盗。

　テーブルに立ち、さらにレイジに向けて飛ぶ。

「うああああああっ！」

　マントから取り出したステッキを投げつけた。回転しながら飛んでいくステッキを、レイジは燭台の一振りで弾はじく。狙いがこちらに変わる。

　その間も梨々は走ることを止めない。テーブルとテーブルの間を飛び越しながら、少しでもレイジとの距離を縮ちぢめる。

　懐を探りながら、恩師の言葉を思い出す。

　――切り札は、最後に使うから切り札なんだ。

　そして、もう一つの言葉。

　――拳銃は最後の武器！

　人に向けて撃ったのは、マスタード銃だけだ。実弾の出る銃は訓練でしか撃たなかった。その時に何度も何度も何度も言われてきた。実弾に当たれば、人が死ぬと。

　だから狙いは慎しん重ちように。双葉を助けるために、できるだけ早く。

　ずっしりとした感かん触しよくの、黒光りする拳銃。それはザウエルＰ２３９という、百色がガーゴイルと本気で戦った時に使った銃だった。

「あたって！」

　テーブルの上で一瞬立ち止まり、そのわずかな時間で狙いをつけ、引き金を絞った。

　反動で後ろにひっくり返る梨々。

「ぬぅっ！」

　テーブルから転がり落ちて、弾が当たったのかどうか見えなかった。でも、狙い通りに弾は当たった。

　カラカラと何かが転がる音。レイジの燭台を弾き飛ばしたのだ。

　奇跡的な確率かもしれない。もう二度とやりたくない冒険だった。

「双葉ちゃん、逃げて！」

　倒れたまま、梨々は叫んだ。

「おっしゃ！」

　声に反応した双葉が走る音が聞こえた。

　すべて解決。ちょっと自分の腕に感心すると共に、教えてくれた百色に感謝する梨々。

　テーブルに手をかけ、なんとか立ち上がる。

　顔を出した梨々の額ひたいに、銃が突つきつけられた。

「ホッホッホ……そういえば拳コ銃レの存在を忘れていたぞ。私もこちらの方が使い慣れている。思い出させてくれて感謝するぞ、怪盗百色の娘」

　さっきまで梨々が立っていたテーブルの上に、レイジが立っていた。

「……私は処しよ刑けい人にん…………悪を滅する処刑人…………罪の意識など感じない…………」

　銃口の冷たい感かん触しよくが額から心臓に伝わってくる。

　それでも梨々は怯おびえた顔は出さず、キッとレイジを睨み上げる。

「だぁぁぁぁぁっ！」

　いきなりレイジの身体が横に吹っ飛んだ。また双葉がドロップキックで弾はじき飛とばしたのだ。テーブルから転げ落ち、砕くだけたワイングラスの上に乗ってしまったため、体中を切り傷だらけにしてしまうレイジ。

「双葉ちゃん！　なんで逃げないの！」

「うるせぇ！　友達を守るのに理由なんているか！」

　梨々の前に立ちはだかり、庇かばおうとする双葉。梨々よりもずっと小さい身長なのに、どうしてこの子は守ろうとするのか。守る気になれるのか。

「いい加減にしろ、この小娘！」

　だがレイジはすぐに立ち上がり、双葉に銃口を向けた。

　今度は警告なしで発砲する気だ。

　間に合うかどうかわからない。それでも双葉を撃たせるわけにはいかない。梨々の手が自然にポケットのカードに触れ、投とう擲てきしようとした時。

「いい加減にするのは君の方だ」

　レイジの後頭部に銃が突きつけられていた。

　そこに立っているのは――

「おじさん！」

「百色！」

　黒いマントを翻ひるがえらせ、シルクハットのつばを押さえながら、怪盗百色は不敵に笑っていた。唐とう突とつだがオイシイ所をかっさらっていく、百色らしい登場だった。

「怪盗百色……なぜ……!?」

「答えは彼女達の安全と引き替えだ。銃を捨てろ、レイジ・マルケス」

　しばらく膠こう着ちやく状態が続いたが、やがてレイジは拳銃に安全装置をかけ、床に捨てた。

　百色は銃を突きつけたまま、梨々達に向かって呼びかける。

「梨々ちゃん、無事か？」

「うん！」

「あとでお仕し置おきだ」

「……はい」

　しゅんとなる梨々。

　こうなることも覚悟してたけど、やっぱり悲しい。

「双葉ちゃんも無事か？　ガーゴイルくんは？」

「あたしもへーき。ガーゴイルは……そのうち戻ってくるだろ」

「なんだ、いないのか……じゃあ、手て柄がらは私一人でイタダキだな」

　楽しそうに笑う百色。

　しかしそんな百色に銃を向けられながら、レイジもまた笑っていた。

「ホッホッホ……」

「どうしたレイジ。何か悪いものでも食べたか？」

　こんなときでもこんな会話をするところが、百色らしい。

　レイジもまた百色の誘いに乗るように、

「いや、大したものは食べていない……こんなものくらいかな！」

「っ！」

　突然振り向いたレイジが、百色の両肩に手を置いた。あまりに突然のことだったので、百色も反応できなかった。

「おじさん！」

　梨々が悲鳴をあげる。彼女達にはレイジがストロボをたいたように見えた。それがレイジから放たれた光線だと知るのは、百色がそれに撃たれた直後だった。

「うわっ！」

　ほとんど条件反射に近い動きで、レイジから顔をそむける百色。光線は百色の頰ほおをかすめて近くのテーブルを破壊するが、その衝撃波だけで百色は倒れてしまった。

「おじさん！」

　駆け寄ろうとする梨々。

「動くな！」

　こちらを向いたレイジの――眼帯から煙けむりが上っていた。

　あの中に光線を射しや出しゆつする装そう置ちを隠していたのだ。きっとあれも錬金術の力。

「くぅ……っ！」

　頰から血を流しながら、百色がよろよろと立ち上がる。傷自体は大した事なさそうだが、ひょっとしてあの光線には毒のようなものが含ふくまれているのだろうか。道具云うん々ぬんよりレイジの性格を考えれば、ない話でもない。

「どうだ百色！　ククルカンの台座の前に、我々が発見した神の力だ！　私は『ビトルの牙きば』と名付けたがの！」

　その名前はククルカンを調べていた時に見た覚えがあった。やっぱりマヤの神様だ。ツァコルとは対になる神様だ。

「確かに……なぜだか知らないが、動けないな……」

「本来なら立ち上がることも難しいはずだ。ホッホッホ、ちょうどいい。そこで見ていてもらおう。お前の娘と、その友達が死ぬ様をな」

　百色はステッキにもたれかかるように立ちつつ、レイジにはあくまで不ふ敵てきな笑みを向ける。

「それは……遠えん慮りよする…………仮に私が許しても、あいつが許さない」

「あいつ？」

　レイジが首をかしげながら拳銃を拾い上げた時。

『ルルルルルルルルルルルルルルルルルル！』

　爆音と衝しよう撃げき。

　ホールの天てん井じようが爆発したように見えた。

　シャンデリアを破壊し、床をめりこませて落下する機械の白騎士。片腕はなく、全身を穴だらけにし、身体の一部からは見えざる水銀が気化してスパークしている。

「神の使徒！」

『オレ、ソンナ、ナマエ、チガウ！』

　銃口をレイジに向けるデュラハン。

「くそっ！」

　ビトルの牙とやらから発射された光線は、しかしデュラハンの身体に当たると力なく霧む散さんした。どうやらある程度の硬かたさの前には無力化されるらしい。

　だがデュラハンの身体は至る所が破損しており、レイジの光線を防いだ時も、身体の表面がバリバリと剝はがれ落おちていた。

『ルルルルルルルル……！』

　片腕のないデュラハンは、それでもレイジに向かってゆっくりと進む。進むたびにパーツの一部が落ちてくる。それでも銃口だけはピタリとレイジの眉み間けんに固定されたまま。

　たとえ腕だけになっても、その照準は外はずれないように感じられた。

「人間相手に使えば最強かもしれないが……相手が悪かったな」

　百色が銃を構えた。デュラハンと挟はさみこむようにして、対たい峙じする。

　相手が悪い、と百色は言うが、錬金術を求めた上に百色にケンカを売るとなれば、どうあがいてもレイジに勝ち目はなかったのだ。

『リリ、イジメタ！　ユルサナイ！』

「私が言うのもなんだが……お縄なわを頂ちよう戴だいするんだな」

　徐々ににじり寄ってくる百色とデュラハン。もう、完全に勝敗は決した。

　しかし……。

「う、うおおおおおおおっ！」

　昆虫のような反射速度でレイジが動く。

　百色が銃を撃ち、レイジの肩かたをかすめた。

『ルルル！』

　デュラハンが銃を撃つ。

　しかし自分の射撃のノックバックでデュラハンの身体がまた壊れていく。そのせいでバランスがくずれた。銃弾はレイジをわずかに逸それ、壁に当たる。

「おおおおおおおおっ！」

　倒れるレイジはそのまま転がりながら、ククルカンの台座が落ちた場所まで移動する。神の力があれば、まだ勝てると思っているのだろう。

　千里の道にも思える距離を走りぬけ、レイジの手が燭台に伸びる――

「ごめんね、私だって怪盗なの」

　ひょい、と梨々が燭台を拾い上げた。

　梨々はレイジが動く前から、目の動きを読んでいた。あんなに焦あせったレイジの目を読むことはたやすい。次にどう動くか簡単に予測できた。だから先回りして燭台を奪うばえたのだ。

「危ない梨々ちゃん！」

　百色が呼ぶ。

「え――」

　そう、レイジの武器は燭台だけではなかった。左目に装着されたビトルの牙が毒を撒まき散ちらそうと、輝き始める。

「おまえだけでも道みち連づれだ！　怪盗百色の娘！」

　レイジの目から光線が放たれようとした、まさにその時。

　双葉がぽつりとつぶやいた。

「心配すんな梨々。もーそろそろだから」

「え？」

　顔を覆いながら、梨々が双葉に聞き返す。

「どういうことだ？」

　レイジも光線を左目に溜めながら、双葉に訊きく。

　双葉はレイジ以上にニヤついた笑みを見せて、真下を指さした。




『我は正義を名乗るつもりはない。ただ守りたい者を守るだけだ。そして百色も好きこのんで悪役を演じているわけではない。必要だから盗んでいるのだ』

　聞き覚えのある声が。

　怒りに燃える犬の石像の声が。













『貴様はそのどちらでもない。正義や悪という概念では、貴様は括くくれない』

　世界最高の門番の声が。

　地獄の底から響くような、重い声が。

『――外道だ』

　地面――いや、床を割った。




　銃で足をかすめた時よりも、屋上でガーゴイルに追われた時よりも、レイジに蛇のような目で睨まれた時よりも、ずっとずっと恐ろしい予感が背せ筋すじを走り、生命の危機感だけで梨々は足を動かした。

　震度七以上にも感じられる地震がホール全体を揺るがした。

　逃げる最中、一度だけ振り返れば純白の光線がそびえ立っていた。まるで塔とうだ。あんなに太い光線は、光線と呼べるのか。

　そしてその塔の中心にはレイジがいた。

「ぎゃああああ――――………………っっっ！」

　途中から声帯までもやられたのか、声が聞こえなくなる。身体は髪の毛に至るまで焼かれ衝撃波が全身を押しつぶすように内側に収束している。彼が手にしていた燭台は、一瞬のうちに灰になって消滅した。

「うっ……！」

　安全なところまで避難した梨々は、そんなレイジをしばらく見て、顔を背そむける。

　レイジは敵だが、今の光景は恐ろしく感じた。

　これが本気のガーゴイル。

　世界最強の門番。

　こんな化ばけ物ものを相手にできると思っていたことが、そもそも間違いだったのだ。

「梨々、下がれよ。あぶねーぞ」

　双葉が梨々のマントをひっぱった。

　そのまま寄より添そうようにしてレイジの最さい期ごを見届ける梨々。

　気になったことを、尋ねてみる。

「双葉ちゃん。ガーゴイルさんのこと、怖いと思ったことある？」

「ん？　ねーけど」

「どうして？」

「どうしてって言われてもなぁ……別に、家族なんだし。あーでもアレだな。兎と轉てん舎しやの姉ちゃんの過去に行った時、ガーゴイルのニセモノに撃たれかけた時は怖かったな」

　それは梨々の思っている怖さとは、また違うものだ。

　双葉はガーゴイルを信用しきっているのだ。梨々だってデュラハンに銃口を向けられても、たぶん怖くないだろう。だとするならば、デュラハンの本気を見れば双葉も怖がるのではないだろうか。

　でも――もともと怪盗と門番は敵なのだから、それでいいのだ。

『ルルルル！　がーごいる！　デバン、トルナ！』

　倒れ伏したレイジに近寄り、ぐったりとした身体を持ち上げるデュラハン。あれだけの光線を喰くらったのに、生きているようだ。本当にギリギリのギリギリまで手加減したと思われるが、それでも酷ひどい有あり様さまだ。

　レイジが最後に立っていた場所は、大きな穴がぽっかりと空あいているだけだった。その穴の横にガーゴイルが座っている。いつもと表情は変わらないはずなのに、どこかスッキリした印象を受ける。

『汝はこの男に恨みは無かろう』

『リリ、イジメタ！』

『だが梨々はきちんと自分の力で戦っていたぞ。梨々の仕返しをするのではなく、その力を手助けするのが汝の仕事だろう』

『ルゥ……ウン、リリ、ガンバッタ！』

　あっさりうなずくデュラハンだった。ちなみにうなずくといっても首がないので、身体を少し前に傾けただけだ。
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　誰もいないホテルに、今度こそ静せい寂じやくが訪れる。

　デュラハンが開けた天井の穴から瓦が礫れきの破片がパラパラと降ってくる。さながら廃はい墟きよのようになった皇帝閣ホテル。

　レイジも倒れ、全てが終わった。

　彼らはガーゴイル達の手によって警察に引き渡されるだろう。今度こそ観念するかどうかは別として、力の差をああまで見せつけられたのだ。復ふく讐しゆうする気も失うせてくれればいいのだが。

　そして梨々は、当初の目的を全て達成したことになる。燭台をレイジの手に渡すことなく葬り去り、百色も戻ってきて、そのカタキを討つこともできた。

　疲れと充実感に浸っていると――

　ごちん。

　梨々の後頭部からそんな音が出た。殴られた本人は目から火花が出る勢いだったが、殴った本人は梨々のシルクハットを指でクルクル回していた。

「私の許可なく予告状を出して――」

　レイジと戦った時は余裕の表情だった百色は、眉まゆ根ねを寄せて梨々と向き合っている。

　ごちん。もう一発殴られた。

「デュラハンまで危険な目に遭わせて、怪盗になんかなって……」

　ごちん。さらに一発。

「これで梨々ちゃんが大怪我をしたら、私はどうすればいいんだ！」

「おじさん……」

　本気で怒る百色よりも、頭の痛さで涙が出そうになる。

　謝あやまらなければいけない。

　でも、梨々だってがんばったのだ。ほかならぬ百色のために。

　それを認めて欲しい気持ちは確かにあったけど、百色が怒る理由もよくわかっている。

　目に涙を浮かべながら次の言葉を探す梨々を、黒いマントが包んだ。

「だが、ここまで自力で来れた努力と技術は称しよう賛さんに値あたいする――よくがんばったね、梨々ちゃん。ありがとう」

　その言葉で梨々の感情が堰せきを切った。

「おじさん……おじさん……」

　ずるいと思った。

　こんなに優しくされたら、誰だって甘えてしまうではないか。

　ぽろぽろと涙がこぼれてきた。

　双葉に泣きついた時とは違う、心の底から安心できる暖かさが梨々を抱きしめる。一年前に救われた黒いマントだ。

　この黒マントが似合う存在になりたくて、頑張ったのに。

「ごめんなさい……」

　百色の胸に顔を埋め、梨々は声を殺して泣いた。

　本人を目の前にして、自分の未熟さを痛感する梨々だった。

　それでも、今日の出来事は梨々の成長における重要な分ぶん岐き点てんとして、いつまでも心に刻みこまれることになるのだった。
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『これでよし』

　先ほどのローブ集団と同じように光線でグルグル巻きにして、気絶したレイジを窓から落とすガーゴイル。

　ただ下にいるであろう警察にわかってもらうために、これまでの経緯を書いたメモを貼はりつけておいた。

「おっし、そんじゃ帰るか！」

　手を叩いて、おひらきにしようとする双葉。彼女にしてみれば、もう悪者はやっつけられ、燭台もこの世から消え去った。残るものは何もない。

　でも事情が異なる者達もいるのだ。

「さてガーゴイルくん。もう一暴れするか」

　梨々を抱きかかえたまま、百色がマントを翻ひるがえした。その手にはいつのまにかカードとステッキが。戦闘態勢だ。

「おじさん、どういうこと？」

　梨々が百色を見上げるが、答えはない。

　そしてガーゴイルも百色の意い図とを汲くみ取とったようで、

『承知した。全力で行くぞ。死ぬな』

「誰に言っているんだい!?」

　百色がカードを投げるのと、ガーゴイルが光線を放つのは同時だった。それぞれ光線をカードで、カードを身体で受け止める。梨々を抱かかえながら、百色はホールを縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、ガーゴイルはその場から動かずに光線を至る所に照射する。

「おまえら、何やってるんだよ!?　もうケンカしなくてもいいだろーが！」

　双葉がガーゴイルを止めようとすると、

「ガーゴイルさん！　百色はどこですか!?」

　ホールの扉が開き、多数の警察がなだれこんできた。

　警官達はガーゴイルと戦っている百色の姿を認めると、すぐに拳銃を構える。

『もうすぐ終わる。手出し無用』

　ガーゴイルが放つ光線が百色に当たる寸前、飛び出してきたデュラハンが身体で防いだ。そのままデュラハンは百色と梨々を担かつぎ上あげる。

　百色はデュラハンの上に立ちながら、芝居がかった仕草で一礼。

「フハハハハハハハ！　ククルカンの台座、確かに貰い受けた！」

　笑う彼の手には、ガーゴイルが壊したはずの燭台が。

「おじさん、それ……！」

　五階のホールにあった、ダミーの燭台だ。アレもレイジがどこかに隠し持っていたのだろう。全て百色に罪をなすりつけるつもりだったのだ。

　そこで梨々は気づいた。

　――おじさん、自分で罪を被ろうとしてる……。

　錬金術の道具は便利だが、まだ一般に知られるべきではない物だ。だから羽崎やレイジも闇やみに葬ろうとしたのだ。その役割を、今度は百色が担になうというわけだ。羽崎たちの思おも惑わく通どおり、悪人になって。

　ガーゴイルもそれを了りよう承しようして、敵役を引き受けたのだ。

　仲がいいのか悪いのか――きっといいのだろう。

『ルルルルルルル！』

　デュラハンの上半身が沈む。

　梨々は上を見た。ちょうど彼女達が立っているのは、デュラハンが落ちてきた穴だった。ここから満天の星空が見える。

「待て百色！　ククルカンの台座を置いていけ！」

　警部らしき男が拳銃を撃つが、百色には当たらない。

　梨々はチラリと横を見た。双葉が軽く手を振っていた。

「また明日な、梨々」

「おやすみ双葉ちゃん」

　梨々も軽く手を振り返した。いつも学校で交かわしている、なんでもない挨あい拶さつだ。

「また会おう！　警察諸君！」

　百色が派手にカードをばらまいた次の瞬間、内臓が浮き上がるような気分に見舞われた。視界がほんの少しぶれ、まばたきをしたら――







　もう、そこは夜空だった。

『ルルルルルルルル！』

　梨々と百色を担ぎ上げながら、デュラハンは楽しそうに笑っていた。ビルからビルへと飛び移る白騎士は、今はまるで妖よう精せいのようだった。

　金色の髪をなでる風が心地ここちよかった。

　宝石のような星の海を泳ぐ三人。来た時は緊きん張ちようでいっぱいだったのに、百色がいるだけで夜空の散歩がこんなにも楽しく感じられるなんて。

「しかし……梨々ちゃんも無理するなぁ」

　シルクハットのつばを押さえながら苦笑する百色。

「おじさんがさらわれるからいけないんだよ。――私達がどれだけ心配したと思ってるの？」

『ルルル！　オレモ、シンパイ！』

「そうだな。悪かったよ」

　と、百色は梨々とデュラハンを優しくなでる。

　怪盗は一人きりで生きなければならない、と訓練の時に言われていたが、やっぱり百色に抱かれると安心してしまう梨々。親離れができないうちは、まだまだ怪盗には遠いのかもしれない。

「よーし、それじゃお詫わびに何か食べに行くか！　その後でデュラハンの修理だ！」

「やったぁ！」

『ルルルルルルル！』

　両手を上げる梨々と、さっきより高くジャンプするデュラハン。またパーツが落ちた。

「デュラハン、平気なの？」

『ヘイキ！　イタクナイ！』

「ご飯食べたら、すぐにデュラハン直してあげようね」

『ルルルルルルル！』

　嬉しい気持ちはわかるが、暴れれば暴れるほどパーツが落ちていく。ファミレスに着くまでに、全部なくなってしまわないか心配な梨々だったが、デュラハン自身が言うならば大丈夫なのだろう。

「梨々ちゃんは何が食べたい？」

　百色に訊かれて、梨々はちょっと考えた。

　やっぱりこういう時は、記念になる食べ物だろう。

　百色と出会った時のことを思い出し、梨々はこう答えた。

「マグロ丼どん！　イチゴのタルトもつけてね！」

「よーしデュラハン、ファミレスに向かって出発だ！」

『ルルルルルルルルル！』

　雲一つない漆しつ黒こくの夜空。夜の世界の住人にふさわしい時刻。

　そんな世界の中心で、怪盗一家はファミレス目指して飛ひ翔しようするのだった。
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『――以上の記者会見から、羽は崎さき庄しよう一いち氏は今回の事件で起きた損害を全すべて私産で負担するという表明をしました。関係者各位には「捕まえられると油断した」と、自みずからの不ふ手て際ぎわを謝罪した模様です。羽崎氏の今後につきましては、新しい情報が入り次第お伝え致しますが、怪かい盗とう百ひやく色しきの行方ゆくえについては依い然ぜん不明な点が多く――』

　どこのチャンネルに変えても同じようなニュースだったが局によってスポットが大きく違うところが面白い。怪盗百色の犯罪について社会心理学者がしたり顔で話しているのもあれば、羽崎庄一の丁てい寧ねいな対応を褒ほめる番組もある。

　皇こう帝てい閣かくホテルの事件から一日が経過して、テーブルでお茶を啜すすりながら夜のニュース番組を見ていた梨り々りは、向かいに座ってリモコンを操作している百色に尋たずねた。

「おじさん。いいの？　羽崎さんにフォローとか」

「必要ないね。むしろこの率直すぎる対応が、逆に受けているらしい。レイジに操られていた人達も、特に後こう遺い症しようはないそうだ。我々が開けた天てん井じようや床の穴に関しては、兎と轉てん舎しやの道具でなんとかすると言っていた」

「なんとかって……できるの？」

「私もよく知らないが、壁の穴を移植するバズーカがあるとかなんとか……」

　さすが兎轉舎だ。

「あ、兎轉舎で思い出したけど、骨こつ董とう屋やさんのおじいさんは平気なのかな？　燭しよく台だい壊こわしちゃったし」

　もともとあれは骨董品店の主の家宝だったのだ。いくら錬れん金きん術じゆつの道具でも、ガーゴイルが本気で放はなった光線にかかれば跡あと形かたもなくなってしまう。

　梨々は百色の返事を待ったが、彼はテレビから目を離そうとしない。

「……おじさん？」

「ん、ああ、ごめん！　うん、そっちの方は私から謝あやまっておくよ！　彼のことだ、事情を話せばきっとわかってくれるさ！」

「どうしたの？　様子が変だよ」

「いや……大した事じゃないんだ」

　百色はテレビを指さす。

「そこ、レポーターの後ろに、ローブを着た男が一いつ瞬しゆん映うつっていたものだから……まさかと思って」

　レイジは警察に捕とらえられたはずだ。まさか逃げ出したのか。

　ない話でもない。彼はもともと脱だつ獄ごくして百色を追ってきたのだから。

「気のせいさ、きっと」

　明るい声で百色は言う。

　だから梨々も信じることにした。

「おーい梨々、テーブルの上どけてくれ」

　双ふた葉ばが大きな鍋を持ってきた。言われた通りに梨々はテーブルの上に鍋を置くスペースを作る。もう吉永家は第二の我が家みたいなもので、大たい抵ていのものがどこにあるかわかる状態だ。

「っし」

　双葉に続いて、和かず己みが食材を持ってくる。今日はスキヤキなのだ。特にイイコトがあったわけではないが、ガーゴイル達がまた事件を解決したので祝しゆく勝しよう会かいみたいなものだろう。

　そんなわけで吉永家の計らいで、百色一家もお呼ばれしているのだ。

「百色さん、身体からだの具合は平気なんですか？　毒光線をくらったって聞きましたけど」

「レイジの目の中の装置を破壊したら治ったよ。心配してくれてありがとう和己くん」

　どんなときでも余裕な百色を見て、和己が苦笑する。

　そんな和己の肩を双葉が叩たたき、

「兄貴も来ればよかったのに。なぁ梨々」

「えー、危険だよ。お兄さんだって、危ないの嫌だもんね」

「そうだよ。今回僕は、珍しくトラブルに巻きこまれなかったんだから……」

　和己は心の底からホッとしているようだ。

「まぁ桃ねーちゃんとデートしてりゃ、危ない所なんて行かねーもんな」

「なっ、違うよ！　そんなことしないよ！」

「なんだ、違うのか……とっととくっつけよ！」

「余計なお世話だよ！」

　顔を真っ赤にして反論する和己に、双葉も梨々も腹を抱かかえて笑ってしまった。仲のいい兄妹きようだいのやりとりに、つい梨々も笑みをこぼしてしまう。

「ただいまー」

　吉永家のパパが帰ってきた。今日はスキヤキだと電話したので、早く帰ってきたのだろう。梨々と百色の姿を見ると嬉うれしそうな顔で歓迎する。

「いやぁ百色くん！　今回も大変だったな！」

「そんなことないですよ。今回は結果的にガーゴイルくんに手伝ってもらいましたからね」

「そうか！　ガーゴイルくんがついているなら安心だな！」

　大きな笑い声で、パパは着替えに自室の方へ歩き出す。普通、犯罪者とここまで開けっぴろげにつきあえる一家は珍しい。たとえガーゴイルがいなくても、パパさんの性格ならば普通につきあえる気が梨々にはしていた。

『よし、皆の者。そろそろ食事にするぞ』

　頭の上に皿さらと箸はしを乗せたガーゴイルが、テーブルの上に現れた。

　それを聞いて、待ってましたとばかりに双葉が吠ほえる。

『ルルルルルル！　オレ、まま、ヨンデクル！』

　片腕を粘ねん着ちやくテープでグルグル巻きにしてあるデュラハンがキッチンへ消えていく。デュラハンも食事はできないが、パーティとか楽しい雰ふん囲い気きのイベントは大好きなのだ。

「腹減ったぁ！　ママ早くー！」

　隣に座った双葉に、梨々はかねてからの疑問を尋ねてみた。

「ねぇ双葉ちゃん」

「ん？　ウチのルールは早いモン勝ちだぞ」

「そうじゃなくて。ずっと気になってたんだけど、どうして皇帝閣ホテルにいたの？」

「う……そ、それはだな」

　何なに気げない質問だったのに、双葉の顔が真っ赤になる。

　怒っているのかと思ったが、そうではないようだ。双葉はぷいっ、と顔を背そむけて小さな声で答えてくれた。

「……おまえがさ、怪盗になんてなりたがるから」

「うん？」

「あたしもさ、その、将来のこと考えてみたくなって……でもさ、門番とかなんて絶対にできないじゃん。だから、その、警察とか、似たような仕事に興味あってさ」

「そうだったんだ……」

　意外。

　双葉でも真ま面じ目めに考えることがあるのだ。

　ちょっと彼女のことを見直す梨々。それはそうとして、やっぱり双葉には似合わない考えだったので、

「……クスッ」

「あーてめぇ！　笑うなって言っただろ！」

「言ってないよそんなこと！　悪わる気ぎがあって笑ったんじゃないもん！　アハハハハ！」

「うるせぇ！　笑うなぁっ！」

　椅い子すから立ち上がり、双葉が襲いかかってくる。それに対抗して、梨々も押さえにかかる。でも以前のような激しいものではなく、一いつ過か性せいの台風のようなケンカだった。

　皇帝閣ホテルの死闘に比べれば規模の小さいケンカだが、夕食直前だったので、テーブルの上の醬しよう油ゆ差さしが倒れたり、鍋がひっくり返ったり、食材が散らばったりと、もう散々である。

『二人ともその辺にするのだ』

　ひょいっ、と梨々の身体が宙に浮いた。まるでクレーンで吊つられたみたいだった。双葉の身体も浮かんでいる。ガーゴイルの超能力だ。

　シラタキを頭から垂たらして座っているガーゴイルを見て、梨々はもう一つの疑問を尋ねてみることにした。

「ねぇガーゴイルさん。やっぱりガーゴイルさんには怖いものってないの？」

『……一つだけある』

「なぁに？」

『数秒後に分かる』

　ぼとっ、と梨々の身体が離された。

　床に落ちた梨々が見たものは、こぼれたネギや牛肉のパックだった。

　勿もつ体たいないことをしてしまったと反省する前に、

「あ……」

　同じく倒れた双葉が、キッチンの方を指さしていた。恐る恐るそちらを見る。

　吉永家のママが指を鳴らして笑顔で立っていた。













　テーブルには散乱した食材。倒れる双葉と梨々。

　ママは笑顔の上に青筋を浮かべながら、こちらへ近づいてくる。

「い……いやぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　吉永家最大の恐怖が、これから始まろうとしていた。
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　さて、それから梨々と双葉はどうなったのかというと。

「結局、仲直りしたの？」

　次の日の学校で、小お野の寺でら美み森もりが恐る恐る訊いた。

　双葉も梨々も普通の顔でうなずく。

「まぁな。職業に貴き賤せんなしって夜よ倶ぐちゃんも言ってたからな。怪盗ってだけで差別しちゃいけねーよな」

「私もね、やっぱり良いことと悪いことの区別はつけなきゃなって思いました」

　照れくさそうにお互いを見る双葉と梨々を見て、ようやく元通りになったと安心する美森。いつも血の気けの多い友達ばかりだから、優しい彼女は毎日がスリリングなのだ。今回のケンカはいつもより酷ひどかったので、もう仲直りできないのではないかと、密ひそかに心配していた。

「よかったぁ。それじゃ、もうケンカしちゃだめだよ」

　と、双葉と梨々の手をとってニッコリ微笑ほほえむ美森。

　二人はちょっと気まずそうに笑うのだった。

「でもさ、梨々」

　話題を変えるように双葉が尋ねてくる。

「おまえあれからどうしてるんだ？　怪盗あきらめてるとかそういうのは別にして、さすがに百色も懲こりただろ」

「懲りたっていうか……おじさん、逆に燃えたみたい」

「まだやってんのか!?」

「なんか『自衛の手段が必要だ』って言ってね、いつも以上に厳しくなったよ……」

　疲つかれた顔の梨々。怪盗の娘も大変である。

「でもね、手て品じなもいっぱい教えてくれるようになったよ。新しいステップに進んでもいいって」

「ほ～。いいじゃん」

「うん、手品なら安全だもんね。梨々ちゃん、怪盗じゃなくて手品師とかどう？」

「そうね……それもいいかな」

　気分を良くしたのか、梨々は机の中からトランプを取りだした。

「それじゃあ美森ちゃん、昨日教わったやつ。この中から一枚選んで」

「うん」

　梨々が広げたカードを無む造ぞう作さに選ぶ美森。

「それじゃあ、そのトランプをよーく覚えてね」

「っておい梨々。袖そでからカード出てんぞ」

「えっ!?」

　隣で見ていた双葉の冷静なツッコミに慌あわてた梨々。袖を確認しようとして、バラバラとカードがこぼれ落ちてしまう。

「あ～あ」

　肩をすくめる双葉。

　梨々はしばらくの間、床に散らばったカードを呆ぼう然ぜんと見つめていた。そしていきなり双葉に食ってかかる。

「ちょっと双葉ちゃん！　どうして手品の邪じや魔まするのよ！」

「あたしのせいじゃねーだろ！　袖からカード見せてる梨々が悪いんだろうが！」

「黙っててくれてもいいじゃない！」

「プロの手品師になるんだったら、はなっから見せるなよ！」

「その位置からじゃ、絶対に見えちゃうのよ！　ステージ専用なんだから！」

「だったら教室でやるなよ！」

　互いの鼻をくっつけながら、顔中唾つばまみれにして言い争う二人。

「えーと、あの……双葉ちゃん？　梨々ちゃん？」

　カードを持った美森は完全に無視されていた。

「そんな手品で怪盗になろうなんて考え、甘すぎるだろうが！」

「何よ!?　こないだのホテルはほとんど成功してたもんね！」

「だったら今度はあたしが捕まえてやるよ！　ガーゴイルが出るまでもねぇ！」

「やれるもんならやってみなさいよっ！」







　ちょうどその時、チャイムが鳴った。

　双葉と梨々の、ゴング代わりだ。

　跳躍する双葉。

　カードを取り出す梨々。

「二人ともやめて～～～！」

　教室中に美森の情けない悲鳴が響き渡った。





おわり　　　






























　あとがき




　ちわッス！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます！




　新学期も始まり、皆様いかがお過ごしでしょうか。これが発売されるころには、そろそろ新しいクラスや職場で顔なじみができたり、新しい部活動に入ってヒーコラ言っている時期かと思われます。

　まぁ俺は去年と変わらずヒキコモリの毎日ですが……。




　新生活ってのはアレですな。時と場合によっては、その人の人生を狂わせるほどの大きな始まりだったりもしますね。あくまで俺のケースなのですが、大学に入ってから考え方や価か値ち観かんがガラリと変わった気がします。あそこであのバカどもに会わなければ、きっと今頃はスーツ着て会社に通っていたんだろうなぁ……としみじみ振り返ったりもしております。

　というわけで、四月からはみんなバカになりましょう。新たな世界が開けます。でも俺みたいに戻れなくなっちゃったりしないように。それはホントのバカです。




　と、まぁ、今回は若じやく年ねん層そうに向けたメッセージのようなものを少々。

　俺と同年代かそれ以上の読者は、一緒にバカな過去を振り返って悶もん絶ぜつしましょう！




　さて、いくらバカとはいえ、お世話になった人へのお礼を忘れるようじゃいけない！

　いつもいつもいつもいつもホンットーに迷惑かけます！　会社の引っ越しおつかれさまでした、担当Ｍ女史！　だけど、物書きの俺に絵を描かせた恨みは一生忘れません（さわやかな笑顔で）！

　イラスト日ひ向むかい悠ゆう二じさん！　……えーと、生きてます？

　コミック版の玉たま岡おかかがりさん！　なんか回を重ねるごとに面白くなってきてますよ！　ガンガンやっちゃってください！　ありがとう！

　コミック編集の伊藤さん！　俺そんなにマジレッドに似てますか？

　そして読者の皆様！　今回も読んでくれてありがとう！




　以上、お礼（？）でしたっ！

　次の巻は――うーん、どうしようかな。

　そろそろ新作も考えないとイカンです。そろそろガーゴイルだけだと読者さんが飽あきるんじゃないでしょうか。ていうか俺も新しいのを書きたいし。

　てなわけで、新作は完成次第お届けしたいと思っております！

　できれば夏にお届けしたいっ！　むしろ俺がそうしたいっ！

　もちろんガーゴイルが書きたくなくなったわけじゃないので、八巻も書きます！　夏に新作！　んで八巻！　ってなペースが一番いいのかな。そうできればいいんだけど。

　なんにしろ、次巻にご期待ください！　がんばります！




　――体重？

　ノーコメントで。
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意外かもしれないが、小学生の時はけっこうワンパク坊主だったりする。しかし、そんな俺にも唯一勝てない相手がいた。アヒルだ。当番で飼育小屋に行くたびに、あの凶暴な生物共の相手をしなければならなかった。たぶん今でも一対一で対峙したら逃げる。俺の認識ではクマよりもアヒルの方が強い。情けないなぁ、俺……。
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